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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──この仮想世界において、人はあっけなく死ぬ。




　ダンジョンの主ぬし、炎の悪魔《バルログ》の巨体がササラキの足下に崩れ落ち、轟ごう音おんと共に床を揺らした。巨体がキラキラと微細な光を発する。まるで湖面に反射する太陽の光のようだ。ダンジョンの主専用の死亡エフェクトだった。

「……た……倒せた……」

　ササラキは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

　仲間の一人は死亡し、残った自分たちも瀕ひん死し状態。

　絶体絶命の状況で放った、仲間の一撃がボスの急所を貫いたのだ。

「え……あ、く、クリティカル……出た……の？」

　少女が震える声を発した。長い黒髪、漆黒のマント、ダークパープルのワンピース、大きな胸。彼女の名前はアズラエル。ササラキのギルドメンバーだ。ボスを打ち倒した剣を、信じられないといった表情で見つめている。

　その姿を見てササラキはようやく実感がわいてきた。

　自分たちは──勝ったのだ！

「やった……やった、アズラエル！　ダンジョン制せい覇はだよ！」

　ササラキがいっぱいに手を広げて叫んだ。

　アズラエルが振り向く。丸っこい目でぱちぱちとまばたきする。

「……あ」

　アズラエルの幼い顔つきが、とまどいから笑顔に変わった。両手から二振りの剣がカランと落ちる。丸い目のはじっこにじわりと涙がたまる。両手をいっぱいに広げて、ササラキの方に振り返ると、胸に飛び込む──

「って、ちがあああうっ!?」

　──直前で止まった。胸を隠すように自分を抱きかかえるアズラエル。

「な、なな、なによその腕！　いやらしい！」

「え……あっ、ご、ごめん。深い意い図とはなくって」

　確かに抱きついてこいと言わんばかりの格好だった。

「うそ！　視線が胸に向いてた！　いやらしい！」

「いや、それはさっきの仕草のせいで──」

　アズラエルの胸は大きい。それはもう大きい。

　だから普段から意識しないよう努力しているのだが。

「ふん。だいたい、喜んでる場合じゃないでしょ！　死んじゃったのよ、リズナが！」

「あ、うん、そうだったね……」

　リズナとはササラキ達たちのもうひとりの仲間、ジョブは《癒し手ヒーラー》だ。

　彼女はボスにたどり着く前に逝いってしまった。

「まったく、情じよう緒ちよも足りないんだから」

　アズラエルがぶつくさ言いつつ、二振りの剣を床から拾い上げる。

「リズナ……安らかに眠りなさい……」

　剣を十字にクロスさせ目をつむる。

　どうやらリズナの冥めい福ふくを祈っているようだ。

「あ、それ、かっこいいね！」

　素直な感想だったが、アズラエルはぎろりとササラキを睨にらんだ。

「……ふんっ」

　そっぽをむいてまた目をつむる。ササラキは心の中でため息をついた。

（……やっぱり、まだ嫌われてるのかなあ）

　一ヶか月げつ前、アズラエルとリズナのギルドに、ササラキは加入した。リズナは仲良くしてくれるが、アズラエルは露ろ骨こつにササラキを邪魔者扱いする。正直ちょっと──いや、かなり悲しい。

　ファンタジーを体感するのが、ササラキの夢だった。そして、目の前で剣をクロスさせ神様に祈るアズラエルの姿は──ファンタジーそのものだった。

　マントをはためかせ、二刀流の剣を振るう少女剣士。

　ササラキはアズラエルをもう一度見た。

　刀身が死亡エフェクトの光を反射してアズラエルの顔を照らしている。

　顔立ちは整っている。スタイルもいい。見ているだけでどきどきしてくる。

（って、そういう目的じゃないってば！）

　頭かぶりをブンブン振って意識を振り払った。

　こんなこと考えてたらますます嫌われてしまう。

　──と、そのとき。

「あれ？」

　ひとつの違和感を覚えた。

「剣が──浮いてる？」

　アズラエルの剣が握られたこぶしの中になかった。

　二十センチほど横にズレているように見える。

「これ、ひょっとして……《処理落ちラグ》？」

　ダンジョンに入る前に、リズナに言われた現象だ。

『ボスを倒したら消滅エフェクトが終わるまで動いちゃダメ。絶対に、絶対にだよ？』

　理由を聞くと、ボスの消滅エフェクトは演出のためか、周囲の動作がスローモーションになる特性があるらしい。そのスローモーションがくせ者で、オブジェクトの動作はスローになるのに、プレイヤーはならない。するとどうなるかというと──。

「待ってアズラエル、今動いたら──っ！」

　あわてて警けい告こくを発する。が、遅かった。

「ラグナロク、鞘さやに戻りなさい」

　アズラエルが愛剣ラグナロク（命名・アズラエル）を戻す。

《処理落ちラグ》により二十センチズレた刃の先せん端たんが、ぐさりと。

　アズラエルの腹部をあっさり貫いた。

「え……あれっ？」

　音でようやく気付いたらしいアズラエルが怪け訝げんそうに腹部を見る。

　なお、彼女に痛みはない。仮想現実のこの世界に痛みは存在しない。代わりに痛そうな音が聞こえるだけだ。それでも人間の感覚とは不思議なもので、音だけでもなんだか本当にダメージを受けたような気分になるのだった。

　それはともかくダメージウインドウがアズラエルの腹部に浮かび上がった。

　３００。ちなみにアズラエルの最大ＨＰは１０５である。

「はぐふうっ!?」

　ばたんと前のめりにぶっ倒れた。

「アズラエルッ!?」

　叫んだが返事はなかった。ただのしかばねになったらしかった。

　ササラキが絶句しているとアズラエルの全身が白い光を発しはじめた。やたらと派手なプレイヤー死亡のエフェクトだ。死体の上に書き文字で『魔剣士アズラエル　ここに眠る』と表示された。

　と、ピピッと効果音。ササラキの目の前に長方形のメッセージウインドウが開いた。

『フレンド・リズナからのメッセージを再生しますか　ＹＥＳ／ＮＯ』

　無言でＹＥＳボタンを押すと、音声が再生された。

『ササラキくんへ。リズナです。アズラエルさんも死んじゃったんですね。復活が終わったので、これから二人で最下層に向かいます。ところで何があったんですか？　アズラエルさん『運営マジ死んでよ！』って泣くだけで教えてくれないんです』

　聞き終えたササラキは床に座って深くため息をついた。

　この仮想世界において、人はあっけなく死ぬ。




　──原因はだいたいバグだ。





























　　　　　──ゲームは最高の、遊びだ。







　ソード＆マジック・オンライン。

　実用化された仮想現実へのダイブ技術《ニューロ・コネクト》を用いた、史上初のＶＲバーチヤルリアリテイＭＭＯだ。脳波干渉を行うヘッドギアを身につけ剣と魔法の世界で冒険する。かつて流行したＳＦ小説の世界がついに現実となったのだ。

　ゲームのジャンルはかのＳＦ小説を模した攻略型ＲＰＧ。天空高くそびえる全二五五層の塔を攻略し最上階に囚とらわれた《創世の女神》を救い出すというもの。最大同時ログイン数は五万人、フロア面積は第一層だけで山手線の内側ほどもある。

　キャッチフレーズは『史上初、史上最大にして、史上最高のＶＲＭＭＯ』。

　熱狂したマニア達たちはβテストへの参加申し込みに殺到した。しかし運営会社は『βテスターと一般プレイヤーに情報格差が出る』という理由でβテスターの人数を極度に限定した。その秘密性もまたカルトな人気を煽あおり、プレイヤー達の期待感を膨らませた。

　かくして《ソード＆マジック・オンライン》は発売を迎える。

　それから三ヶか月げつ。

　喜び勇んでログインしたプレイヤー達の感想はたった一言に集約された──












　戻ってきたアズラエルが、顔を真っ赤にして叫んでいる。

「なんで!?　なんでＶＲＭＭＯのくせに処理落ちラグがあるの!?　運営の脳細胞バグってんじゃないの!?　ハムスターに開発させたほうがまだマシよ！　もうほんとにほんとにクソ運営死になさいよマジでっ！」

　ガンガンと剣で床に八つ当たりするアズラエル。

　そのたびに『破壊無効』『破壊無効』とウインドウ表示が浮かび上がる。

「βテストの頃からぜんぜん変わってないじゃないッ！」

　アズラエルは最さい古こ参さんのプレイヤーだ。クローズドで行われたというβテストにコネで参加していたらしい。そのわりにレベルは低いし、フレンド──友達登録されたプレイヤーも少ないが──本人曰いわく『バグでレベルドレインされたのよ！』らしい。

「あのー、アズラエルさん」

　声をかけてきたのは数少ない友達のリズナ。十五歳だ。ふんわりした感じのミディアムの髪に、ミニスカ風の露ろ出しゆつ度が高いローブ。背中には幼い容姿とは不釣り合いに巨大なメイス《デス・アベンジャー》をしょっている。

「つまり死因は『切腹』ってことなんですね？」

「ぐぬ。そ、そうだけど……落ち武者みたいだからやめてよ」

「うーん、なるほど……」

　リズナはつぶやくと、なぜかメイスを逆さか手てに持った。

　露出した肌色のお腹なかにぐっと当てて『んー、メイスじゃ無理かあ』とつぶやく。

「うーん……あ、ササラキくん。ちょっと切腹してみない？」

「なんでっ!?　しないよ!?」

「わたし、切腹、見てみたいな」

　ニコニコ笑顔でそんなこと言われたって困る。

「そ、それよりほら、今は宝箱だよ！　《伝説級レジエンダリー》トレジャー！」

　ササラキが指差したそこには、黄金色に光る宝箱がふたつ、鎮ちん座ざしていた。適正レベルより高いダンジョンを攻略した際のクリア報酬だ。レアアイテムは原則この《伝説級》トレジャーからしか入手できない。このため『レベルが高いほどレアアイテムを入手しづらい』という致命的なバグ（運営サイド曰く仕様）が存在するがそれはまた別の話だ。

「えーと……開ける前に分配を決めておこうか」

「魔剣が出たら私の。それ以外なら二人のでいいでしょ」

　魔剣とは剣のカテゴリの一種で、アズラエルのジョブ《魔剣士アーク・ソード》専用の武器だ。名前は《グラム》だの《レーヴァテイン》だの、アズラエル好みらしい。らしいというのはアイテムが発売前のＰＶプロモーシヨンビデオに出ていただけで、実物は誰も見たことがないからだ。

『出現テーブルをミスって出ないんじゃないか？』

　というもっぱらの噂うわさだが──アズラエルは魔剣を渇かつ望ぼうしている。

　マニュアルに載のっていた剣の外見が、非常にカッコイイからだ。

「……それ、アズラエルにかなり不利じゃない？」

　魔剣が出る確率はほとんどゼロである。

　しかしアズラエルはフフンと得意げに笑った。

「ササラキ。あなたは何もわかっていないわね」

　アズラエルはぐっとこぶしを握って、一言。

「信じる力は──確率を超えるッ！」

「そ、そうなんだ？」

「そうよっ！」

　キラキラと目を輝かせるアズラエルを見ると頷うなずくしかない。

「あ、ちょっと待ってください！」

　リズナが声を上げた。ごそごそと腰のポーチから何かを取り出す。カラフルな、一センチ四方の正六面体の物体。《アイテムキューブ》だった。大きなアイテムでも格納できる魔法の入れ物で、基本的にアイテムの持ち運びはこのキューブを活用する。

　難点は十個以上持てないこと。たった十個だ。

　そのせいでアイテムの取しゆ捨しや選せん択たくはプレイヤーの重要な作業となっている。

「これ《うさぎのホワホワしっぽ》です。使ってください！」

　名前に聞き覚えがある。以前、リズナが『うさぎが落としたの！』と自慢していた幸運のお守りだ。所持していると宝箱からレアアイテムが出現する確率が高まるという。説明によれば宝箱を開けるたびに１パーセントの確率で壊れる可能性があるらしい。

「え……い、いいの？　壊れるかもしれないわよ？」

　チラチラとキューブを見ながら問いかけるアズラエル。

「そのときはそのときです！」

「いや、でも、弁べん償しようできるモノじゃないし」

「魔剣、ほしくないんですか？」

「うっ」

「えへへー。大丈夫ですよ、壊れる確率はたった１パーセントですし！」

「そ、そうよね！　たった１パーセントよね！」

　アズラエルがキューブを受け取って、楽しげに笑った。

「よし、今度こそ開けるわ！　出いでよ魔剣グラム──ッ！」

　アズラエルが宝箱に手をかけた。

（……いいなあ）

　とても楽しそうな二人を見ると、このゲームも捨てたものじゃないと思う。

　たとえバグ満まん載さいの世界であったとしても、仲間と一緒なら楽しむことはできるのだ。

　できれば自分もその輪に入りたいのだけど──。

　そう願った直後だった。

　パアアアッと強い光が部屋を覆おおった。

　アズラエルの視線の先、宝箱の上に一振りの剣が浮かんでいた。

　全長八○センチほどの長剣。刀身からは赤紫のオーラが立ち上る。

　剣の横にピコンと、アイテム名の表示ウインドウが浮かび上がった。




『《魔人が鍛えし剣》魔剣グラム

　アイテムレベル：88　特殊効果：クリティカル率＋50％』




「え……え、え、ほ、ほんとにっ!?」

　アズラエルの表情が、驚きから歓かん喜きに変わる。

　リズナがパアッと太陽のような笑みを浮かべた。

　ササラキも笑顔になった。やった。本物の魔剣だ。

　リズナのお守りの効果があったんだ！

「やったね、アズラエル、リズ──」

　ササラキが叫んだ直後だった。




『プレイヤー・アズラエルの所持キューブ数が上限の十個に達しています』




　無機質なシステム音声がした。

『《魔剣グラム》をキューブ化できません。イベントを終了します』

「えっ」

　パリーン。

　魔剣が一瞬で砕け散った。

　アズラエルの口は『え』の形に開いたまんまだった。

「上限──て、あ！　所持キューブ制限！」

　このゲームには『所持キューブ数が上限の場合、新規入手アイテムは警けい告こくなしで廃はい棄きされる』という腐ったバグ──もとい運営サイドによれば『仕様』がある。

　もちろんバグを避けるため、ボス戦の前にキューブ数は減らしておいた。

　だがアズラエルはいま十個のキューブを持っている。リズナのお守りのせいで。

　そのとき。

『確率チェック…致命的失敗フアンブル。《うさぎのホワホワしっぽ》が壊れました』

　パキィーン。キューブがあっけなく割れて光になった。

　どうやら、１パーセントの確率を通過したらしかった。

『信じる力は──確率を超えるッ』

　さっきのアズラエルの言葉が、ササラキの脳内をぐるぐる回る。

　待て。なんだ。なんだこの──理不尽極まるコンボは。

「ご──ごめんなさいっ！」

　と、リズナが叫んだ。目尻には涙がじわり。

「わ、わたしがお守りのキューブを渡したから上限が……わたしのせいでっ！」

　呆ぼう然ぜんとしていたアズラエルが、ハッと我に返った。

「リズナのせいじゃないわよっ！　というか私の方こそ壊してごめん！」

「本当にごめんなさい切腹してお詫わびしますからーっ！」

「あなたどれだけ切腹したいの!?」

「だ、大丈夫だよ二人とも！　宝箱はもう一つあるからっ！」

　ぴたりとアズラエルとリズナが止まった。

「……だから何よ」

「ええと、ひょっとしたら魔剣が出るんじゃないかなって」

「何言ってるの、ありえないでしょ。魔剣よ、魔剣なのよ！」

　確かに、サービス開始当初から誰も手に入れたことがないほどのレアアイテム。

　二回連続で出現する確率なんてまさに奇跡だ。それでも──

「やってみなきゃ、わからないよ」

　ササラキは言うと宝箱の前にしゃがみこんだ。後ろから『ムリだってば』という悲痛な声が聞こえてきた。リズナがひっくと息を吸い込む音がした。ササラキは大きく深呼吸をして、心の準備をした。

　やってみなきゃわからないと言ったのは──ウソだ。

　本当はわかっている。

　魔剣は実は──




　絶対に、出せてしまう。




（この手は……使いたくないけど）

　どう言い訳してもズルとしか言いようがない行為だ。

　アカウントＢＡＮ強制削除──ゲームからの永久追放の可能性すらある。

（でも──）

　ササラキは振り返って二人を見た。アズラエルはちょっと涙目で『で、出るわけないでしょ、そんなの……』とあきらめた様子だった。そのとなりでリズナが不安そうにササラキを見守っていた。

　もしも魔剣が出たら彼女たちはきっと喜んでくれる。

　そして自分一人が手を汚せば、それは可能なのだ。

　なら──迷っている場合じゃない。

『スキル《未知の探求者アドベンチヤラー》発動』

　ササラキが言った。《未知の探求者》とは、モンスターを倒した際のトレジャー出現率を三倍に上げる、ササラキの固有スキルだ。つまり今は意味がない。それでも発動した理由は、ササラキの手を覆おおう黄金色の輝きだった。

　この黄金のエフェクトはボス消滅エフェクトの使い回しだ。

　そのため同じく《処理落ちラグ》が発生する。

　それを利用する裏技を、ササラキは知っていた。

（よし、いける）

　ササラキは宝箱を持ち上げた。そしてカタカタと何度か振った。それを何回も繰り返すと──宝箱の隙間から、何かがわずかに突き出してきた。それは剣の先っぽだったが、コンマ数秒でブーツのヒモに変わり、すぐにポーションの瓶びんの先っぽになった。

　宝箱の中身である。

　オブジェクトがズレて中が見えてしまっているのだ。

　そしてこのゲームでは、宝箱の中身は開ける瞬間に決定される。

　開ける前はどうなっているかというと、一定間隔でアイテムが変化している。その変化は宝箱が開いた瞬間に止まる。この仕組みに、宝箱の中身が見える『仕様』を組み合わせれば──どんなレアアイテムも狙って入手可能なのだ。

「今だっ！」

　赤黒い剣先が見えた瞬間、ササラキは宝箱を勢いよく開けた。

　フワリと。剣のシルエットが浮かび上がった。

「「ええええええええっ!?」」

　声の後を追うように、迷宮にシステム音声が響ひびいた。




『プレイヤー・ササラキは《魔剣グラム》を入手しました。キューブ化します』





　＊　＊　＊






　ダンジョンから帰還した三人は街に戻っていた。この世界には街は一カ所しか見つかっていない。第一層の中心部に位置する、はじまりの街《ハジマル》である。絶望的ネーミングセンスにアズラエルはいつも『運営爆発して！』と文句をつけている。

　それはともかく三人はハジマルの街の城門前に集まっていた。

「とりあえず……えっと」

　アズラエルは腰に吊つるした《魔剣グラム》をちらりと見やった。

　なにかを迷っているような表情を浮かべ、やがて。

「……きょ、今日はおつかれさま」

　その隣でリズナがくすくすと笑った。

「ササラキくん、いまのは『ありがとう、私感激してる！』の意味ですよっ！」

「ちょっ!?　勝手に通訳しないでよ、ぜんぜん違うわよっ!?」

「アズラエルポイント、大幅アップしましたよ！」

「何よその意味不明なポイント!?」

「１００溜たまったらアズラエルさんが結婚してくれるポイントです」

「永久にゼロよそれは!?　と、とにかくっ！」

　アズラエルはコホンと咳せき払ばらいをした。

　そして《魔剣グラム》を鞘さやごと持ってササラキを睨にらむ。

「ササラキ。この借りは必ず返すからね」

「え……いや、気にしなくていいよ」

　入手はバグ技のおかげだし、魔剣はもともとアズラエルに渡す約束だ。

　恩を感じられても逆にこっちが困ってしまう。

「そんなの、誇り高き告死天使のプライドが許さないわ」

　そう言ってアズラエルはあごに手を当てた。

「でも魔剣なのよね……釣り合うアイテム、あるかしら」

　アズラエルが悩み始めた。このゲームではすべての取引は物々交換なのだ。貨か幣へいはあるにはあるのだが、経済が完全に崩ほう壊かいしており──ゴールド無限増殖バグが広く知れ渡っているため──価値あるアイテムは、お金では買えない。

「──ん、しょーがないか。ササラキ。ちょっとこっち来て」

　こいこいと手招きされた。とりあえず寄ってみる。直後、アズラエルはマントを押さえていた大きなブローチを、流れるような動作でぷちんと外した。となりのリズナが『わっ』と声をあげた。

「あ、アズラエルさん、そこまでしちゃうんですか!?」

「確かにササラキなんかにはもったいないけど、決めたのよ」

「それほどの覚悟がっ!?　でも青少年保護コードに触れちゃいますよ！」

　青少年保護コード。男女の物理的・精神的な接近を防ぎゲームの健全さを維持するためのシステムだ。そのペナルティはとてつもなく重く、キスすれば瞬時に爆ばく発はつ四し散さんするうえ名前を放送禁止用語に変更されたプレイヤーまでいるという。

「──えっ」

　それに触れる行為とはつまり──顔がかあっと熱くなる。

「ちょ、な、ななななに想像してるのよッ!?」

「いま脱ぎました！　なまめかしく！」

「なまめかしくないっ！　単にブローチ渡すだけよっ！」

「なまめかしかったです！　そうですよねササラキさん!?」

「う」

　赤面するアズラエルを見ると、たしかに意識してしまう。

「とにかくササラキ！　話を戻すわよ！」

　コホンと咳せき払ばらいをしてから、ブローチを差し出してくる。

「受け取りなさい。《女神のなみだ》よ」

　アズラエルが得意げに笑う。

「アイテムレベル80、第二五五層で女神と交信するためのクエストアイテムよ！」

「なんでそんなの持ってるの？」

「このまえ街の路地裏で拾ったの」

「……ああ、うん、なるほど」

　第一層の街のそのへんにラストフロア級のアイテムが落ちている。

　他のゲームならいざ知らず、このゲームではよくありそうなことだ。

「でも受け取れないよ、こんな貴重なもの」

「なんでよ」

「アズラエルポイントの方が欲しいからダヨ」

「僕の声こえ真ま似ねしないでよリズナ!?　理由はその……」

　しょせんバグ利用で手に入れた魔剣だし、とは言い出せなかった。

　ズルして手に入れたものだと知ればアズラエルは落胆してしまう。

「えっとほら、これクエストのために必要なわけだし」

「だから？」

「その時にアズラエルが持ってなかったら、ほら、困るよね？」

　アズラエルは『は？』とでも言いたげに首をひねった。

「別に大丈夫でしょ」

　腰に片手のこぶしを当てて、もう片方の手でササラキを指差す。

　そしてつぶやいた。

「クエストアイテムって、仲間の誰か一人が持ってればいいわけだし」

　数秒考えこんだ。

　確かに、クエストアイテムは仲間の一人が持っていれば全員が恩おん恵けいを受けられる仕組みになっている。だからアズラエルとササラキがパーティを組んでさえいれば二人ともちゃんとクエストに参加できるのだ。うん、なんの問題もない。

　なのにどうしてだろう──胸が、どきどきしてくる。

「わ、わ、わっ！」

　リズナが歓かん喜きの声を上げた。

「アズラエルさん！　いまのは素晴らしかったですっ！」

「は？　なにが？」

「だって」

　リズナが胸の近くでこぶしをにぎり、頰ほおをちょっと赤く染めて。

「『私たちはラストフロアまでずっと一緒よ』──ってことですもんね！」

　三秒。五秒。十秒が経たったあたりでアズラエルの頰がぼっと赤く染まった。ぱくぱくと口を開けるが声は出ない。ササラキもおなじだった。胸の内側からなにか熱いものがわきあがって息ができなかった。

「な──ち、ちが、そ、そういう意味じゃ、ちょ、ササラキ！　何ぼーっと赤くなってんのよ、勘違いしてんじゃないでしょうね、ぜんぜんまったくこれっぽっちもそういう意味はないんだからねーっ!?」

　アズラエルの必死な声が空に響ひびいて消えていった。





　＊　＊　＊






　二人と別れ、ササラキは街を歩いていた。

　リズナとアズラエルは《青少年健全ログイン時間》をオーバーしたためログアウト済みだ。《青少年健全ログイン時間》とは、ＶＲバーチヤルリアリテイ技術の普及にともない国会で定められた仮想世界でのログイン制限時間で、『ＲＣＴＢリアリテイ・コントローラビリテイ測定』という脳波試験で決定される。アズラエルとリズナは四時間、ササラキは六時間だった。

「今日は……いろいろあったなあ」

　ここはハジマルの街の中央にある《テレポート広場》だ。大理石が敷き詰められた広場で、その安直な名前どおりテレポーターとなる魔法陣が碁ご盤ばん目め状じように八十一個設置されている。プレイヤー達たちの移動の拠きよ点てんとなるはずだった。

　過去形の理由は、とある『仕様』により誰もテレポーターを使わないからだ。

　そのため人通りは少なく、考え事ができる場所でもある。

　独り言をつぶやきながら、ササラキは歩き続ける。

　ポケットからブローチを取り出してみる。

　太陽の光をキラリと反射する《女神のなみだ》。

　彼女と別れるときの言葉を思い出す。

『ササラキくん、アズラエルさんの想おもいに応えましょうねっ！』

『だからそういう意味じゃないんだってばーっ!?』

　頰ほおがかあっと熱くなる。もちろんアズラエルの言うとおり、恋愛的な意味などまったくないのだろう。それでも──リズナの言葉を必死で否定していたけど、ブローチを返せとは言わなかった。

　自分を仲間として認めてくれたのだろうか？

　だとしたら──嬉うれしい反面、心がずきんと痛くなる。

「バグ技使っちゃったんだもんなあ……」

　今さらだがシステムの不備を突くズルをしてしまった。二人を喜ばせるため、かつ、バグからの救済のためとはいえ、自分の行為は本当に正しかったのだろうか？　何度も考えたが結局答えは出なかった。

　かといって真実を話すわけにはいかない。

　魔剣を手に取ったとき、アズラエルは目をキラキラ輝かせていた。

　あの光が失望に変わるなんて、ササラキには耐えられそうもない。

「うん……一生、秘密にしておかないと」

　ぐっとこぶしを握りしめて決意するササラキだった。

「それにしても、ラストフロア用のクエストアイテムって……使う機会、あるのかな？」

　ラストフロア。

　その存在だけは広く知れ渡っている。

「たしか転移先リストにあったよね」

　つぶやくとササラキはテレポーターの上に立った。

　ボンッ！　白い煙と共に、辞典のような本がササラキの目の前に浮いた。羊よう皮ひ紙し造りで表紙は紫でいかにも魔導書といった感じ。タイトルは《女神アリスの導きの書コデツクス》。この本の中からテレポート先を選択するらしい。

　らしい、と伝聞形な理由は、使ったことがないからだ。使わない理由は、テレポートの処理ロジックにバ仕グ様があり、装備品が転移対象にならないからだ。すなわち──テレポートすると全裸になる。

　文字どおり全裸である。

　このバグにより数多くの女性プレイヤーがゲームを去ったらしい。

「運営はやっぱり頭おかしいよ、うん」

　つぶやきつつササラキは《女神アリスの導きの書》の表紙をめくる。第一層《世界のはじまる場所》と書かれた見開きのページが現れる。それからページをどんどんめくって、最終ページにたどりついた。白紙のページだ。

　上部に一行だけ、フロアの名称が書かれている。




『第二五五層《混沌の宮殿アングバンド・最深部》女神アリスの永久牢獄ザ・ヴオイド』




「……第二五五層、か」

　アズラエルから受け取った《女神のなみだ》を握りしめる。

　このブローチが役に立つのは第二五五層。だがサービス開始から三ヶか月げつたった今ですら誰も第一層を攻略できていない。とんでもないボリュームだ。さすがに第二層以降はボリュームが小さくなると思うが、二五五層への到達は何年かかるのだろう？

　そこまでにいったい、どれほどの冒険が待ち受けているのだろう？

　そう思うと──やっぱり、胸が高鳴ってくる。

　この世界はやっぱり凄すごい。

　ちょっとバグは多いけど。ちょっとどころじゃないけど。レアアイテムが簡単に手に入ったり、バグで一日平均三回は死んでたり、あまつさえそれを運営サイドが『仕様です』と言い張っていっこうに改善されない、意味不明なまでのクソゲーだけど。

　それでも、未知のファンタジー世界が広がっているのだ。

　第一層はオーソドックスな草原の世界だったが第二層はどうなのだ。第三層は。さらにその上は。名前だけ記された《混沌の宮殿》とはどんなダンジョンなのだ。最深部で待つという女神アリスは、どんな姿をしているのだ。

　何年かかるかわからないけど、ずっとゲームを続けていれば──

「いつかは──女神様にだって、会えるよね！」

　ぐっとこぶしを握って、言い切った直後だった。




『いつかと言わず、今すぐ会いましょう？』




　少女の声が『女神のなみだ』から響ひびいてきた。

「……は？」

『やっと見つけたわ──デバッグコマンド・ナンバー１９８４、起動！』

　直後、奇妙なことが起きた。《女神アリスの導きの書コデツクス》の全体が淡あわい青色に輝いた。ササラキが開いていた『第二五五層』のページ──いちばん最後、めくれないはずのページ──が、ゆっくりと剝はがれていったのだ。

　ぺり。ぺりぺりり。

　やがて現われたのは、墨汁を落としたように黒に塗りつぶされたページ。

　その中央には白い文字でこう書かれていた。




『第二五六層　《混沌の宮殿アングバンド・楽屋裏》女神アリスの──』




　文字を読み切る前に、ぐねりと、世界が歪ゆがんだ。転移エフェクトとは違う何かだった。視界のすべてがノイズで浸しん食しよくされ、六角形のマトリクス状に分解されて消えていく。頭がぐるぐる回る。明らかに異常なテレポート。

　ササラキは乾いた笑いを浮かべていた。

　なんだかわからないが、ひとつだけわかることがある。




　──ろくでもないバグに巻き込まれている。





　＊　＊　＊






　バグった転移エフェクトが終わり、視界が開けた。

　ササラキはぽかんと口を開けていた。

　バグった場所に行くのかと思ったがそんなことはなかった。

　宇宙戦艦の司令室。最初はそんな風に思った。すべてが黒い金属で造られた、無機質な部屋だ。広さは学校の教室ほど。見上げると天井は円形のホールのようになっていて、てっぺんに青白いライト。それが部屋全体を照らしている。

　視界の端はしっこにエリア名の入ったウインドウがぴこんと浮かび上がった。




『第二五六層　《混沌の宮殿・楽屋裏》女神アリスのデバッグルーム』




「デバッグルーム!?」

　開発者がゲームをテストするためにアイテムも攻略フラグもステータスも、自由自在に変更できる部屋。ササラキの認識としてはそんな感じだ。プレイヤーが足を踏み入れてはならない、開発者達たちのシークレット・ルーム。

　そこに今、自分はいる──。

「あれ、でも」

　慌ててキョロキョロとあたりを見回すが開発者の姿はない。

　開発者達は出払っているのだろうか？　そう思ったときだ。

『よくぞここまで来ました──』

　声が部屋に響ひびいた。

　ブウンと鈍い電子音がして奥の壁が巨大なディスプレイに変へん貌ぼうした。

　直後、ササラキの意識は、映し出された少女に奪われた。

「──わ」

　銀髪の天使だった。白と水色で彩いろどられた薄い布のドレス。透き通るようなケープを身にまとっている。背中にはうっすらと後光が差している。そんな少女がササラキを見つめて──にっこりと表情を変えた。

『はじめまして、プレイヤーさん！』

「……へ？」

　あまりにも無邪気な挨あい拶さつ。

『あなたの名前は──あ、スクリーンに出てる。ササラキっていうの？』

　少女はぱんっと手を叩たたいて、また笑った。

『ササラキ。うん、さわやかでいかにも少年剣士っぽくて、いい名前ね！』

　いきなり褒ほめられた。

「え、あ、うん、ありがとう……？」

『どうしたの、すっとんきょうな顔して』

「いや、正直、何が起きてるのか、わけがわからないんだけど」

『あっと、ごめんね。ちょっと待って、今そっちに行くから』

「え」

『プレイヤーが来たから有効になったはず──メインスキル《女神降臨アドベント》発動！』

　少女が叫んだ直後、強烈な光と音が、デバッグルームを貫いた。

「わっ!?」

　ササラキのすぐ前に、光の柱が出現していた。

　光の粒子は床から天井へと流れている。滝を逆流させたかのようだ。

　そんな柱の中にさっきの少女がふわふわと漂ただよっていた。

　ただ、その姿はさっきと変わっていた。

　ドレスを着ていなかった。というか何も着ていなかった。

「ちょ」

『えいッ！』

　ササラキが何かを言う前に少女が叫んだ。

　ひときわ強い光を放って、直後、柱は消え去っていた。

　後に残されたのはササラキと宙に浮く少女だ。

　すたんっ。少女がかろやかに床に降り立つ。銀髪がふわりと沈む。

　両手と両腕を順番に見て──そしてもう一度笑った。

「うん、カンペキ。転移成功ねっ！」

　なにやら喜んでるがササラキはそれどころではなかった。

「ちょ──ふ、服！　服っ！　消えてるよ!?」

　ないのだ。上着どころか下着までつけてないのだ。だから肌色が完全に見えてるのだ。わずかに隆りゆう起きした胸部とか、すらりと伸びるスマートな足とか、その付け根部分とか、とにかくその銀髪の少女のすべてが、あらわになってしまっている。

　だめだ。視線をそらさないと。

　そんな思いすらも目の前の裸体に吸い込まれていく。

　うわ女の子ってこうなってるのか──じゃなくって！

「ん、服？」

　自分の体を見る少女。ぱちぱちとまばたきする。

　ササラキを見て、自分の胸を見て、もう一度その動作を繰り返す。

「あれ、青少年保護コード──そっか、私はプレイヤー扱いじゃないから」

　なにやらぶつくさ言っている。と、ササラキと目が合う。

　自分の裸体とササラキとを交互に見つめる少女。

（やば……っ！）

　見てたのがバレた──殴なぐられることを覚悟した、その直後。

　少女が真剣な表情でつぶやく。




「ふむ。このままか、服を着るべきか──それが問題ね」




「…………………………は？」

　なんだその二択。

「プレイヤーが男性とも限らないのよね、男女比はたしか９：１だし。クリアのご褒ほう美びに女の子を、ってロマンはわからないでもないけど、うーん。やっぱりプレイヤーごとに判断ロジックを変えるようにしないと」

「ちょ……ちょ、まっ！」

「あ、そうだ。ササラキ。あなたはどう？」

　全裸の少女が一歩近寄ってきた。

　首をちょこんと曲げて、くったくない笑顔で問いかけてくる。

「このまま？　服着てた方がいい？」

「ど、どうって──っ！」

　ちらりと下に行きかけた視線を──ササラキは全力で引き戻した。

「ふ、服は着るべきだと思うよっ！」

「そう？　そのわりには嬉うれしそうだけど」












「んな──そ、そんなことまったくないよっ！」

「ふうん。じゃあ」

　と、少女がパチンと指を鳴らした。

　瞬時にさっきと同じ服に戻った。

「これでいい？」

　自分の胸を押さえつつ、ササラキはコクコクとうなずいた。

　心臓のバクバクはまだおさまっていない。

　さっきの裸の衝しよう撃げきもそうだけれど──この少女はまさか──。

「じゃ、まずは自己紹介から……といっても、もう言ってるようなものよね」

　少女がパチンとウインクをした。

「私が誰だか、わかるかしら？」

　ササラキはごくりとつばをのみこんだ。

　メインスキル《女神降臨アドベント》を使う、天使と見まごう姿をした少女。

　想像していた姿よりずいぶん幼いけれど──間違いないだろう。

「──女神アリス、だよね？」

「ぶっぶー。ハズレ」

「えっ」

　いたずらっぽい笑みを浮かべる。

「確かに私はアリスだけど──女神とはちょっと違うの」

　アリスは耳に手をやり、イヤリングをぷちんと外した。

　よく見ると十面体のサイコロだ。それをお手玉しながらアリスは言う。

「神はサイコロを振らない。私は振る」

　アリスは左手を掲げ、手のひらを広げた。転移エフェクトの煙と共に、ぶあつい本が手の上に浮いていた。表紙には《ソード＆マジック・オンライン　ルールブック》と書かれていた。

「神は人を苦しませる。私は楽しませる」

　最後にくるりんと回ってポーズをとる。

「だから私を呼ぶならば、こう呼びなさい！」

　そして太陽のような笑顔で、宣言したのだった。




「《天才ゲームマスターのアリス様》──ってね！」





　＊　＊　＊






　ゲームマスター。

　ＶＲＭＭＯにおける神のごとき、あるいは神以上の存在だ。

　特にこの《ソード＆マジック・オンライン》ではその権限は絶大だ。ゲームマスターの介入により、世界のルールはたびたび変更されてきた。たとえばアイテムを預ける銀行を設置したり、恋愛を禁止にしたりなどである。

　その目的はただ一つ。

　この世界に訪れたプレイヤーを『楽しませる』こと──。




「というわけでゲームマスターは神様よりよっぽど偉大なの。わかった？」

　アリスがバンッと『ゲームマスターとは！』と書いたホワイトボードを叩たたいた。

　ササラキはパイプ椅子に座らされていた。目の前にはアリス。なぜか『愛媛みかん』と書かれた大きな段ボールの上に立ち、ニコニコ笑顔でササラキを見つめている。とっても楽しそうだ。

「……なんなの、そのホワイトボード」

「慣れてるんだもん。説明にはホワイトボードが一番よ」

　笑顔でコンコンとホワイトボードを叩くアリス。気にしたら負けらしい。

「じゃ、改めて。私の名前はアリス、この世界のゲームマスターよ」

「開発者ってことだよね？」

「そうとも言うわね」

　だがアリスの外見はどう見てもササラキより更に年下だ。ＶＲゲームにおけるプレイヤーの外見は、評判最悪の『仮想現実融和法』により実際の性別・年齢・容姿と違いすぎてはならないとされているから、外世界でもほぼ同じ姿のはずだが──。

「アリスって何歳なの？」

「バースデーパーティなら十二回開いてもらったわ」

　ということはササラキの三つ下、十二歳。あまりに若すぎる。

「十二歳なのになんでゲームマスターなの？」

「天才だからよ」

「天才とかいう問題じゃないよね!?」

「そういう問題よ！」

　言い切られるとササラキは黙だまるしかない。

「えっと……じゃあ次、なんで僕を呼んだの？」

「閉じ込められちゃったから」

　アリスが説明する。彼女の初期ジョブは《創世の女神ザ・クリエイター》だったのだが、特殊設定により初期ログイン位置が牢ろう獄ごくの中になってしまい、出られず困っていたそうだ。そこで《女神のなみだ》を使って助けを求めたのだそうだ。

「いやいやいや!?」

　既すでにツッコミどころが多すぎる。

「《女神のなみだ》って、ラストフロアで使うアイテムのはずじゃ？」

「フロア縛り系のフラグって、実はテレポーターに立ってると無効化されるのよ」

「ええええっ！」

　またひとつくだらないバグを知ってしまった。

「あと、女神が牢獄を勝手に脱出したらまずくない？」

　彼女はいわばこのゲームの最終目標。

　囚とらわれの女神が自由に歩き回ったらストーリーが台無しである。

「女神だって出歩きたいときもあるわよ」

「それにしても、他のゲームマスターに助けてもらえばいいのに」

「できたらやってるわ」

「なんで？　仲悪いの？」

「んー、そうじゃなくて──そのへんは置いておきましょう」

　アリスがにこりとさわやかに笑った。

「それよりあなたのことを知りたいわ、ササラキ」

「僕はただのプレイヤーだよ」

「ただのプレイヤーだからよ」

　アリスがふふっと楽しそうに笑った。

「私のゲームで遊んでくれてるプレイヤーの話なんて」

　体の後ろで手を組んで、ちょこんと体全体を曲げて。

「さいっこーに楽しいに、決まってるじゃない！」

　心底嬉うれしそうな表情でそう言うのだった。

「そ、そうなんだ……？」

　よくわからないが、ゲームマスターとはそういうものなのだろうか。

　ともあれ笑顔で言われると悪い気はしない。ササラキはぽつぽつと話し出した。一ヶか月げつ前にはじめてログインしたこと、仲間が二人いること、ついさっき仲間と一緒にはじめてのダンジョン攻略に成功したこと。

　話すと、アリスがぱっと笑顔になった。

「そうなの！　初はつ制せい覇は、おめでとっ！」

　ぎゅっとササラキの手を握ってブンブンと手を振るアリス。

　自分のことのように喜んでいる。なんだか気恥ずかしい。

「あ、ありがとう？」

「ね、プレイレコードも見せてくれない？」

　プレイレコードとは、冒険を映像で保存する自動アルバム機能だ。ササラキはうなずくと、自分のスクリーンに映像を映し出した。ダンジョンの主ぬし《バルログ》打倒シーンまで早送りで回していく。

「よくこのレベルで勝てたわね。大変だったでしょ？」

「まあ……アズラエルががんばってたから」

　画面上で、真剣な顔で剣を振るうアズラエルを指差す。

　とたんアリスが『むむ!?』と真剣な顔になった。

「彼女がアズラエルだけど、どうかしたの？」

「ササラキ……この子って」

　アリスは真剣な顔でこちらに振り向いた。そして一言。

「おっぱい大きいわね？」

「ぐはっ!?」

　くすくすとアリスが笑った。

「いい仲間じゃない。大事にしてあげなさい」

「さっきの後だとひどい意味にしか聞こえないよ!?」

「えへへへへー」

　だめだ、完全にからかわれている。

　そうこうしているうちに、映像はアズラエルの切腹場面になる。

「ああコレ──赤チケット登録されてるはずだけど」

「赤チケット？」

「バグ管理システムでの分類よ。赤はゲーム進行に影響が出る致命的バグ」

「いちおう管理はされてるんだね……」

　そのわりにはバグが直ったためしがないが。

「チケットナンバー六○○三五、『処理落ちラグに伴ともなう位置ズレ』のバグね」

「待って、そのナンバーはなに？」

「赤チケットの登録ナンバーだけど？」

「致命的バグが六万件もあるの!?」

　つくづくひどすぎるゲームだ。

「んー、ずっと見ていたいけど、遊んでる場合じゃ──ん？」

　スクリーンの映像を早送りさせていたアリスが、ふと手を止めた。

　見ると、ササラキが《魔剣グラム》を入手したシーンだった。

「ん。これは新規バグ──かしら？」

「あ」

　バグを悪用してレアアイテムを手に入れたシーンだ。

　そんなシーンを開発者のアリスが見たら、いい気分ではないだろう。

「ふんふん、なるほどね」

　無表情で独り言を言うアリス。やがてササラキに視線をやる。

　謝ろうか。そう思っていたらアリスが問いかけてくる。

「ササラキ、このバグはあなたが発見したの？」

「え……そうだけど」

「じゃ、なんでそんな貧ひん相そうな装備なの？」

「えっ」

「あなたなら、どんなレアアイテムでも手に入れられるでしょ？」

　純粋に疑問があるといった口調だった。

「なんでって──そんなことしても、つまらないし」

「そうかしら？　きっと楽しいわよ。皆があなたを英雄と称たたえるわ。あのピンク髪の女の子も、おっぱいの大きな子も、それ以外のみんなも英雄のあなたをチヤホヤしてくれるわ」

「それは──」

　確かにバグを発見した直後にはそんな考えが一瞬よぎった。

　それでも使わなかった理由は──。

「──わくわくできなくなるから」

　未知の剣と魔法の世界を、仲間と一緒に冒険する。

　それはササラキがこのゲームにログインした理由そのものだ。

　バグ技を使えば、すべてのアイテムを自分が知ることができてしまう。

　それじゃあ意味がない。

「ふうーん？」

　じろじろじろじろ。なめ回すように見られまくる。

「じゃ、もう一つ質問よ。なんであの子に魔剣を渡したの？」

「えっ」

「いけないことなんでしょ？　感謝されたいから？　好かれたいから？」

　じっと目を正面から見つめられた。噓うそはつけないと思った。

「アズラエルとリズナが悲しんでて……だから、喜んでほしくて」

「仲間を喜ばせるためなら、ルールを壊してもいいと」

　ササラキは答えない。答えられない。

「ふーん。ふーん。へー？」

　アリスは腕組みをして目をつむった。

　バグを悪用することについて怒っているのだろうか。

　ササラキのぎゅっと握りこんだこぶしの中で汗がにじんだ。

　しかし──突如、アリスはにぱっと笑った。

「ちょうどいい子、みーつけたっ！」

「へ？」

　なんだかとっても嬉うれしそうだ。

「ね、ササラキ！　あなたを見込んでお願いがあるわ！」

「え、えっ？」

「このゲームはいま三つの問題を抱えていてね。あなたの助けが必要なの」

　アリスはすたすたとホワイトボードのそばまで歩いていく。

「さっき『他のゲームマスターに助けてもらえばいいのに』と言ったわね」

「う、うん。運営チームのほかの人に──」

「いないのよ」

「は？」

　アリスがキュッキュッとホワイトボードにペンを走らせた。

「三つの問題──その最初の一つは、コレよ！」

　ダンッとホワイトボードを叩たたくアリス。

　そこにはこう書かれていた。




『ゲームマスター（アリス以外）が全員逃げた』




　ササラキは何度かまばたきをしてみた。

　しかし文字は消えなかった。アリスも消えなかった。

　だからどうやら──それは、幻覚ではないようだった。

「ちょ……冗談じゃないの!?」

「残念ながら冗談じゃないわ。新規でＶＲＭＭＯをつくろうって会社が出てきてね。開発メンバー全員が強引に引き抜かれちゃったの。営業もデベロッパーもプランナーもデバッガーも、ぜんぶ。残ったのは私だけ。ひどい話よね」

　みかん箱に腰掛けてブラブラと足を揺らしながらアリスが言った。

「いやいやいやいや!?」

　ありえない。運営チームが崩ほう壊かいどころか消滅してる。

「中小ゲーム会社ではよくあることよ」

「いや、ちょ、社長さんはどうしてるの!?」

「心労でぶっ倒れて入院中」

　絶句する。なんだこの状況。

「さて次の問題です！」

「まだあるの!?」

「最初に三つの問題って言ったでしょ？」

　アリスが素早くホワイトボードにペンを走らせた。




『私はデバッグ権限を持っていない』




「ちなみにデバッグ権限とは、ダンジョンとか新しいマップを作ったりバグを直したり──要するにゲーム仕様を変更する権限。《イモータル・ペンダント》っていうアイテムが必要なんだけど……私はちょっと事情があってそいつを触れないのよね」

「……つまり？」

「このゲームのバ仕グ様を、誰も直せない」

「だめじゃん!?」

　六万件以上もの仕様と称した致命的バグが放置されたままって。

「で、三つ目の問題だけど──これは証拠を見せた方が早いわね」

　壁のディスプレイに大きくその文書が映し出された。

「四週間後にユーザー配布される予定の文書よ」

　一行目から既すでに最悪だった。




『ソード＆マジック・オンライン　サービス終了のお知らせ




　平素は弊へい社しやのゲームをお楽しみいただき誠にありがとうございます。

　さて《ソード＆マジック・オンライン》は、諸事情により三日後の午前○時を持ちましてサービスを終了させていただきます。ゲーム内全データは廃はい棄きされます。本件に関してのご質問は受け付けられません。ご了承願います。

　今後ともイーストエンド・ゲームズをよろしくお願いします。





　　　　　　株式会社イーストエンド・ゲームズ　代表取締役社長　渡会わたらい桐きり音ね』






　絶句したままのササラキを無視して、アリスがペンを走らせた。

「というわけで──最後の問題は、コレ！」




『サービス終了が予定されている』




　たっぷりの時間が経過してからササラキはぷはっと息をついた。

　そして叫ぶ。

「どーすんのこれ!?」

「そこであなたの出番よ、勇者ササラキ！」

　アリスはペンでササラキをびしっと指した。

「女神のスキルのひとつに、このゲームをクリアしたプレイヤーに報酬を与えるというものがあるの。望みのアイテムを与えたり、望みのジョブを与えたり。選べるジョブに制限はかかってないから、何にでも──たとえばゲームマスターにもなれる」

「それって……え、まさか」

「そのまさか。ものは相談なんだけど。ササラキ、あなた」

　みかん箱の上に立つアリスが、すっと手を差し出した。

　子どもそのものの楽しそうな笑顔で、アリスは言った。




「私といっしょに──ゲームマスターをやりましょう！」





　＊　＊　＊






『ソード＆マジック・オンライン　用語ガイド




「ゲームマスター」




　能力　近接戦闘：ＥＸ規格外　遠隔戦闘：ＥＸ　魔法：ＥＸ　生産：ＥＸ

　ゲームマスターは世界の裏方です。主な仕事はバグに対処する『デバッガー』、プレイヤー間の争いを調停する『メディエーター』、各種のクエストを企画する『イベンター』そして、このゲームの仕様を修正する『デベロッパー』です。

　彼らは世界に干渉する力を持っていますが、中の人はプレイヤーと同じ人間です。

　どうか白いローブの怪しい奴やつを見かけてもいじめないであげてください。

　彼らがいなければこの世界は崩ほう壊かいしてしまうのです──。





　※このジョブをプレイヤーが選択することはできません。

　　もしできてもバグなので選択しないでくださいね☆』






　アリスとの出会いの翌日。

「…………サービス終了、かあ」

　ササラキが所属するギルド『光と闇の輪舞レボリユーシヨン』のギルドハウス。住宅エリアのすみっこに建つ、二階建ての立派なレンガの家。その庭でササラキはため息をついていた。木のテーブルに上半身を突っ伏して、ひとり考え事をしていた。

　このゲームは想像していた以上にまずい状況らしい。

　ゲームマスターが逃げた。仕様は変更できない。

　そしてサービス終了が予定されている。

　サービスが終了すればこの世界にはログインできなくなる。リズナにもアズラエルにも会えなくなってしまう。それどころかデータも即座に消滅するらしい。自分たちの思い出のすべてがなくなってしまう。

　たとえばこのギルドハウス。リズナとアズラエルが苦労して手に入れた二階建ての家だが、中には入れない。《第二次アイテム大量ロスト事件》により家の権利書がロストしたからだ。権利がない家には誰も入れない。開かずの屋敷と化して中にある大量の私物はロストした。

　そんな家だけど──やっぱり、二人の思い出の詰まった家なのだ。

　それすらもサービスが終了すれば消滅してしまう。

　それを防ぐためには──。

『ゲームマスターをやりましょう！』

　アリスの言葉を思い出す。

　彼女が言うには、サービス終了の理由は、運営サイドが仕事をしないせいで、どんどんログインプレイヤーが減っているためらしい。きちんとしたゲームマスターがいれば減少を食い止めることができるはずだと言っていた。

　そのためにササラキの協力が必要なのだと。

　今日中に、その返事をしなければいけない。

　その場での即答は、できなかった。

　素人しろうとの自分が役に立つと思えなかったこともあるが、それ以上に──。

「ゲームマスターってことは──全部、知っちゃうんだよな」

　アリスの説明によれば、ゲームマスターとは世界の裏方だ。当然ながら、この世界のことを熟知する必要がある。第二層に何が待っているのか。ラスボスは。クエストのストーリー展開は。そういったゲームのすべてを知ってしまう。

　未知のファンタジー世界が、なくなってしまう。

「それに──」

　ゲームマスターになれば、アズラエルとリズナと一緒に冒険できなくなる。

　抵抗があった。

　ササラキが最初にログインしたのは一ヶか月げつ前だ。

　ログイン直後の三分間で、五回死んだ。原因はなぜか初期ログイン場所に配置されていたモンスターだ。たぶんバグだ。ログイン直後に殺され、復活場所もそこなので、永えい劫ごうに殺され続けると思えた。

　なんだこの極まったクソゲーは──と思ったあたりだった。

　リズナに助けられたのは。




『だいじょうぶ？　初心者さん？』

　モンスターをメイスで天高くホームランして彼女は微笑ほほえんでいた。

『お名前教えてくれる？』

『さ、ササラキ、だけど』

『ササラキくん。さわやかでいい名前だねっ！』

　彼女はにっこりと笑うと、自分を指差した。

『ササラキくん、今ヒマだよね。だったら──』




　──わたしと一緒に、いいところに行かない？




「──嬉うれしかったなあ」

　今から思えば誘い方が相当怪しい気がするが、それはともかくリズナは間違いなくササラキの恩人だ。たった一人の自分を誘ってくれた。彼女がいなければ、自分はもうとっくにゲームをやめている。

　そんな彼女と──もう一緒に遊べなくなる。

「どうすればいいのかな……」

「なんの話？」

「わあっ!?」

　あわてて振り向くと、ふわふわショートカットの少女がいた。

　あのときと同じ、黒光りするメイスを携たずさえたリズナだ。

　考えに夢中で気付かなかったようだ。

「やっほ、ササラキくん」

　ササラキはどきどきする胸を押さえた。タイミングがよすぎる。

「で、なにを悩んでいたのかな？」

「えっと──い、いや、なんでもないよ」

　アリスから『ほかのプレイヤーには秘密よ』と口止めされていたのだ。

「なんでもあるよ」

「え」

「ササラキくんは悩んでるとき、二本指でこう、眉み間けんをつつくの」

「そ、そうなの？」

「そうなの」

　くすくすと笑うリズナ。完全に見透かされているようだ。

「お悩み事も、当ててみせよっか？　自信あるよ？」

　リズナがぴんと指を立て、パチンとウインクした。

　そして宣言する。

「アズラエルさんへの恋こい煩わずらいだよね！」

「……」

　訂正、ぜんぜん見透かされてない。

「だってササラキくんの悩みってそれ以外ないよね」

「僕どんだけ色ボケ男なの!?　というかそもそも恋愛とかムリだし！」

《ソード＆マジック・オンライン》では恋愛はシステム的に禁止されている。恋愛行為──キスをはじめとした男女間の行為は、試みた瞬間に死ぬ。ササラキもログインしたてのころ、不可抗力で体験したことがある。

「禁断の恋ほど燃え上がるものだよね！」

　何を言ってもムダらしい。

「あのさ、そもそも僕、恋愛とかあんまり興味ないよ？」

「それは絶対にウソだね！」

　笑顔で断定されても困る。

「だってササラキくん、アズラエルさんのこといっつも見てるよね？」

「それは──」

「ギルドに入った最初っからそうだもん」

　たしかに見てはいる。

　ごく単純に言えば──彼女は、ササラキの憧あこがれなのだ。




　──リズナの言う『いいところ』とは街を囲む城壁の上だった。

『って、なんで壁を登るの!?』

　ロッククライミング状態のササラキが叫ぶ。

『だってハシゴはバグで盗まれちゃってるもん。あと五メートルだよ、がまんがまん！』

　ササラキの斜め上から励はげますリズナ。

『これ落ちたら絶対死ぬよね……』

『あ、大丈夫。死んでも復活ポイント近いから』

『それはまったく大丈夫じゃないってことじゃ!?』

　などと言い合いつつ城壁を登るササラキ。

『やっと着いた──え』

　登り切った瞬間、視線を奪われた。

　登り切った石造りの城壁の上に、一人の女の子の後ろ姿が見えた。黒い衣装の女の子。彼女は広がる草原の果て、かすむ雪山を見つめている。絶え間なく吹く風が、長い髪と短いスカートをひらひらと揺らしていた。

　──綺き麗れいだと、思った。

『──ん、リズナ、買い物は終わったの？』

　そのとき少女が振り返った。ロッククライミングを終えたばかりのササラキを、見下ろしていた。視線が合ってぱちぱちとまばたきした。顔もあどけなく綺麗だった。あと胸も大きかった。スカートが短くて、それを下から見上げるものだから、中身が見えてしまいそうになった──ことに少女が気付いたようだ。

『きゃ──や、やだっ！』

　スカートをばっと押さえて少女が叫ぶ。

　謝ろうとした瞬間、ぐわんと頭に衝しよう撃げきを受けた。




『あなたは死にました。死因：青少年保護コード違反（三回でアカウントＢＡＮ）』




　──それが、アズラエルとササラキの出会いだった。




「とってもロマンチックな出会いだったよね！」

「いやいや」

　今思い返すと最悪としか言いようがない出会いだ。

「それにギルドに入ってくれたのもアズラエルさん目当てだよね？」

「違うって！　二人と一緒に冒険したいだけだってば！」

「年頃の男の子は素直じゃないねえ。あ、そうだ！」

　リズナがポケットから《アイテムキューブ》を取り出した。

「えいっ！」

　机の上にポンと投げる。白い煙が上がり、キューブは一冊の本に変わっていた。

　タイトルは『アズラエル写真集　～あずあずのひみつ～』。

　なんだこのタイトル。あずあずって。

「ほらほら、この戦闘中の写真とか、どう？」

　見るとそれは《うさぎファイター》と相あい対たいするアズラエルの写真だ。二本の剣を大きく振り上げている。胸部がこんもりと大きくふくれあがっているのが、カメラアングルのせいかよく見える。

「どう？　すごいよね？」

「うっ」

　たしかに視線を引きつけられてしまう。やっぱりアズラエルのスタイルはすごい。

「あと着替え中で下着がちょっと見えてるやつとかも──」

「も、もういいってば！」

　叫びながらササラキはアルバムをむりやり閉じた。

　やばい。ちょっとどきどきしている。

　そんなササラキを見てリズナがくすくすと笑った。

「写真集が完成したら、ササラキくんにあげるね」

「う……いらないってば。アズラエルに殺されちゃうよ」

「好きな人に殺されるってロマンだよね！」

「そんなロマンは嫌だよ!?」

「好きな人の部分は否定しないんだ」

「ツッコミが追いつかないだけだってば！」

　リズナが『えへへー』と楽しそうに笑ってる。だめだ彼女にはかなわない。

「リズナおねーさんは、ぜんぶお見通しですよ」

「お姉さんって、僕と同じ十五歳だよね？」

「プレイ時間は二ヶか月げつも年上。つまりお姉さん！」

　えっへんと小さな胸を張るリズナだった。

「あ、歳と言えば、来月はアズラエルさんの誕生日ですよ」

「そうなんだ？」

「プレゼントするといいんじゃないかな。指輪とか！」

「だからぶっ飛びすぎだってば！　……って、来月？」

　ササラキの動きが止まった。

「ん？　どうかしたの？」

　リズナの声にも反応できない。

　来月には──サービスは、終了しているのだ。

「────────」

　リズナともアズラエルとも会えなくなる。

　二人とこうして気軽に話すこともできなくなる。

「ササラキくん、どうかしたの？　悲しそうな顔して」

「え──」

「アズラエルさんの写真、もっと見たかった？」

　ぜんぜん違う。しかしその言葉で多少気が落ち着いた。

　ササラキはこほんと咳せき払ばらいをした。

「あのさ……リズナ。もしもの話だけれど」

「なに？」

「もしも……このゲームにログインできなくなるとしたら、どうする？」

　リズナはぱちぱちとまばたきをして、ササラキを見つめ返した。

　ササラキの意い図とを推おし量はかっているかのようだ。

　やがてリズナは眉を八の字に曲げ、ぽつりとつぶやく。

「ササラキくん、このゲームやめちゃうの？」

　がしりと。

　心臓をわしづかみにされたような感じを覚えた。

「いやいや!?　なんでそうなるのさ!?」

「悩みって、それなの？　学校とか家庭の事情？」

「だから違うって、僕はずっと続けるつもりだって！」

　噓うそではない。ササラキはずっと続けるつもりだ。

　ただ──ゲームの方がサービス終了する、というだけだ。

「うーん……？」

　じろじろとササラキの表情をうかがうリズナ。

「たしかに……ササラキくん、こういうウソはつけないよね」

「二人を置いて、僕だけやめたりしないよ！」

「そうだよね。アズラエルさんもいるし」

　断言するとリズナは笑顔に戻った。

　とりあえず、納得してくれたようだ。よかった。いやリズナの理解はあまりよくないが、とにかくよかった。

「……でも」

　と、リズナがササラキの目をじっと見つめた。

「もし事情ができたら、わたしたちに遠慮しないで、やめていいんだよ？」

「え」

　リズナは椅子に深く腰かけた。

　二階建てのギルドハウスを見上げて言葉を続ける。

「あのね。この家を建てたころには、ギルドメンバーが五人いたんだよ」

「え……二人だけじゃなかったんだ？」

「なかったの」

　なにが楽しいのか、くすくすと笑うリズナ。

「ササラキ君が入るまえに、こんなクソゲーには耐えられないとか言って、引退しちゃったの。残ったのはわたしたち二人だけ」

　知らなかった。確かにこのギルドハウスは二人には広すぎるが。

「だからササラキくんも、無理する必要はないんだよ」

　にこりと、くったくなく笑うリズナ。

「わたしたちは元に戻るだけで、ぜんぜん平気だよ」

　同い年のはずなのにやけに大人びた表情に見えた。

　きっと、ササラキよりも多くの出会いと別れを繰り返してきたからだろう。

「ただ──いつかは戻ってきてくれると嬉うれしいな」

　リズナはそこで言葉を切ると、空を見上げた。

　どこまでも続く快晴の空がそこに広がっていた。

「きれいな空だね」

「……うん」

「塔の第一層って設定のはずなのに、なんで空が見えるんだろうね？」

　それは全プレイヤーがログイン後に最初にツッコんだところだ。

「たぶんフロアを作ってから塔って設定を後付けしたんじゃないかな……」

「ほんとクソゲーだよねえ」

　くすくすと笑うリズナ。

「でも──こんな世界でも、わたしは好き」

　と、不意に真剣な表情に戻る。

「バグばっかりで、運営さんは仕事しなくて、せっかく買った家がガラクタになっちゃうむちゃくちゃな世界だけれど──楽しいことも、たくさんあるから」

　アズラエルの写真集を愛いとおしそうになでる。

「わたしはずっと──この世界が終わるまで、ログインしていると思う」

　緑の香りのするそよ風が、二人の間を吹き抜けた。

　ササラキは喉のどの奥底から出かかった言葉を、ごくんと飲み込んだ。

　その言葉を出す勇気はなかった。だって彼女の笑顔を壊してしまう。

　世界が終わる日。

　それはすぐそこに迫っているのだ。





　＊　＊　＊






　二時間後のデバッグルーム。

「おかえりササラキ。どう、ゲームマスターの件は？」












　アリスは中央の大きな司令官風チェアーに深く座り込んでいる。足を組んで、実にえらそうな体勢だった。表情もえらそうだ。ほおづえを突いて、ササラキを見下ろしながらにやりと笑っている。

「……社長さんとの話し合いって、どうなったの？」

　サービス終了を止めるため社長と話し合いする、とアリスは言っていた。

「ふふふ、安心しなさい。完璧に成功したから」

「ほんとっ!?」

　それならリズナ達たちを悲しませずにすむ。

　外見は子供でも、実力はやっぱりあるのだろうか。

「ほら、見なさい」

　アリスがＡ４のコピー用紙を差し出してきた。

　どうやらメールをプリントアウトしたものらしい。

　仮想世界なのに印刷という時点でおかしいが──とにかく読む。




『サービス継続条件について




　アリスへ。桐きり音ねです。このたびは本当にごめんなさい。

　私は全部知っていながら、怖くて、何もできませんでした。

　ごめんなさい本当にごめんなさい。直接会えていたら土下座してます。

　むしろ死んでお詫わびすべきですけど、アリスの言うとおり、生きます。』




　なんだこの自じ己こ啓けい発はつセミナーの参加者みたいな社長さんは……と思いつつ読み進める。




『とにかく協力の申し出、ありがとう。

　現状を伝えます。

　アクティブプレイヤーは、現在一○五六二人です。だいたい一日に二十人のペースで減少しています。ご存じのとおり、プレイヤー数が一万人を切ると『ネオ・バーチャルワールド振興機構』との契約により、サーバが差し押さえられサービスが終了してしまいます。

　逆算すると、残された時間は約四週間です。

　それから、資金はありません。

　本当にまったく、ありません。

　今月分のサーバレンタル料金を振り込んだら口座の残高は三十円でした。三十円ですって。ほんとうに。なんですかこの残高。幼稚園児のお小遣いですか。私の年齢ですか。えへへ、もう笑っちゃいますね。桐音さんじゅっさい！

　

　……ごめんなさい笑えませんね。




　とにかくアリスにすべてを託たくします。

　私にできることがあったらなんでも言ってください。

　私はがんばります。せいいっぱい、がんばります。

　だからアリス、どうかその世界を、お願いします。』




　ササラキは溜ためていた息をぷはあっと吐いた。

　そしてアリスに向き直る。たぶん死んだ目をしていた。

「……大丈夫かな？」

「なにが？」

「とりあえず、この人の精神状態とか」

「ちゃんと入院させて面会謝絶にしたからオッケーよ」

　まったく大丈夫ではなさそうだ。

「ま、現状はこんな感じ。なんとしてもプレイヤー減少を止める必要があるの」

　アリスがササラキに手をさしのべて、にこりと微笑ほほえんだ。

「ササラキ、改めてお願いするわ。ゲームマスターになってくれない？」

　ササラキは目をつむった。

　ゲームマスターになれば、リズナやアズラエルと一緒に冒険できなくなる。

　自分がゲームに求める、未知の世界を探検するワクワク感を失ってしまう。

　それでも──。

　ササラキはリズナの言葉を思い出す。




『わたしはずっと──この世界が終わるまで、ログインしていると思う』




「──やるよ」

　目を開いて、ササラキは断言した。

　この世界が永久に続くと、屈くつ託たくもなく信じる女の子がいる。

　この世界に不満を抱きつつも、冒険を楽しむ少女がいる。

　どちらもササラキの大事な仲間だった。

　だったら──。

「このゲームを終わらせるわけにはいかないんだ」

　協力しない理由は、ササラキにはなかった。

「ん、ありがとっ！」

　アリスがぎゅっと手を握ってきた。とても温かい。

「ササラキがいれば鬼に金棒！　突撃騎士にライノハイドアーマーね！」

　ぶんぶんっと腕を振ってはしゃぐアリスだった。

　たとえの意味はわからないが、本当に喜んでいるみたいだ。

「でもホントに僕なんかでいいの？　僕、ただの素人しろうとだよ？」

「大丈夫！　あなたはゲームマスターに一番大切なものを持っているわ」

「一番大切なもの？」

「エンターテイナー精神」

　ピンと人差し指を立て、ササラキの胸を指差す。

「ササラキ。あなたは二人のプレイヤーにゲームを楽しんでもらうために、自分にできることをやろうとした。その心が大事なの。人を楽しませることを、楽しむ。ＭＭＯでその精神を持つ人は、なかなか貴重なのよ？」

「そ──そうなのかな？」

「そうよ！」

　強引な気はするが、言いきられると悪い気はしない。

「じゃあ合意ができたところで──ササラキ、おじぎしてくれる？」

「……は？」

　なぜいきなり。

　思っていたらアリスがぽりぽりと頭をかいた。

　なんだかばつがわるそうだ。

「んー。仕様上いちおう必要な行為なのよね」

「なんでおじぎが必要なのかわからないんだけど……こう？」

「もうちょっと下。それじゃ届かないから」

「ますます意味がわからない」

　言いつつも頭をさらに下げるササラキ。

　アリスの顔がすぐ近くにある。間近で見るアリスの肌は白一色だ。なんだかどきどきする。いや十二歳の子に何考えてんだ僕は、とか思っていたらアリスが背伸びをした。ほっぺをぷにっと、手で挟まれた。

「先に謝っとくわ──ごめんね、アズラエル」

「は？」

　なんでアズラエルに謝る──と思ったら。

「ん」




　──ちゅ。




「っっっっっ!?」

　唇に柔らかくて温かな感触。

　ぎゅうっと押しつけられていた。

　それがアリスの唇と舌であると、ようやく気付いた。

「──────────っ!?」

「──ぷはっ！」

　やっと唇が離れる。直後ササラキは飛び退のく。

「な、な、な、な、なあっ!?」

　え、なに今の？　キスされた？

　女の子の唇ってこんなにも柔らかかったの？　温かかったの？

　いや、というか、なぜキスされたのか意味が全くさっぱりわからない──。

　と。




『プレイヤー・ササラキがゲームをクリアしました』












　システム音声が響ひびいた。

「え──」

「囚とらわれの女神を救い出した報酬──それがキスってこと」

　ちょっと頰ほおを赤らめて、アリスはえへへっと笑った。

「実際にやる身になったら、わりと恥ずかしいものでしょ？」

　言葉が終わったあたりで、ササラキの足下から光の柱が立ち上った。

「わっ!?」

　装備と視界が、白色に染まっていく。

「安心して。単にジョブチェンジしてるだけだから」

「ジョブチェンジ？」

「ゲームクリアの報酬よ」

　数秒後、光は止やんだ。

　ササラキの服が変化していた。

　ゆったりとした透明なマント。アリスと同じデザインだ。

　そして首から水色のペンダント──よく見るとダイス形だ──を付けていた。

「《イモータル・ペンダント》。ゲームマスターの証あかしよ」

「ゲームマスターの証？」

「ええ。ちょっと握ってみて」

　言われたとおり握りしめると、ササラキの前に金色に光るウインドウが浮かび上がった。大きさはササラキ自身ほどもある。大量のコマンドが並んでいる。先頭には『スキル』『アイテム』『ログアウト』など見慣れたコマンド群。

　その下に更にウインドウが広がっていた。




『任意オブジェクト生成』『任意モンスター生成』『任意プレイヤー交信』

『任意データ集計』『天地創造モード開始』『モニタリングモード開始』




「それがゲームマスター専用の万能ツール《マスタースクリーン》よ」

　アリスが言った。

「ためしにモニタリングモードを開始してみなさい」

「えーと……こう？」

　スクリーンの該当部にタッチする。

　デバッグルームの床が、格こう子し状じようの細かく区切られたディスプレイに変化した。

「これがゲームマスターの視界よ」

　何千枚ものディスプレイ。その一枚一枚にプレイヤーの姿が映っていた。輝く剣をデーモンに振るう戦士。その横には見慣れた女の子が二人、リズナとアズラエルだ。街の広場でアイテムの確認をしているようだ。

　その横に自分が立つことはもう、ないのだろう。

「あ、この子たちササラキの仲間よね。ここに呼べないかしら？」

「え──ちょ、それはダメだよ！」

「なんで？」

「なんでって、運営に二人を巻き込めないよ」

「だから、なんで？」

　アリスは本気で不思議そうに問いかけてくる。

「だってゲームマスターになったら、もう楽しく遊べなくなるよね？」

「んー？」

　アリスがふむむと首をひねって、やがて。

「ああ。ササラキ。あなたは勘違いをしているのね」

「勘違い？」

「ええ。よおーく聞きなさい」

　アリスはびしっとササラキを指差して、自信に溢あふれた笑えみを浮かべた。




「ゲームマスターは、プレイヤーの一万倍楽しい！」




「………………………………へ？」

　アリスはにっこりと笑って続けた。

「ゲームマスターは楽しいわ。だって、プレイヤーの楽しさを共有することができるんだから。このゲームのアクティブプレイヤー数は約一万人──つまり、普通にプレイヤーをやるよりも──一万倍は楽しいと言えるッ！」

「そ、そうかな？」

　理り屈くつがかなりおかしい気がするが。しかしアリスは自信満々だ。

「論より証拠。耳を澄すませて、プレイヤーの声を聞いてごらんなさい」

「声を──」

　言われたとおり耳に意識を集中する。

　するとゲームマスターの特殊能力なのか、声が聞こえ始めた──。




『なんで古代ゴールドドラゴンが街中に!?』

『まーたデュープ複製バグかよ。ほんと運営腐ってやがるな』

『ねー、やっぱゲームやめて麻雀マージヤンしない？　このダンジョンつまんないし』

『なんで魔剣なのに魔剣フラグがないの!?　クソゲーすぎるでしょおおおっ!?』

『き、きっとすぐに修正されますから！　たぶん！　きっと！』




「……クソゲーって言われてるんだけど」

　ある意味すごかった。憎しみと苦しみの声がそこに渦うず巻まいていた。

　アズラエルなんかは泣きながら運営サイドへの呪じゆ詛そを吐いてる。

　聞くだけで気分が滅め入いってきそうだ。

「うん。やりがいがあるわね」

　それでもアリスは自信満々だった。

「彼らの憎しみの声を、歓かん喜きの声に変える──とっても楽しそうでしょ？」

「……できるかな？」

「やるのよ」

　ためらいなく言い切って、アリスはパチンと指を鳴らした。するとアリスの背後の壁がパカリと両開きの扉になって開け放たれた。青空がそこに広がっていた。デバッグルームそのものが空中に浮いているようだった。そして空の向こうに、塔が見えた。

　草原にそびえる、巨大な石造りの塔。

　ササラキはその光景をログインするときに見ていた。

　あれは──この《ソード＆マジック・オンライン》の舞台そのものだ。

「ササラキ。あなたとわたしで」

　世界を背後にして、アリスは笑っていた。




「最高に楽しいＶＲＭＭＯを、つくりましょう！」




　ソード＆マジック・オンライン。

　サービス終了予定日まで、残り四週間のことだった。



















　ササラキは空を飛んでいた。

　塔の第一層《世界のはじまる場所》の上空だった。

　足下には、どこまでも広がる草原。

　そこにプレイヤーを示す青い点や、モンスターを示す赤い点が点在している。

「……ほんとに神様みたいだ」

　多くのＭＭＯと同様に、このゲームではプレイヤーは空を飛べない。だがゲームマスターは、専用装備《マスターウイング》で自由に飛行できるのだ。

　それだけではない。ゲームマスターのジョブ特性のひとつに《完全自由移動マスターワープ》があった。その効果はとんでもなく、何の制約もなしに、どこにでもテレポートできる。障害物も重力もエリア規制もすべてを無視して『そこに行きたい』と念じるだけで転移できる。

　まさしく神の力。

　なんとなく心が浮き立つが──すぐに思い直す。

「責任重大、だよね」

　ササラキはごくりとつばを飲みこむ。

　なってみてわかったが反則としか言いようがないジョブだ。《完全自由移動》だけではない。《全スキル習得》《全ステータス回復》《無敵バリア》など、チートと表現すべきすべての能力をゲームマスターは持っている。

　さらに《マスタースクリーン》を使えば世界のルールさえ変更できる。

　この能力で自分はいったい、何をすればいいのだろうか？

「ゲームを改善していくこと──なんだろうけど」

　アリスは『ＶＲＭＭＯをつくりましょう』と言っていたが、ゲームそのものは既すでに開発が完了し、こうして動いているのだ。求められる役割は『開発』ではなく『運営』の方が近いだろう。

　だが運営がやることって、いったいなんなのだろう？

　アリスに聞いてみると、こう答えられた。

『あとで教えてあげるけど──まずはコマンドを試しながら考えてみなさい』

　ササラキをびっと指差して、さわやかな笑顔で。

『ゲームマスター百箇条、その一！　〝自分の頭で考えよう！〟』

　そのアリスは現状確認のためデバッグルームにこもっている。

　一時間後に作戦会議を開く予定だ。

「考える、かあ」

　何をすればプレイヤー減少に歯止めがかけられるのだろう？

　まずはいろいろ試してみることにした。

　目の前で輝く《マスタースクリーン》を操作する。《任意データ集計》を選択すると、またズラリとデータ項目が並んだ。だが項目名はすべて《名称未定義》だ。どうやらクソゲー汚染はゲームマスター用のツールにまで及んでいるらしい。

　それでも試しに先頭の項目を選択する。

　するとユーザーからのバグ申告が表示された。




『家のドアが開きません。〝鍵が違います〟と言われます。でも私の鍵です！』

『敵のファイアボールの爆風が半径三○○メートルもある。どんな核兵器だ！』

『拾ったタライが捨てられない。アイテム枠が圧迫されている』




　いろいろ、ひどい。

「ていうかまず、バグが多すぎるよね」

　最初のはササラキも遭そう遇ぐうしたことのあるバグだった。このゲームではプレイヤー個々にプライベートルームが与えられ、扉には鍵がかかる。しかし一度鍵をかけたら二度と開かない。鍵が入らなくなるのだ。解決策は、扉をぶち壊すことだけ。

　そしてぶち壊すと扉は消滅する。

　よって、ほとんどのプレイヤーの家には扉がない。中がまるみえである。

「このバグ、全然直らないんだよね……」

　しかし申告の後にある対処状況欄を見ると、なぜかすべて『解決済み』である。回答は『仕様です。この世界では鍵は使えません。なぜなら、鍵を憎む魔王によって呪われているからです☆』とある。

「どんな魔王だよ！」

　思わずツッコんだ。ふざけてる。なんだこの対処。

「とりあえず、こういうバグを解決しないと」

　そう思って、ぐっとこぶしを握った瞬間、ピコンピコン。

　ササラキの真下の草原で、小さな赤い光の点てん滅めつが見えた。

「え……これひょっとして、ＳＯＳかな？」

　このゲームでは、戦闘でピンチに陥おちいった際にＳＯＳを出して周囲のプレイヤーに助けを求められる。しかし、まず使われない。経験値とドロップアイテムが得られなくなることに加えて、そもそも他プレイヤーからはＳＯＳが見えないからだ。バグで。

　どうやらゲームマスターなら見えるらしい。

「って、プレイヤーに見えないと意味がないよね!?」

　本当にこの世界は腐っている。

「と、とにかく──『モニタリングモード』」

　つぶやくとまた一枚、新しいスクリーンが浮かび上がった。金髪の女の子の映像が映し出されている。ＳＯＳコマンドを出したプレイヤーだろう。青いローブを着て、必死な表情を浮かべつつ、メイスでぽかぽかとウサギを叩たたいている。

　あれはゲーム屈指の貧弱モンスター《うさぎファイター》だ。ということは、彼女は初心者だろう。ウサギに苦戦しているし、意味のないＳＯＳコマンドを出しているし、なにより魔法使いローブを着ている。

「……助けてあげたいな」

　ゲームマスターとして特定プレイヤーへの肩入れはよくないかもしれない。でも自分がアズラエルとリズナに助けてもらったときは、とんでもなく嬉うれしかった。だからゲームを続けることができた。

　ササラキは視線を草原の一点に集中した。

　そして『完全自由移動マスターワープ』とつぶやく。

　直後、何のエフェクトもなく視界が切り替わった。目の前にはメイスをぶんぶん振り回す女の子。足は草原の大地を踏みしめている。まったく味気ないが、テレポートは成功したようだった。

「大丈夫？　支援しようか？」

　声をかけると少女が振り向いた。年は十五、六ぐらいだろうか。

　ササラキを見ると、ほがらかな笑みを浮かべてみせる。

「ホント？　お願い、さっきから五分は叩いてるのに、ぜんぜん倒せないの！」

　ササラキはうなずいて剣を抜いた。《うさぎファイター》の体の中心部めがけて突く。あっけなく命中。ダメージは80だった。ＨＰを失ったウサギは、分解されるように消えていった。

　女の子が『ええっ!?』と驚きの表情を見せた。

「一撃なの!?　あんなに固いモンスターだったのに！」

「うん、まあ──ジョブの違いだよ」

「なるほど。魔法使いは魔法で戦うべきってことね」

「えっと──それは」

　どう言おうか迷っていると、少女は頭をぽりぽりとかいた。

「私はリゲル。ジョブに『魔法使い』を選んだんだけど、正直、魔法の使い方がわからないのよね。マニュアルにも書いてなかったし、他のプレイヤーとは出会わないし。ね、あなた、よければ教えてくれない？」

　ササラキの頰ほおから汗がたらりと流れ落ちた。

　できるものなら教えたかったが、そうはできない事情がある。

　彼女の質問に答えるのは不可能だ。そもそも──

「あ、ごめん、あなた戦士だから知らないのね。じゃあ他の人に聞いてみるわ」

「いや、そうじゃなくて」

　ササラキはつばを飲み込んだ。

　いずれバレることだ。正直に告げるしかない。

「ないんだ」

「へ？」

「魔法はないんだ」

　びゅおおおおおう。

　冷たい風が仮想現実の草原を吹き抜ける。

「え……あ、なるほどギャグね？　あはは、面白かったわ。それで使い方は？」

「冗談じゃなくて、魔法はないんだ。未実装なんだ」

　風でリゲルの青いローブがゆらゆらと揺れた。

「ちょっと待ちなさい」

「ちょっと待ちます」

「このゲームのタイトルは《ソード＆マジック・オンライン》でしょ？」

「プレイヤーは剣しか使えないけどモンスターが魔法も使ってくるんだ」

　事実だか詐さ欺ぎとしか言いようがない。リゲルの口がぱかんとあいた。

「だからその、戦士系でキャラメイクし直した方がいいよ」

　ログイン二時間以内ならジョブを変えられる。

　魔法使いもいちおう剣は使えるが、初期ＨＰが低い分戦士より不利だ。ステータスも、さっきのウサギに手間取っているようならＩＮＴ知能振りだろうし──魔法がないのでＩＮＴは完全に死にステータスである──やり直すべきだろう。

　と、リゲルがははーんと得意げに笑った。

「あなたからかってるのね？　ちょっと私が初心者だからって！」

「ごめん。全部本気なんだ」

「ウソ。いいわもうゲームマスター呼ぶから」

　いや僕がゲームマスターなんだけど──とは言えなかった。

「そのやり方だけはマニュアルに書いてたわ。えーと『妖精さん、お願いします！』」

　ポウンッ！

「フュリーちゃんをお呼びですねっ☆」

　ピンク色の煙と共に妖精さんが現れた。

　身長三十センチほどで緑色のフリフリドレスを着たいかにもな妖精だ。

　彼女はシステム妖精。プレイヤーのアドバイザーを務めるＡＩ人工知能だ。

　しかし頼るプレイヤーは皆無である。なぜなら──。

『あなたのフュリーちゃんが悩みを解決☆　なんでも聞いてください☆』

「頼もしいわね。あのね、魔法の使い方を教えてくれない？」

『魔法はありません☆』

　リゲルの笑顔が固まった。

『〝魔〟の〝法〟なんだから魔物しか使えません☆　なおバグではなく仕様です☆』

（まあ……こうなるよなあ……）

　彼女に不具合を問い合わせても『仕様です』としか言わない。あらゆる屁へ理り屈くつを並べ立ててバグを仕様にしてみせるという、とんでもなく高度なＡＩ人工知能なのだ。

　フュリーがスカートを両手でつまみ優ゆう雅がにおじぎした。

『フュリーちゃんの回答はお役に立ちましたか？』

「立つか!?　だったらなんで魔法使いが選択できるの!?」

『この世界では職業選択の自由が認められてますから☆』

「んな──っ!?」

『お役に立てたようでフュリー感激です☆　それではまた☆』

　フュリーがパタパタと羽ばたいてお空の向こうに消えていった。

　残されたリゲルはブルブルと震えていた。

「私、それなりに……っていうかかなり期待して、ログインしたのに……！」

　ぐぐぐとこぶしを握りしめていた。じわりと目尻に涙がにじむ。












　まずい、このままでは数少ないプレイヤーが更に減ってしまう！

「いや、でも、その、凄すごいところもあるんだよ！」

「どのへんが」

「メインスクリーンを開いてみて」

　リゲルが渋しぶ々しぶといった様子で操作をはじめた。ウィンドウにスキル名称が浮かび上がった。四つのスキルの名前が並んでいた。言葉を発するだけでも発動できるのだが、そのためにもとりあえずスキル名を確かめなければならない。

「これ？　っていうか説明文が『これはサンプルです』ってあるんだけど」

「あー、うん、よくあることだよ。説明文だけ未実装なんだ」

「手抜き過ぎる!?」

「と、とにかく一番上の、文字が銀色に光ってるスキル名を叫んでみて」

「何よそれ……ええと、メインスキル《古き竜の召喚サモン・ドラゴンロード》……きゃっ！」

　瞬間、大地が揺れた。轟ごう音おんがササラキ達たちの耳をつんざいた。

「え、な、な──っ」

　リゲルが口をぽかーんと開けた。

　視線の向かう先、草原に、ドラゴンが現れていた。大きい。全長十メートル以上はあるだろう。赤色の鱗うろこを持ち、翼と尻尾しつぽをゆっくりと振っている。リゲルは呆ぼう然ぜんとそのドラゴンを見上げていた。

「え──な、な、なにコレッ!?」

「プレイヤー固有のスキルだよ」

「固有ってどういうこと？　ジョブ別ってこと？」

「いや、だからプレイヤー別だよ。何万種類もスキルが実装されてるんだ」

　リゲルが大口を開けた。気持ちはわかる。ササラキも最初は驚いたものだ。

　どれほどの手間をかければ数万種類ものスキルの実装が可能なのか？

　しかもこのメインスキルに限って未実装やバグはない。それぞれに細かな効果が設定されており、それに沿った戦略を立てられる。おそろしくバラエティ豊かなスキルこそこのゲームのほとんど唯一の評価ポイントだった。

「ちょ、それだけの労力があって、何をどうしたらこんなクソゲーになるの!?」

「いやその……なんでだろうね？」

「おかしいでしょ!?　その労力をデバッグにもかけなさいよ!?」

　ササラキもまったく同感であった。

　このゲームには『デバッグ』の四文字が必要だ。

　リゲルが額に手を当てて、呆あきれたようにつぶやいた。

「どんなアホが運営してるのよ。ゲームマスターの顔が見てみたいわ」

「……はは」

　ササラキは苦笑いを浮かべた。

　いまさらゲームマスターは僕です、と言うなんてできそうもなかった。





　＊　＊　＊






　デバッグ。バグを取り除く作業で、このゲームとは最も縁遠い言葉だ。

「でもなんとかしないと！」

　とにかくバグが多すぎる。まずはこれを直すことが先決だ。

　決意したササラキはデバッグルームに戻ると、一冊の本を手に取った。『ソード＆マジック・オンライン　開発のてびき』とある、辞典よりも分厚い本だ。ササラキは気合を入れて本をぺらぺらとめくっていく。

　やがてつぶやく。

「アリス」

「なにかしら」

「これ、全然わかんない」

　ササラキはもう一度、今度は盛せい大だいにため息をついた。




　ソード＆マジック・オンラインでは、すべての開発を仮想空間で行う。

「仮想空間は家賃がかからないしね」

「せちがらすぎる理由だね……」

　言いつつササラキは視線を前方にやった。目の前にはプラネタリウムの投とう影えい機きのような巨大な黒い球体が三つ、空中に浮いている。球体間には細い糸のような線があり互いに絡み合っている。あれが《ソード＆マジック・オンライン》の世界の設計図らしい。

　そう説明されたって、さっぱりわからない。

「前のプログラマーが残した引き継ぎメモがあるわ」

　ササラキの《マスタースクリーン》にメモが映し出された。




『ＳＯＳコマンドの実装不備についてのメモ

　調査の結果、ＳＯＳコールを実装すると重力変数が反転し、プレイヤーが空に落ちていく事象が発生した。おそらくＳＯＳと重力の変数名がかぶっているため。誰だこんな実装したクソ野郎は。とにかくこんな腐れコードは直しようがない。オレは疲れた。あとのことはコレを見たあんたに託たくす。おさらば！』




「おさらばされたら困るよっ!?」

「ちなみにそいつは確か入って三日で逃げたヤツね」

「僕も逃げたい気分だ……」

　だがリズナとアズラエルのため、逃げるわけにはいかない。

「アリスはプログラミング、できないの？」

「んー」

　アリスはなぜかあごに指を当て、んーと考える仕草をみせた。

　数秒が経たってから、ぺこんと頭を下げる。

「ごめんね。ソースコードなんて一行も読めないの」

　ソースコードとはプログラムの動作を記述するテキストのことだ。

「そっかあ」

　やっぱりプログラミングは専門家に頼るしかないらしい。

「でもソースコードを読まなくても、デバッグはできるわよ」

「え」

　アリスが『ワールドレコード・オープン』とつぶやいた。すると壁のメインディスプレイに、３Ｄで表現された四つの円柱が映し出された。それぞれ『ジョブ』『アイテム』『スキル』『モンスター』とキャプションが書かれている。

「これがこのゲームの主要なデータベースよ。今から何をするか、わかる？」

「ええと……ロジックじゃなくて、データの方を変更するってこと？」

「ぴんぽーん」

　アリスが楽しげに笑った。

「まずはアイテムとジョブの説明文に手を加えて、わかりやすくするの」

「なるほど。それはいいね！」

　根本的解決にはほど遠いが、さっきのリゲルの悲ひ劇げきだって魔法使いのジョブ説明に『未実装です、選ばないでください』の一言でも書いておけば防げたはずだ。それにデータを変更していくだけならササラキでもなんとかなりそうだ。

「ちなみに説明文は用意してあるわ」

　アリスがローブのポケットから何かを取り出した。四角い箱状の物体だ。

　見慣れた《アイテムキューブ》に似ているが、中では円盤がゆっくり回っている。

「《データキューブ》。ま、リアルでいうところの記き憶おく媒ばい体たいね」

　ササラキはキューブを受け取った。重さは感じない。風船みたいだ。

「とりあえず昨日、全アイテムの説明文を書き換えたから」

「昨日って……え？」

　目をぱちくりとさせるササラキ。

「待って。アイテムって何種類ぐらいあるの？」

「カプセル化可能なものに限れば、三○万種類ぐらいね」

「その説明文を、全部書き換えた？」

「うん。流石さすがに一晩はかかったけど」

「一晩!?」

　三○万種類の説明文って。

　いくらなんでも、物理的に不可能な量なのでは？

「というかアリス、昨日徹夜してたってこと？」

「それが何か？」

　休めの体勢で、さわやかな笑えみを浮かべるアリス。

「プレイヤーを喜ばせるための作業だもの。とても──楽しいわよ」

　噓うそを言っている声ではなかった。ササラキはごくりとつばを飲んだ。なんだか嬉うれしい気分になってくる。アリスは本気で、このクソゲーを改善しようとしているのだ。彼女と一緒ならきっとそれは可能なはずだ。

「それで、データってどうやって書き換えるの？」

「『データ編集』パネルからだけど、その前に、とあるアイテムが必要なのよ。暗号化されたデータベースにアクセスするための暗号鍵で、ゲーム内のアイテム《世界鍵キー・オブ・ザ・ワールド》としてデータ化されているわ」

「そんな重要なものをゲーム内アイテムにして問題ないのかな？」

　万一プレイヤーに漏れたりするとまずい気がする。

「もちろん大問題よ。でもこのゲームで問題のない仕様なんてないもの」

　呆あきれたふうにアリスが言った。

「じゃ、アイテム生成お願い」

　ササラキはうなずいた。任意のアイテム生成はＧＭゲームマスターコマンドの一つで、さきほど草原で試してきたばかりだ。アイテム生成用のウインドウを正面に持ってきて、生成座標を目の前に指定。アイテムナンバー『０００００２』と音声入力──すると、ブザーが鳴った。

　目の前に赤い警けい告こく文字が浮かび上がっている。

『エラー：該当アイテムは生成禁止中です』

「──へ？」

　アリスとササラキが同時に声を上げた。

「どーゆーこと？」

　もう一度コマンド入力してみるが、何度やっても同じエラーが出る。

「生成禁止って……え、なんで？」

『それは私のおかげですよっ☆』

　かわいげのある声が聞こえた。振り向くとアリスの横に、システム妖精フュリーが浮いていた。にこにこと屈くつ託たくのない笑えみを浮かべている。怪け訝げんそうなアリスの横を通り抜けてササラキの隣まで羽ばたいてくると、ぺこりと頭を下げた。

「マスター、さきほどはお疲れ様でした☆」

「マスター？」

「私はシステム妖精のフュリーちゃん。ですからあなたがマスターです☆」

　フュリーはそっと何かを差し出してきた。小さな金色のベルだった。

「コレを鳴らしていただければ、フュリーちゃんが参上します☆」

「ササラキ。そいつと話すときは注意して」

　アリスがぴしゃりと言った。

「人間並みの知能を持ってるわ」

「人間並みの──って、それ法律で禁止されてなかった？」

　たしか人権上の問題が解決できないとかで知能レベルが制限されてたはずだ。

「法と倫理を無視した腐れプログラマーがいたのよ。『俺の愛いとしのフュリーちゃんをつくるぞ法律なんて知るか俺こそいやフュリーちゃんこそ法律だうおおおお！』って感じで暴走した末に誕生させちゃったの──よくある話ね」

「よくあったら困るよ!?」

　このゲーム闇が深すぎる。

「あと、なんで注意しなきゃいけないの？」

「邪悪だから」

「邪悪っ!?」

「本来は精神を病んだプレイヤーを慰なぐさめるカウンセラー役だったみたいだけど……プレイヤーの苦情というか罵ば詈り雑ぞう言ごんの影響受け過ぎちゃったみたいでね。はっきり言って悪魔だから、話を真に受けたりしないように」

「具体的にどう邪悪なの？」

「冒険中のプレイヤーをバグに見せかけて爆発させるわ」

「最悪だ!?」

「楽しいスリルを提供してるだけですよ☆」

「……というか、そんなに邪悪なのに放っといていいの？」

「邪悪だけどウソはつかないから。使いようはあるわ」

「フュリーちゃんは本当のことしか言いませんよ☆」

「歪わい曲きよくした真実だけどね」

　そういう性格にプログラミングされているらしい。

「で、話を戻すけど──フュリー、君のせいってどういうことよ？」

「言葉通りです。私が生成禁止しました☆」

　ひゅるりらー。冷たい風がデバッグルームに流れた。

「ちょ、何がどういう経けい緯いでそうなるのよ!?」

「マスター、答えていいですか？」

「え……あ、うん、どうぞ」

　フュリーが芝しば居いがかった様子で説明しはじめる。

「《世界鍵キー・オブ・ザ・ワールド》があれば、ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターを自由に追加したり消したりできますよね☆　でも実はシステム的にはフュリーちゃんもＮＰＣなんです☆　私、死ぬのはイヤなので、《世界鍵》を電子シュレッダーにかけて永久消滅させちゃいました☆」

　フュリーがくるりっと踊って、自分を指差すポーズを取った。

「これでフュリーちゃんは永遠です！　えへへ、私やりましたっ☆」

「いやいやいやいや!?　やっちゃだめだよ!?」

　ササラキが叫ぶ。本当に邪悪すぎるこの妖精！

　と、ピコンピコンとフュリーの胸のボタンが点てん滅めつした。

「あ、またＧＭコールです☆　それではこれにて失礼っ☆」

　フュリーが腕を振り上げる。一瞬でヒュウンと消えていった。

　取り残された二人。アリスは手元のキューブに視線を向けていた。

　徹夜で作った《データキューブ》だ。

　やがて腕組みをして目を閉じる。

「……ふっ」

　アリスが小さく笑った。

「ふふっ。情けない顔しないで、ササラキ」

「えっ」

　アリスが銀髪をふぁさりとかきあげてにやりと笑う。自信満々の表情だ。ひょっとして何か策があるのだろうか。《世界鍵》のバックアップがどこかに取ってあるとか。

「覚えておきなさい。ゲームマスター百箇条、その二！」

　アリスが晴れ晴れした笑顔で、びしっと指を突きつけた。




「ピンチの時こそ、ふてぶてしく笑いましょう！」




　……やっぱりこのゲームはダメかもしれない。





　＊　＊　＊






『で、結局どうしよう』

『ちょっと待ってて！』

　アリスは何かを閃ひらめいたらしく、たくさんの巻いた画用紙を持ってきたのだ。身長の二倍ほどもある長さのそれを、んしょんしょと床に広げる。マス目つきの画用紙のようだ。中には鉛筆で詳細な書き込みがある。

「なにこれ？」

「ダンジョンの設計図」

　アリスがにこりと笑って答えた。

「……なんで仮想世界なのに画用紙なの？」

「だって慣れてるんだもーん」

　子どもっぽい口調で、笑いながらアリスは答えた。

「今からやるのは、レベルデザインよ。コレならキーがなくてもできるから」

「レベルデザイン？」

「おおざっぱに解説すると、街やフィールドやダンジョンを作る作業のこと」

　アリスが画用紙をパンパンと手で叩たたきながら解説する。

「運営が心を入れ替えたんだっていう姿勢をユーザに見せてあげるの」

「そのために新しいダンジョンを追加するの？」

「ええ。初心者向けの、ゲームの常識を習得できるチュートリアル的ダンジョン」

「なるほど、それはいいね！」

「説明文の書き換えよりも、ずっと効果が高いはずよ！」

「……そ、そうだね！」

　なんだかごまかしのように聞こえたが、気のせいということにした。まあ、実際問題、チュートリアルの需じゆ要ようはあるはずだ。リゲルのような初心者がゲームをやめてしまうのを防げるだろう。

「そんなわけで──ササラキ、今からいうとおりツール出して」

　ササラキはうなずくと《マスタースクリーン》を操作した。『天地創造』メニューの中から『レベルデザイン』を選択する。ぐにょーんとスクリーンが巨大化していき、画用紙の横の床にワイヤーフレームの模も型けいが表示された。

「ではまずマップチップを出します」

　学校の先生みたいだ……などと思いつつササラキはアイコンをタッチする。

　ぽんっと、足下に『愛媛みかん』と書かれた段ボール箱が出現した。

「マップチップ。この中に実装用の部品が入ってるわ」

「それはいいけど……なぜ愛媛みかん？」

　さっきもイスがわりにアリスが使っていたが。

　このデバッグルームにはやたらとみかん箱が散乱している。

「みかん、おいしいでしょ？」

　さわやかに笑うアリスである。

「ダンジョン実装は地道な作業だから、少しでも楽しくなるようにＵＩユーザ・インターフエースを工夫したの」

「工夫の仕方がおかしい気がする」

「ゲームマスターはみんなおかしいものよ」

　アリスがとことことササラキの正面まで歩いていった。床にぺたんとおしりをついて、体育座りだ。にこにこ笑顔で、ササラキを見つめている。どうやら作業を見守るつもりらしい。

「じゃあ、はじめましょうか」

　作成するチュートリアルは、オーソドックスな一層構造のダンジョンだ。

　みかん箱の中に入っていたのは、通路・部屋などがパーツ化された３Ｄ模も型けいだ。積つみ木きのおもちゃのようなそれを接続させていくことで、かんたんにダンジョンが作成できる仕組みらしい。

「へえ」

　なんだか図画工作の作業みたいだ。

　思っていたよりもずっと簡単だった。

「でもコレだと、あんまり複雑なのは作れないよね」

「ふふふ、そう思う？」

　アリスがにやりと笑った。

「ためしに──そうね。その通路パーツに罠わなでも配置してみる？」

「どうやって？」

「妖精さんにお願いして」

「……は？」

「ほら、口に出してお願いしてみて」

　うきうきとした口調でせかしてくるアリス。

「えっと……『妖精さん、罠を配置してください』」

　すると模型の形が瞬時に変わり、床に落とし穴が配置された。

「って、なにこれ!?」

「マップチップには妖精さん、要するにＡＩ人工知能が宿っていて、ゲームマスターのお願いをかなえてくれるの」

　アリスが得意げに言った。

「えええ……」

　さっきのフュリーもそうだったが、最近のＡＩというのは凄すごい。

　ほとんど人間と変わらないレベルの判断力を備えているようだ。

　などと思いつつ、アリスの設計図を参考に実装を続けていく。

「アリス。この部屋、イベントが書いてないよ？」

　部屋ごとにアリスのイベントに関するメモの書き込みがされている。

　だが入口近くの一部屋だけは白紙のままになっていたのだ。

　それを指差すと、アリスは『ふふふ』と笑った。

「そこは自分で考えなさい。楽しいわよ？」

「え──でも、アリスが考えた方がいいよ」

　しょせんササラキは素人しろうとだ。ゲーム開発の知識は皆無。

　ダンジョンの仕掛けなんて重要なことは、慣れたアリスが考えるべきだろう。

「それもダメよ」

　アリスが手で大きくバッテンマークを作った。

「約束したでしょ。ササラキにゲームマスターの楽しみを教えてあげるって」

　アリスはすっくと立ち上がると、ばっと世界全体を示すように両手を広げた。

　表情は、本当の子供のように、無邪気な笑顔だった。

「ダンジョンづくりは、ゲームマスターの一番の楽しみの一つよ？」

「いや、でも……イベント配置なんて、どう考えればいいの？」

「カンタンよ。私が教えてあげる」

　アリスが笑顔のままトコトコとササラキに寄ってきた。

「まず、あなたの友達のプレイヤーを想像します」

　友達のプレイヤー。

　すぐにリズナとアズラエルを思い浮かべる。

　ササラキの友達はあの二人しかいない。と、足下からヒュンッと音がした。ササラキの足下に小さなフィギュアが出現していた。黒マントを羽織る少女と白ローブの少女。あの二人の姿にとても似ていた。

「ん、できたみたいね」

「……これは？」

「あなたの仮想プレイヤー。やっぱりあの子たちなのね」

　アリスがにこりと笑った。

　配置されたマップチップをトントンと指で叩たたきながら続ける。

「どんな仕掛けがあれば、彼女達たちが感動するか──ここがアイデアの出しどころね」

「え、でも……それだと楽しませる相手が僕の友達限定になるよね？」

「それでいいのよ」

　強い口調でアリスは断言した。

「ダンジョンのギミックを考える時なんかは特に、楽しませるプレイヤーのはっきりしたイメージを持つことが大事なのよ。誰かのためと思えばこそ、真剣に取り組める。人間なんてしょせん、人間のためにしか何かができないんだから」

　アリスがササラキをびしっと指差した。

「あなたの大事な誰かのために──ダンジョンに、命を吹き込みなさい」

　ササラキはごくんと息を飲み込んだ。

　そして考えてみる。

　集中するために目をつむる。

　あの二人がこのダンジョンに挑んだらどうなるだろう？　例えばアズラエルはわりとうっかりしているから、あの宝箱を躊ちゆう躇ちよなく開けて、死ぬだろう。その後──二度と引っかかるまいと注意を払うはずだ。

　もしその注意が報われるようなギミックがあったら。

　アズラエルはきっと、得意げな顔でふふんと笑うはずだ。

「──こんなのは、どうかな？」

　考えを話すと、アリスはふんふんと興味深げに頷うなずいた。

　親指をグッと立てて、笑顔で。

「最高ね！　さっそく実装しましょう！」

　ササラキの顔がほころんでいく。自分の考えが褒ほめられた。

　女神といっしょのダンジョン作成は、思っていたよりずっと楽しかった。




　そんなこんなで数時間後、ササラキはふうっとため息をついた。

　ササラキの目の前に半透明の《データキューブ》がふわふわ浮いている。

　この中にダンジョンのデータがすべて収まっている。

　つまり──完成だ。

「おつかれさま、ササラキ」

　アリスがぽんぽん、とササラキの背中を叩たたいた。

　と、ササラキのスクリーンがぴこんとポップアップする。

　リズナからのメッセージだ。

『時間ある？　レベル上げに行こうよ、アズラエルさんも待ってますよ！』

　いつもなら誘いに乗るところだ。

　でも、今はそういうわけにはいかない。胸がずきんと痛む。たぶんこれからもきっと、彼女たちと一緒に冒険することはできないのだ。自分はゲームマスターに──世界の裏方になると、決めたのだから。

「えーと……どうやって断ろうかな」

「ん？　ササラキ、なんで断るの？　ちょうどいいじゃない」

「へ？」

　アリスと視線を合わせる。

「ちょうどいいって、なにが？」

「ここに新しいダンジョンがあるでしょ」

　つんつんと《データキューブ》をつつくアリス。

「え──まさか」

「覚えておきなさい、ササラキ。ゲームマスターの最大の楽しみの一つはね」

　アリスが右手を掲げて小さく何かをつぶやいた。するとシュウンと服装が白ローブから動きやすそうな革服に切り替わった。ウインクをして、人差し指をピンとササラキの前に立てて言う。

「すべてのダンジョンを、一番最初に攻略できることなのよ！」





　＊　＊　＊






《ハジマル》の中心、《テレポート広場》の裏通りにチュートリアルダンジョンは設置されていた。『工事中につき立ち入り禁止』というＶＲＭＭＯにあるまじき看板の裏側に、地下へと続く木造の階段がある。

　その前に冒険着のアリスとササラキがいた。

　目の前にいるのはリズナとアズラエルだ。

　二人ともぽかんと口を開けて、アリスを見つめている。

「ササラキに誘われたアリスよ。今日はよろしく、おふたりさん」

　アリスがにこりと笑って優ゆう雅がにお辞儀をした。




　──けっきょくササラキは、リズナの誘いに乗ることにした。

　ゲームマスターのことは隠し『新しいダンジョンを見つけた』と話している。

　二人を巻き込むことには抵抗があったが『テストプレイにはプレイヤー目線が不可欠でしょ？』というアリスの主張ももっともだし──なにより、アズラエルとリズナの二人に自分の作ったもので、遊んでもらいたかった。

　このダンジョンは、二人のためのものなのだ。

　どんな感想を持つか知りたかった。




「う、うん、よろしく……あれ、あれ……？」

　リズナがアリスをじろじろと見ている。

「ねえササラキくん」

「なに？」

　リズナは不安げな表情で耳打ちしてくる。

「ササラキくんてロリコンさんだったの？」

「いきなりぜんぜん違うよ!?」

　即座に叫んだ。

「アズラエルさんにまだ告白してない理由って、ひょっとしてコレ？」

「なぜ告白前提!?　というか全然違うから！　ただの知り合いだから！」

「でもササラキくんが女の子連れてくるなんて……そんなコミュニケーション能力、絶対ないさびしんぼさんだと思ってたけど……」

「リズナって意外とひどいよね!?」

　なおもじろじろとササラキを見るリズナ。

　やばい、このうえアリスとキスしたことがバレたらどうなるのか。

　やっぱりゲームマスターのことは、絶対にバレないようにしないと。

「むー」

　と、アズラエルがうなりながらアリスを睨にらんでいる。

「アズラエル、どうかしたの？」

　呼ぶとアズラエルはツツッとササラキのそばによってくる。

　なんだかちょっと不満そうだ。

「……なんなのあの子？」

「だから友達だよ、フレンドだよ。鍛か冶じスキルの練習で知り合ったんだ」

　そういう設定で通すことにした。

「ふ、ふーん。フレ。フレね。私たち以外のフレとかいたんだ……」

　独り言のようにつぶやくアズラエル。

「あ、も、もちろん私もフレはいるんだけどね！　フレリストにはいないけどリアルじゃ百人、じゃなくて三百人ぐらいいるんだけどね！　ササラキなんかにもいたのね、うん、あ、安心したわ仲間がぼっちじゃなくて！」

　なぜか焦あせった様子でまくし立てるアズラエル。

「ううう……ぜったい何か裏が……あっ！」

　と、何かを思いついたようだ。

「ねえササラキ。あの子、美人局つつもたせじゃない？」

「……ごめんもう一度言ってくれる？」

「つつもたせ」

　やはり聞き違いではないようだ。

「僕に色仕掛けなんかして何の意味があるの？　そもそもアリス、まだ十二歳だし」

「きっと敵対ギルドのスパイなのよ！　スパイが子供なのは定番だし！」

「うちのギルドに敵とかいないよね……」

　そもそも対人型ゲームのギルドならまだしも、ダンジョン攻略型のＶＲＭＭＯの、構成人数たった三人のギルドである。誰に何の得があって、そんなモノが送られてくるのだ。

「ミステリアスな銀髪少女よ？　絶対、何か秘密があるに決まってるわ！」

「いやいやいや」

　秘密は確かにあるけど。スパイはありえない。

「とにかく、アリスだっけ？　信用しちゃダメ。私の第六感が言ってるわ！」

「その第六感はゴミ箱に投げ捨てるべきだと思う……」

　どうしたものか。ゲームマスターのことを明かすわけにもいかないし。

「アズラエルさん、どうかなさいましたか？」

　とことことさわやか笑顔のアリスが近寄ってきた。

　アズラエルが険しい表情をして身をぎゅっと縮こまらせて叫ぶ。

「私だけはだまされないんだからねっ！」

「は？」

　アリスに事情を耳打ちする。

「なるほど。思考がファンタジーな子なのね」

「それ本人には絶対に言わないでね……」

「褒ほめてるわよ？　楽しいもの──ま、事情はわかったわ」

　アリスがトコトコとアズラエルの前に出ていった。

　警けい戒かい気ぎ味みに体をのけぞらせるアズラエル。

「わあっ！」

　と、アリスがアズラエルの腰のあたりを指差した。

「腰の剣はひょっとして《魔剣グラム》ですか!?」

「え。あ、う、うん、そうだけど？」

「すごい！　私、初めて見ました！」

　アズラエルがちょっとだけ笑顔になる。

「私不勉強なんですけど、ひょっとして有名なプレイヤーさんですか？」

「ん──も、もちろんよ。βテスト時代は『告死天使』として名を馳はせていたわ！」

「え……β時代、ですか？」

　アリスが首をひねった。

「ええ。クローズドだから、当時を知るプレイヤーは殆ほとんどいないんだけど！」

　アリスがじーっとアズラエルを見つめた。

　ササラキは考える。そういえばアリスは開発者だ。アズラエルが参加したという、極秘に行われたクローズドβテスト。開発者のアリスが知らないはずはない。ひょっとして、アズラエルのことも知っているのだろうか？

「……ん、なるほど！」

　考えているとアリスは無邪気に笑った。

「βテスターさんだったんですか！　どうりで風格がありますっ！」

「まあ私ほど風格ある美少女はそうはいないわね！」

　視線をそらして、恥ずかしくも嬉うれしそうなアズラエル。

「私、初心者なんです！　よければいろいろ教えてください！」

「もちろんよ！」

　鼻高々なアズラエルだった。

　ササラキがぼーっと見つめているとアリスが戻ってきた。

「ササラキ。あの子、ちょろかわいいわっ！」

　すっごい嬉しそうだ。まあ仲がよいのはいいことだろう。うん。

「じゃあダンジョン攻略、はじめようか」

　ササラキの声に三人がうなずいた。

　アズラエルを先頭にダンジョンに入っていく。

　岩の通路を通り抜けた最初の部屋には、さきほどササラキが配置した青い宝箱があった。『幸さい先さきいいわね！』とアズラエルが喜びながら宝箱を開けてトラップの大岩が落ちてきて下敷きになって死んだ。流れるような死亡シーンだった。

　リズナが『これは新しい死に方です！』と笑顔で喜んでいた。

　アリスも笑顔でグッとガッツポーズした。

「よし。つかみはオッケーね！」

「オッケーなの!?」

　三分後、復活したアズラエルが戻ってきた。

　笑顔だがなぜか頰ほおから汗がだらだらと流れている。

「い……今のは違うのよっ！　ちょっとしたお遊びよ！」

　焦あせり顔でそんなこと言われても困る。

　ともあれ、次の部屋に進む。ポタポタと水滴が落ちる鍾しよう乳にゆう洞どうの通路を抜けると、最初と同じ構造の部屋があった。ササラキが設置した青い宝箱がある。実装時の計算ならあの宝箱の罠わなにアズラエルは気付いてくれるはずだ。

　アズラエルがじっと宝箱を凝ぎよう視ししている。

「あれ……さっきと同じトラップじゃない？」

（やった！）

　ササラキは心の中でガッツポーズした。

　これで遠くから宝箱を開けるとか、何らかの対処を──

「と見せかけて別のトラップ、っていう可能性も有りうるわ」

「えっ……いや、色も形も同じだから、同じじゃないかな？」

　アズラエルはふふんと得意げに笑った。

「ササラキ、わかってないわね。ちゃんと開発者の意い図とを読みなさいよ」

　開発者は僕なんだけど……とは当然言えない。

「部屋の構造も宝箱の色も完全に一緒なんて、逆に怪しいのよ」

「もっと素直になっていいんじゃないかな……」

「ま、黙だまってそこで見てなさい。私にいい考えがあるわ」

　彼女のいい考えが本当によかった試しがない。

　アズラエルがすたすたと宝箱に向かった。リズナが『がんばってください、アズラエルさん！　私は見てます！』と三メートル離れた位置から叫んだ。アズラエルがパカンと宝箱を開けた。ゴトンとギミックの音がして大岩が落ちてきた。

　ああまた復活待ちだ──そう思った瞬間。

「お見通しよっ！　告死の一撃キリング・ブレイド！」

　ザシュウウウン！　アズラエルが《魔剣グラム》で大岩をぶったたいた。大岩がまるでピンポン球のように吹っ飛び、何かにグシャンと激突した。あとに残されたのは無傷で得意げに笑うアズラエル。

「ふっ」

　剣を掲げてササラキに振り返る。

「βテスターに同じ罠わなは二度は通用しないわ」

　しばしの間ま。

「……はは」

　笑いが出てきた。

　予想と違う切り抜け方だったけど、うん、これはこれでアリだ。

　隣でアリスも笑顔でぱちぱちと拍手をしていた。

　リズナもたぶん笑っているはず──と見回すがいない。

　よく見ると大岩で彼女がぺしゃんこになっていた。

「ああっ!?」

　アズラエルが叫ぶ。キラキラと死亡時昇天エフェクトが輝いた。そのそばにアズラエルが駆け寄った。直後、大岩がごろんと転がった。アズラエルにボゴンとぶつかってダメージ８００でバタンと倒れた。死んだ。

「……うわあ」

「楽しい子たちね」

　またくすくすと笑うアリスだった。

「ねえアリス……僕たちひょっとして、最低なことしてない？」

　何も知らない二人の少女を、罠わなにかけてぶち殺していく。

　それってゲームや小説でいう悪の黒幕、そのものでは？

「あら、何をいまさら？」

　アリスがにこりと笑った。

「あなたのジョブ名、見てごらんなさいよ」

「え」

　とりあえずステータスを開くと《大魔王ザ・ゲームマスター》になっていた。

「大魔王!?」

「ゲームマスターっていうのは要するに悪の黒幕のことだもん」

「罪悪感が凄すごいんだけど!?」

　テストプレイだと伝えるべきだったのか。いや、話すと自動的にゲームマスターであることも伝えることになる。それはやりたくない。二人には、何も知らないでゲームを楽しんでもらいたいのだ。

　そうでなければ──自分がゲームマスターになった意味がない。

「ふふ。安心なさい、あの子達たちもあの子達なりに楽しんでるわ」

「……そうなのかなあ」

　そんな感じでダンジョンを攻略すること三十分。累計七回（内訳はリズナ二回、アズラエル五回）の死亡を経へて、最深部にたどりつく。荘そう厳ごんな大理石造りの部屋だ。通路から中の様子をこっそり観察すると、見覚えのない巨大なモンスターがいた。

　アズラエルとリズナが『ぽかーん』と口を開けてそいつを見ている。

「アリス、なにあのドラゴン」

　そこにいたのは虹色に輝く鱗うろこを持つドラゴンだ。

　全長数十メートルもあり、翼が部屋いっぱいに広がっている。

「最上位ユニークモンスター《虹を食らいし古代の竜王》推すい奨しようレベル４５０ね」

「僕らが設置したのって推奨レベル３の《グレートゴブリン》じゃなかった？」

「モンスターの出現表にミスがあったんでしょ。よくあるバグね」

「……うわあ」

　そのときアズラエルがふふふと笑った。

「わかった！　リズナ、あれはきっと私たちを驚かせるための幻影よ！」

「なるほど！　さすがはアズラエルさんです！」

　二人が笑顔で武器をかまえた。『ササラキ、続きなさい！』と叫んでボス部屋に突撃した。直後にドラゴンがゴシュオオウと七色に輝くブレスを放ち二人に直撃してダメージが約４００００だった。オーバーキル効果により二人はチリも残さず瞬時に消滅した。

「死んだね」

「死んだわね」

「どうするのこれ？」

「クリア時の動作も見たいのよね──ま、しょうがないか」

　アリスがぷちんとイヤリングをはずした。ササラキに手渡す。

「はい、これ」

「……なにこれ？」

「武器よ」

　どう見てもただの十面体のサイコロだ。

「あのドラゴンに投げて当ててみなさい」

「反撃食らって死んじゃわないかな？」

「ふふふ、大丈夫よ。やってみなさい」

　妙に自信満々なアリス。

　ササラキは言われたとおり、サイコロをドラゴンにぽいっと放り投げた。《虹を食らいし古代の竜王》のしっぽにコツンと当たった。直後、ドガガガガガガガガガ！　ドラゴンの体がピンボールみたいに壁を三百回ぐらい跳ね回った。

　ダメージウインドウが表示された。８００００００００。

　はちおく。

「グオオオオオオオオオオオオオオウウウウウウウウ………………」

　哀あい愁しゆうを覚える咆ほう哮こうを残して《虹を食らいし古代の竜王》が倒れた。

　キラキラとボスの消滅エフェクトが全身から立ち上った。

「……いまおかしい数字が見えたんだけど」

　億って。八億って。

「私の愛用の武器──《女神のダイス》よ」

　アリスが手を上げると、床に落ちたダイスがビューンと飛んできた。

　それをばしっと受け取って、得意げな笑顔。

「当たった面の数字かける一億のダメージ。八の目だったから八億ね」

「ケタが違いすぎる！　ていうかなんでサイコロが武器なの!?」

「ダイスで敵をぶち殺すのが昔からの夢だったの」

　などと話しているとリズナとアズラエルが戻ってきた。

「なにそれおかしい！　ダメージ４００００ってどういうことよ！」

「オーバーキル記録更新ですね！　やりましたっ！」

「そんな記録作りたくないわよっ！　あーもうどうするのよアイツ！」

「大丈夫、さっきササラキが片付けたわ」

「「へ!?」」

　アズラエルとリズナが部屋の中を見る。

　ちょうどドラゴンの虹色に輝く巨体が消滅するところだった。

　二人は『ぽかーん』と口を開けた。ササラキも開けた。

「私が偶然、ドラゴンのブレスを無効化するスキルを持っていたの。その加護を受けたササラキがドラゴンに突撃した。それからは凄すごかったわ。鋭するどい爪、うなりをあげる尾び撃げきを避よけてビシバシと斬りつけ、ついにはドラゴンを打ち倒したササラキの勇ゆう姿し！」

　朗ろう々ろうと語るアリス。ぽかんと口を開ける残り三人。

「あなた達たちにも見せたかったわ……ササラキはまさに女神の勇者と言うべきね」

「ちょ、アリス、なにデタラメ言ってるの!?」

　慌てて耳打ちする。

「だってゲームマスターのことは隠しておくんでしょ？」

「すごいね、ササラキくん！」

　キラキラ視線。やばい完全に信じてる！

「ササラキくんはやればできる男の子だったんだね！」

「いや、だから僕はやってな──」

「ただのヘタレで押しが弱い浮気者のロリコンさんじゃなかったんだね！」

「そんなこと思ってたの!?」

「待ってよ！　いくら何でも論理的にありえないわっ!?」

　アズラエルが割り込んできた。うん、確かにありえない。

「ブレスは防いだとしても、ササラキのレベルでドラゴンの鱗うろこを貫けるわけ──」

「二人の死がササラキの剣を燃え上がらせたのよ」

　アリスがわけのわからないことを言い出した。

「倒れた大切な仲間たちを見て、ササラキさんは血の涙を流しました。感情が極限まで高ぶった結果、隠されたＥＸスキル『死を超えるものイモータル・ソウル』が発動。ササラキの剣は宿敵を切り裂く力を手に入れたのです──具体的にはドラゴンを即死させる力をっ！」

　なんでこうポンポンとウソがつけるんだ。

「い……死を超えるものイモータル・ソウル？」

　アズラエルが怪け訝げんそうにつぶやいた。

　さすがにウソと気付いたか──と思ってたら。

「ずるいっ！」

「は？」

　なぜか涙目で食ってかかってくるアズラエル。

「何よそのかっこいいスキル！　ササラキだけそんなのずるいっ！」

「ちょ、近い！　近いってばアズラエル！」

　ほとんど胸が触れそうな距離だ。

　しかも本人は興奮気味のためか気付いていない。

「ササラキくんは英雄さんだったんだね！　すごいね！」

　リズナがキラキラの視線を向けてきた。

　ササラキは頭を抱えたくなった。何がどうしてこうなったのだ。

「あなたたち、仲が良くてうらやましいわ」

　隣でアリスがくすりと笑っていた。





　＊　＊　＊






　五分ほどでアズラエルは我に返った。

『ご、誤解しないでね！　羨ましかったわけじゃないんだから！』

『いや、だから人の話を』

『ただちょっと驚いただけだから！』

『話を』

『ホントに！　本当の本当なんだから！』

　ぜんぜん聞いてないアズラエルだった。

　パーティを解散するまでずっとこんな様子だった。




　更に翌日のデバッグルーム。

　床にぺたんと座りこんで盛せい大だいなため息をついた。

　昨日のできごとを思い出していたのだった。

「ゲームマスターって、ほんとに悪の黒幕だったんだなあ……」

　モンスターやトラップを設置してプレイヤーを陥おとしいれる。

　どう考えても魔王の所しよ業ぎようである。

「でも楽しかったでしょ？」

「うっ」

　アリスに言われて言葉に詰まる。

　たしかにトラップに右う往おう左さ往おうする二人を見て笑顔になる自分がいた。

　それはプレイヤーだった時からしたら、考えられないことだった。

「それでいいのよ」

「……いいのかなあ」

　どうにも罪悪感は消えない。

「とにかくチュートリアルは完成したわけだしね」

「まあ《虹を食らいし古代の竜王》は修正したしね……」

　アズラエル達たち二人と別れた後に問題点を修正して、再度テストを行った。今度はまともなダンジョンになったはずだ。初心者を誘導するべく、街の目立つところに看板も設置しておいた。

「あ、そうそう。看板はフュリーに見張らせるようにしてね」

「なんで？」

「あの看板も通常オブジェクトだから」

　通常オブジェクトとは、フィールドに存在するオブジェクトの一種だ。お店の扉やテーブルなど家具が主に該当する。このゲームのすべてのオブジェクトは、プレイヤーが自由に動かせる。だから頻ひん繁ぱんに盗まれたり、壊れたり、燃やされたりする。

　そして元に戻らない。

　以前は復活していたが、盗む→売るの無限ループで簡単にお金が稼げてしまうということでパッチで盗まれないように──はどうやらできなかったらしく、復活しないよう修正された。おかげで《ハジマル》のＮＰＣノン・プレイヤー・キヤラクターの家はみな夜逃げ後同然のからっぽ状態である。

「壊れたらフュリーにまた設置させないと」

「ほんとに泥どろ縄なわ式しきだね、ぼくら……」

　言いつつ、ササラキはポケットからベルを取り出した。フュリーから渡された、黄金のベルだ。鳴らすとササラキのもとに召しよう喚かんされるらしい。『ティンカーベルですよ、ティンカーベル！』と本人は言っていた。

　ともあれチリンチリンと鳴らす。

「フュリーちゃんをお呼びですね、マスター☆」

　小さな光の柱とともに蝶ちようのような羽をパタパタさせる妖精が現れた。

「きみにお願いがあるんだけど──」

「その前に緊急のご報告がありますっ☆」

「え、どんな？」

「ギルド『星の輝きを求めて』が第一層の最終ダンジョンを発見しました☆」

　そのギルド名は聞いたことがあった。このクソゲーを本気で攻略するギルドだ。プレイヤーからの評判は、すこぶるよい。会ったことはないが、きっと真面目まじめなプレイヤー達の集まりなのだろう。彼らの努力が報われたのか。喜ばしい。

「ダンジョン攻略に向けてメンバーを募ってるらしいです☆」

　フュリーがほらほら、とメインスクリーンに街の様子を映し出した。噴水前広場でプレートメイルを着込んだ男が、数十人を相手に演説をしている。どうやらあれが『星の輝きを求めて』のリーダーらしい。

「へえ……あれ、アズラエルもいる」

　メンバー募集の演説に聞き入っているようだ。

　なんだかそわそわした様子である。

「推すい奨しようレベル足りないけど……ううん、今なら行けるわきっと」

　いつもと違ってしおらしい言葉。

　腰に下げた《魔剣グラム》の鞘さやをなでている。

「さ、ササラキだって、ひとりでＥＸスキルなんか習得してたわけだし……」

　いや別に習得していない、と言っても彼女には届かない。

「うん、参加しよ。私だって、やってないだけで、やればできるのよ！」

　ぐっとこぶしを握ってなんだか決意するアズラエルだった。

「なんだかものすごい罪悪感だ……」

「ゲームマスターの宿命よ」

　くすくすと笑うアリスだった。

「で、でもまあ、盛り上がってるね。いいことなんじゃない？」

　演説内容を聞いている限り、百人近くのプレイヤーが参加するようだ。一万人以上のプレイヤーのたった一パーセントとはいえ、イベントが開催されるのは悪いことではないはずだ──と思うのだが。

「それで、どうしましょうか☆」

「どうって、僕らが何かすることあるの？」

「何寝ぼけてるんですかマスター☆　妨害しましょうよ☆」

「……は？　なんで？」

「フュリーちゃんはあのギルマスさんを爆ばく発はつ四し散さんさせることを推奨します☆」

「いやいや、ダメだよ何も悪いことしてないよね」

「この塔を攻略しようとするのは、それだけで罪ですよ☆」

「だから、なんでさ!?」

「なぜだと思いますか☆」

　質問に質問で返されてしまった。

　なぜって、ゲームを攻略されて困る理由なんて見当もつかない。

「まあ！　マスターは真っ白な心をお持ちですね、でも☆」

　と、フュリーがくるりんとアリスに振り向いた。

「真っ黒なアリスさんなら──意味をご存じのはずですよね☆」

　アリスは無表情で腕組みをしている。何事か考え込んでいるようだ。

「アリス、どういうこと？　攻略されちゃまずいって」

「──ササラキ」

　おそろしく真剣な声だった。

「以前あなたに『ＶＲＭＭＯをつくりましょう』と言ったわね」

「え……あ、うん。なんか違和感あったけど」

「なぜかしら？」

「だってゲームそのものは完成してるわけだし」

　しばらく沈ちん黙もくの時間が流れた。

　となりでフュリーが声を押し殺して笑っているのが見えた。

「残念ながら『つくりましょう』であってるのよ」

　やがてアリスがつぶやいた。

「だって完成なんかしてないもの」

「え──」

　それはどういう意味──と聞く前にフュリーが口を挟んでくる。

「本邦初公開☆　これが《ソード＆マジック・オンライン》の真実ですっ☆」

　フュリーが『ぽちっ』と抱えるスイッチを押した。

　メインディスプレイに天空高くそびえる塔が映し出された。

　塔の石造りの外壁がスウッと透明に変わり、中身が見えた。




　からっぽだった。




「──え」

　塔の上から下まで、ほとんどすべてが空洞だった。

　いちばん底には『第一層』とラベルの貼られた草原の大地。最上部には『第二五六層』と貼られた正立方体が見えた。中にあったのはそれだけで、途中のすべて──第二層から第二五五層までは、影も形も見えなかった。

　びゅおおおおおおおおう。

　なぜかデバッグルームに冷たい風が吹いた。

　たぶんただの錯さつ覚かくだが、ササラキはまさにそんな気分だった。

「ちょっと待って」

「サービス終了まで待ちますっ☆」

「これ、どういうことなの？」

「ものわかりの悪いマスターは大好きですよ☆　つまり──」

　うきうきと肩をはずませ実に楽しそうなフュリー。




「第二層なんてなかった、ってことです☆」




「い──いやいやいや!?　なにそれ!?」

　思わず叫んだ。

「これ二五五層の塔を攻略するゲームだったよね!?」

「そして第二層より上は未実装なんですよ、マスターっ☆」

「なんでさ!?」

「別におかしいことじゃありません☆　このゲーム、一層攻略に少なくとも一ヶか月げつはかかるバランスですから、最初から全フロアを実装する必要はなくて、一ヶ月に一フロアずつ開発できていればなんの問題もないです☆」

「今まさに問題になってるよね!?」

　このゲームのウリは二五五層に及ぶ、未知の冒険に満ちた仮想世界だったはずだ。なのにそのうち二五四層、九十九パーセント以上が未実装なのか？　詐さ欺ぎ的だ。というか詐欺そのものだ。

　真面目まじめなプレイヤーが知ったら間違いなく暴動が起きる。

　そりゃあ前のマスターとやらも、攻略を妨害しようとするわけだ。

「いや、これ、どうするのさ!?」

「大丈夫ですマスター☆　フュリーちゃんにお任せください☆」

「お任せって……何するつもり？」

　フュリーがメルヘンな笑顔になった。

　と、メインディスプレイがまた演説中のギルドのものに戻った。

「決まってるじゃないですか☆」

　抱きかかえたドクロマークのスイッチを『ぽちっ』と押す。

　どかーん！

『うおおお!?　ユタンガさんが爆発した!?』

『またかよ!?』

『三日ぶり五回目ですね』

　ザワザワと騒ぎ始める広場の観衆達たち。

「ちょっ!?　な、なにしてんのさフュリー！」

「言ったじゃないですか、このフュリーちゃん専用《理不尽スイッチ》で、ラストダンジョンに近付くプレイヤー全員を」

　スイッチを捧ささげ物のように突きだして、最高の笑顔で。

「爆ばく発はつ四し散さんさせるんですっ☆」

　最悪だこの妖精！

「バカ言わないで、止やめなさいフュリー」

　アリスが口を挟んでフュリーのスイッチを取り上げた。

「そうだよ！　攻略されそうだからプレイヤーを爆発させるなんて──」

「こんな大事な仕事、あなたなんかに任せられないわ」

「ほらアリスもこう言って──は？」

　振り返るとアリスがにやりと笑っていた。

「ササラキ、覚えておきなさい。ゲームマスター百箇条、その三！」

　くるりんと回ってササラキをびしりと指さし、一言。




「プレイヤーは──たとえ死んでも楽しませるべし！」
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　フロストマウンテン。

　第一層の端はしにある雪原エリア、その最北部に位置する山だ。標高は一五○○メートル。塔の中になぜ山があるんだというツッコミを完全無視して悠々とそびえているその山こそ第一層のラストダンジョンらしい。

「……いるね、攻略組の人たち」

「いるわね。うじゃうじゃと」

　ササラキたち三人は山の中腹に来ていた。背後にはスノードラゴンの巣がある。崖がけの下はかなり大きな広場になっていて、そこにたくさんのプレイヤーが集まっていた。広場奥にある雪に覆おおわれた岩肌がぱっくりと不自然に割れているのが見えた。

　フュリー曰いわく、あの穴がダンジョンの入口なのだそうだ。

　入口の前にはさっき爆発したギルマスさんがいた。

『ふむ。脱落しなかった奴やつが八十五人……よく集まったものだ』

　そんな声が聞こえてきた。彼はたぶんギルド『星の輝きを求めて』のメンバーだろう。集めてきたプレイヤーの人数を数えて、班分けをしているようだった。更に耳を澄すませるとプレイヤー達たちの声が聞こえてくる。




『よく見つけたよなあ。ヒントなしの岩肌の隠し通路に入口があるとか』

『噂うわさじゃ大昔のＲＰＧみたいに一メートルごとに〝調べた〟らしいぜ』

『マジかよ！　なんでこんなクソゲーにそんなマジになれるんだ!?』

『開発者も頭おかしいが、そいつもおかしいな』




「頭おかしいとか言われてる……」

「褒ほめ言葉ですねっ☆」

　フュリーがパチパチと拍手をした。

「というかみんな、あんまりやる気ないね。放っておいても攻略失敗するんじゃ？」

「だいたいは烏う合ごうの衆ですけど、中にはやる気のある奴やつもいますよ☆」

　ほらほらあそこ、とフュリーが指差して見せた。

　広場の中央にある大きな岩の上に、一人の男が立っていた。

　視点をズームすると、背中に巨大な剣を背負う、険しい表情の男だった。

「諸君！」

　群衆の声を切り裂く、ギルマスさんの威い勢せいのよい声。談だん笑しようの声がぴたりと止やんだ。

「度重なるバグを越え、よくぞここまで来てくれた！　このユタンガ礼を言う！　リアル十日間以上にもわたる調査により、我々はついにこの岩山にラストダンジョンを発見した！　岩を叩たたいて隠し扉を探す辛い仕事をただひたすら、三万回以上も続けてくれた同士ティオリスに心より礼を言いたい！」

　後ろに立つ黒髪ショート、軽けい鎧がいに細剣を持つ少女に拍手が送られた。

　ティオリスはぺこぺこと照れくさそうに頭を下げていた。

「せっかくフュリーちゃんの渾こん身しんの隠いん蔽ぺいを、余計な仕事しますよねえ☆」

　すいませんユタンガさん。隠した張本人がここにいます。

「さて、攻略の話に入ろう。偵察部隊からの情報によれば、一度ダンジョン内で死亡したプレイヤーは、少なくとも一週間は再突入できなくなるようだ。おそらく洞どう窟くつのボス『魂を冒ぼう瀆とくせしもの』の呪いによるものだろう！」

　群衆からざわざわと声が上がった。

「フュリー、そういう仕様なの？」

「はい、攻略遅延工作のために旧マスターに命令されました☆」

「うわあ」

　すいませんユタンガさん。呪ったのはボスじゃなくて邪悪な妖精です。

「ではティオリス。打ち合わせ通り決起の言葉を」

　呼ばれた少女・ティオリスが、頰ほおを紅こう潮ちようさせつつ岩の上にあがった。

　胸の前で手を祈るように組み合わせて、透き通った声を発する。

「わたしが言いたいのはたった一つだけです──この世界を、信じましょう」

　ごくりとつばをのんでティオリスが続けた。

「いくら探しても次の層への道、ラストダンジョンが見つからなかった時、多くの人が去って行きました。きっと未実装なんだ、第一層でこのクソゲーは終わりなんだって。でもいま、わたしたちはそうではないことを知っています！」

　涙ぐみながら笑顔でティオリスが言っていた。ササラキも別の意味で泣きたかった。

　別に自分が悪いわけではないが謝りたくなる。ごめん、実は本当に未実装なんだ。

「このラストダンジョン《はじまりのおわりの洞どう窟くつ》を抜けた先に──きっと新しい世界が広がっています。信じましょう、この世界はクソゲーなんかじゃない。少しほころびはあっても──たくさんの夢とロマンが、まだ眠っているんです！」

　ウオオオオオオオオウ！　群衆から叫び声があがった。

　ササラキは頭を抱えたくなった。

　両手を広げて一身に歓声を受けるティオリス。

　なんか笑顔で涙ぐんでる。ありがとう、ありがとう、とか言ってる。

「──ササラキ、よく聞きなさい」

　アリスがおごそかに言った。

「これから一人残らずプレイヤーを殺すわ」

「言動が物騒すぎるっ!?」

「誤ご魔ま化かしたってしょーがないもーん」

　アリスが腰に両こぶしを当ててえらそうな仕草。

「ねえアリス。正直に話したらダメなのかな？」

「それはできないわ」

　アリスが真剣な声で答えた。

「ゲームマスター百箇条、その四。『ゲームは底を見せてはならない』」

　ササラキをじっと見つめてアリスは続ける。

「先に待つ第二層がただの空くう虚きよなる地だったと知れば、彼らはゲームの底──仮想世界の限界を見てしまう。ただでさえ低いリアリティが完全に崩ほう壊かいし、己の立つ大地がゲームだと実感してしまう。それだけは絶対に防がないといけないの」

「……確かに、そうかもしれないけど」

　やっぱり抵抗感はある。

「どうする？　やっぱりやめる？　無理強いはしないわ」

　一瞬躊ちゆう躇ちよしそうになるが、リズナのことを思い出す。




『わたしはずっと──この世界が終わるまで、ログインしていると思う』




　あの二人のためにこのゲームを存続させると、決めたのだ。

「──ううん、大丈夫。やるよ」

「いいの？」

「二言はないよ……わっ!?」

　アリスはぎゅっとササラキの手を握った。

「ありがと、ササラキ。あなたはとてもいいパートナーよ」

「え、いや、うん、ありがとう」

　真っ正面から感情のこもった言葉で言われると照れてしまう。

「じゃあ具体的な作戦の話をしましょう。ただ妨害するのではなくて、妨害で、楽しませるのよ」

「妨害で──楽しませる？」

「闘とう争そう心しんが燃え上がるような面白い困難を生成して、彼女達たちにぶつけてやるの。皆で力を合わせて戦略を立てれば、攻略できる程度の困難を。そうすれば、結果全滅に至ろうとも彼女らは満足するでしょう」

　アリスは得意げな顔で言い切ってみせた。

「ゲームで大切なのは結果じゃないわ。過程なのよ」

「そういうものかなあ……」

「そういうものよ！」

　自信満々で断言するアリスだった。

「ゲームマスター百箇条、その五！」

　自信に満ちた笑顔でアリスは自分を指差した。

「ゲームマスターにはね、プレイヤーを楽しませる義務がある。たとえそれが──」

「たとえそれが？」

「どれほどのクソゲーだったとしてもよ！」
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　ダンジョン内部には溶よう岩がんの海が燃えさかっていた。《はじまりのおわりの洞どう窟くつ》というどこか童話的な名前とは対照的に、壁も床も天井も血のように赤い岩で覆おおわれ、まさに地獄といった雰囲気のダンジョンだった。

　ササラキとアリス（とフュリー）は洞窟の風景を、小さな部屋から眺めていた。ディスプレイモニタとスイッチが満まん載さいのサイバーな雰囲気の部屋だ。ディスプレイはいくつにも分割され、ダンジョンに挑むプレイヤー達の姿が映っている。

　ここはダンジョンのコントロール・ルームというらしい。

　何のための部屋かというとフュリー曰いわく『あわれなプレイヤーをゲームマスターがぶち殺して楽しむための部屋ですよっ☆』とのことだ。たしかに殺し合いを強要されるデスゲーム系漫画や小説にこんな部屋がよく出てくる。

「僕ら、いつか正義のプレイヤーに退治されるんじゃないかな」

「いつかそうされたいものね」

　アリスがふふふと笑った。

「じゃあササラキ。準備はいいかしら？」

　ごくりとつばを飲み込む。

　やっぱり緊張する。これから自分は何も知らないプレイヤーを殺していくのだ。目的は第二層の未実装という真実を隠いん蔽ぺいするため。このゲームを存続させるために必要な行為であることはわかっている。

　わかってはいるが──自分にそんな悪魔の所しよ業ぎようがこなせるだろうか？

　とはいえ、もうやるしかない。

「ほらササラキ、あそこ、戦闘中のプレイヤーがいるわ」

　アリスが指差したのは、マップの中でもひときわ大きな広場だった。六人ほどのプレイヤーが集結している。そのマーカーの一つが赤に光っていた。赤が戦闘中のプレイヤーを示しているらしい。

　ササラキが《マスタースクリーン》を操作して戦闘の様子を映し出す。大きめの公園ほどの広さの、煮えたぎる溶よう岩がんの池だった。溶岩の上に飛び石状に、高さ五メートルほどの岩がそびえている。岩の上を伝って向こう岸に渡る仕掛けのようだ。

　その岩から少女が落ちかけていた。岩に手をかけている。

　見覚えがある。ダンジョン入口で演説していたティオリスだ。その手を槍やりを持つ魔物オークがガシガシ蹴けっている。《ぶた人間ファイター》だ。安直極まるネーミングとは裏腹に凶暴なモンスターで、ササラキも何度か殺されたことがある。

『くっ……わ、わたしは負けませんよっ……！』

　苦く悶もんの表情で、しかし目に希望の光をたたえるティオリス。

　なんというか──うん、実に希望にあふれる姿だ。

『しっかりしろティオリス！　今助けに行くからな！』

『オークごときに私達たちのティオリスをやらせるものですか！』

『もう少しの辛抱です、ティオリスちゃんっ！　こいつらを片付けます！』

　ササラキは頭がくらくらしてきた。

　なんだこのキラキラした魂を持つ冒険者達。

「殺しがいがある素晴らしいプレイヤーね」

「言うことが既すでに邪悪すぎる……」

「ふふふ。じゃあ大魔王ササラキ、よろしく」

　やると決めたのだ。やるしかない。

　半なかばやけくそ気味にササラキは《マスタースクリーン》を操った。

　ティオリスの足を踏みつける魔物オークの目がギラリと銀色に光った。

『うおおおおお！　ティオリスから足を離せっ！』

　青年がジャンプしてティオリス近くの魔物に飛びかかろうとする。

「今だ！」

　ササラキは気合の声と共に魔物に命令を与える。

　オークが凄すさまじい超反応をみせた。飛びかかった戦士にグルンと振り返ると槍やりで応戦。ガギインと剣を弾はじかれた青年戦士がぼちゃん。溶よう岩がんに落ちて足が触れた瞬間にジュワッと煙が立ちのぼりダメージが表示され１２８０。

　一瞬で体が煙になってキラキラの死亡エフェクトが見えた。

『アルスウウウウウウウウウウ!?』

　ティオリスの悲痛な声。

「ええっと、ここで台詞せりふフラグＯＮ。バカっぽい悪役セリフ発動」

《マスタースクリーン》はこんなアバウトな頼みすら反映してくれる。

　フュリー曰いわく中の妖精さんががんばっているらしい。

『グウッフッフッフ……マサニワシノ、ヒトジチ作戦ドオリヨ！』

『よ、よくもー！　よくもアルスをーっ！　絶対に許しませんっ！』

　涙目で怒りの声を発するティオリス。

「おおーっ」

　アリスが感動の声をあげた。

「やるじゃない、ササラキ！」

「やっちゃったね……」

「初体験おめでと！」

　アリスが屈くつ託たくなく笑いながら、ぱちぱちと拍手をした。

「いいなー。私もやりたいなー」

「だったらマスタースクリーン貸すけど？」

「それ私には使えないの。デバッグ権限がないって言ったでしょ」

　ちょっと寂しそうにアリスが言った。が、すぐに笑顔に戻る。

「だから──私の分も、ササラキががんばってね！」

「……うん、まあ、がんばるよ」

　がんばるといっても、攻略組ジェノサイド計画だが。

「で、どうだった？　はじめての感想は」

　モンスターを操ってプレイヤーを倒していく。

　その感想を一言で言えば……。

「……ちょっと、楽しかった」

　右う往おう左さ往おうするプレイヤーを見ていると心が痛いが。

　同時に──なんかこう、おもちゃの人形を操作してる気分だ。

「ふふふ、ササラキもついに知ってしまったのね」

「いや、でも、本当にこんな暴挙をしていいのかな……」

「大丈夫。ロマンチックな死は退屈な生に勝るわ。さっき死んだ奴やつを見てみなさい」

　アリスに言われて、ダンジョン入口の復活ポイントを映し出してみる。先ほど死んだ青年戦士が『ティオリス！　君だけは死なないでくれ！　僕は君を信じている！』とメッセージを送っていた。数秒後、彼はにへらーとだらしない笑えみを浮かべて。

『よし。これでティオリスの記憶には残れたぜ。後で手ぐらい握ってくれるかな』

　下心丸出しの笑顔でそんなことを言う戦士である。

　聞いてはいけないものを聞いてしまった……。

「ほらほら、楽しそーでしょっ？」

　子どものようにはしゃぐアリスこそ、とっても楽しそうだ。

「あーもういいなー。私もやりたいなー」

「え、じゃあ、アリスがやればいいんじゃない？」

　どう見ても自分より彼女の方が適任だと思うのだが。

「だめ。デバッグ権限を持ってないって言ったでしょ」

　アリスが《マスタースクリーン》に手を伸ばすが、腕がすり抜けてしまった。

　ちょっと残念そうに『ま、しょーがないけど』とつぶやく。

「だからササラキ。私の分も気合入れて、よろしくね！」

「うん」

「三十分以内に全プレイヤーを虐ぎやく殺さつしてね！」

「だから人聞きが悪すぎるよっ!?」
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　プレイヤーを殺していく作業は続く。

「そこの右上のパーティとか、ぶっ殺しがいありそうよ！」

　アリスの指示のもとディスプレイを見る。

　牛ご頭ずの怪物『うしあたまキング』が四体。

　それに囲まれた二人の女の子の会話が聞こえてくる。

『どうしよう！　ピンチだよセシリコちゃん！』

『慌てないでくださいサラピ。私は名案を思いつきました』

『そうなの!?　さすがだねムダに頭ＩＮＴのいいセシリコちゃん！』

『サラピが四体を引きつけて、私が一目散に逃げるのです』

『なるほど名案だね頭のいいセシリコちゃんって騙だまされるかあああ!?』

　わきゃわきゃ言い合う二人。名前はセシリコとサラピというらしい。

「えーっと……じゃあ、うしあたまキング四体、サラピを集中攻撃」

　ササラキが命令するとモンスターがサラピに武器を向けた。

『おおさすがはサラピ。そのまま食べられてください。私は逃げます』

『うらぎりものー！　まってー！　たすけてー！』

『あなたの尊い犠牲は忘れません。ささらばばー』

　走り出すセシリコ。魔物達たちに背を向ける。

「よし。セシリコを背中からバックアタック」

　超速で振り返ったうしあたまキングの一体がセシリコに追いついた。

　背中から、ずんばらり。バックアタック効果でダメージ倍増。

『はぐあう』

　セシリコはどさりと床に倒れて死体になった。

『はっはっは、みたかー！　裏切り者の末路だよーっ！』

『ツギハオマエダ』

『……はっ』

　集中攻撃を受けたサラピが五秒後に倒れた。

「上出来ね、ササラキ！」

　アリスがさわやか笑顔でぐっと親指を立てた。

「ゲームマスター百箇条、その六！　プレイヤーの死に理由を与えなさい！」

「その百箇条、プレイヤーの死亡関連が多すぎないかな？」

　などと会話を交わしつつロマンチックにプレイヤーを殺し続けた。

　そして三十分後。

「これで残り十人っと、そろそろラスボス戦かな？」

「でも最後の部屋に入っていかないよ？」

　スクリーンを見るとボス部屋の扉前で八人が固まっている。

　残った二人はどうやら、はぐれているようだ。

「準備でもしているのかしら」

　スクリーンを操作して場面を映し出す。黒いレンガでできた壁、ロウソクの青い炎で照らし出される中、ユタンガを中心とした八人が円陣を組んでいた。ユタンガの背後には洞どう窟くつの入口と同じ悪魔の彫ちよう刻こくが施された、ボス部屋の扉が見える。

　相談の声がスクリーン越しに聞こえてきた──

『ユタンガ、そっちはどうだった？』

『ダメだ。やはり隠し扉も隠しスイッチもない』

　しかめっつらで扉を手の甲で叩たたくユタンガ。

『ねえ。やっぱりこの扉バグで開かないだけなんじゃ』

『……その可能性はひっじょーに高いな』

　ササラキとアリスは視線をフュリーにやった。

　ほっぺたに両手を当て体をくねらせて恥ずかしがっている。

「やですねえ☆　バグじゃなくて仕様ですよ☆　合言葉が必要なんです☆」

「どんな合言葉よ」

「旧マスターが設定しました。『８・５・７』です☆」

「その数字に何の意味が？　どこかでヒントとか出してるの？」

「フュリーちゃんのナイスばでぃなスリーサイズです☆」

「何の脈絡もないねっ!?」

　アリスがふうっとため息をついて、ササラキに言う。

「テレポートしましょ。こんな合言葉わかるわけないし、扉を開けに行かないと」

「うーん……でも、このまま放っておいたらダメかな？」

　ボス部屋の扉が開かないということは、つまり攻略が不可能であるということだ。

　ササラキ達たちの目的はフロア攻略を妨害すること。放っておいていい気がする。

　しかしアリスは首を横に振った。

「ダメよ。それじゃフュリーと同じじゃない。ここまでダンジョンを攻略した十人には、きちんと報いないと」

　アリスがぴんっと人差し指を立てた。

「ゲームマスターとして、プレイヤーの努力をないがしろにはできないわ」

　スクリーンの向こうにいるユタンガ達に慈じ愛あいの視線を送る。

「真面目まじめに攻略してくれた彼らは、きちんとラスボスに会わせて」

　そこでにやりと笑った。

「きちんと圧倒的な力で、全滅させてあげましょう！」

「……楽しそうだね、アリス」

「ゲームマスターはいつだって楽しいものよ」

　自信満々で宣言するアリスは本当に楽しそうだった。





　＊　＊　＊






　体育館ほどの広さもある、溶よう岩がんの光輝くホールの中央にその悪魔は立っていた。

　パターンが三十種類しかない色違い汎はん用ようモンスターズとは違い、第一層のラスボス（というかこのゲームのラスボス）はさすがに風格があった。

　とにかく、でかい。

　ササラキがこの前に倒した《バルログ》よりもさらに三回りはでかい。あれこそが《バルログ改レベル35ボス仕様ＨＰ10倍》だ。ネーミングは手抜きそのものだが、とにかく大きくて赤くて強い。

　そんなボスだが──プレイヤー達たちは善戦しているようだ。

『ユタンガ！　あと十秒で次のアレくるよ！』

『わかってるさ、全員散らばれーっ！』

　ユタンガのみを残してバラバラと逃げていく戦士。

　数秒して、ゴオオオオウ！　赤い衝しよう撃げき波がボスから発せられた。

　直撃を受けたのは、散会指示のおかげでユタンガだけだ。

『よーし、集合！　あと五分で勝てるぞっ！』

　ユタンガのいうとおり、悪魔のＨＰはどんどんと減っている。

　やはりこのままでは負けてしまいそうだ──ボス視点の話だが。

「アリス、どうしようか」

　さっきからボスの特技（炎のブレス）を追加したり、スピードアップさせたり、ＨＰゲージのバーが半分を切ったところで攻撃力を追加させたり、かなりの強化をしている。だが、あのユタンガさんはその度に戦術を立てて対応してくる。

　ものすごい使い手だ。

　真面目まじめに攻略に取り組むギルドのマスターなだけはある。

　アリスが腕組みをして『ふふふ、なかなかやるわね』と笑っている。

「ＨＰ回復とかしちゃう？」

「んー、それだと安易すぎて幻滅させちゃいそうね」

　それでは確かに当初の目的を果たせない。

「目的はあくまで『楽しませる』こと。何の根拠もないパワーアップは禁物よ」

「でもこのままじゃ負けちゃいそうだし」

　既すでに《バルログ改レベル35ボス仕様ＨＰ10倍》のＨＰは三十パーセントを切っている。このままだとあと二分も保もたないだろう。

「考えてみなさい。あの素晴らしきプレイヤーにふさわしい最さい期ごを」

「最期を……？」

　ササラキは戦闘を見つめた。一糸乱れぬ組織立った動きだった。

　それを統率するリーダーの彼は、たしかに凄すごい。プレイヤーたちを募った理由はデストラップだらけのダンジョンを攻略させて、自分たち選抜パーティが無傷でボス戦に挑むためだったようだ。

　こんなクソゲーでも組織立った戦術を立てて遂すい行こうしている。

　そんな彼にふさわしい最さい期ごとは、どんなものだろうか？

『よおおおおおし！　もう一息だっ！』

　ユタンガの怒号が響ひびいてきた。

『先に逝いったティオリス達たちのためにも！　絶対勝つぞっ！』

　呼応する仲間達の声。

　瞬間、ササラキの頭で何かがひらめいた。

　先に逝ったティオリス達のために──という言葉に違和感がある。

「アリス、こういうのはどうかな？」

　思いついた案をアリスにぼそぼそと耳打ちしてみる。

　ふんふん、と小動物っぽくうなずいてから、アリスはパチン！　と指を鳴らした。

「いい感じね！　ソイツでぶっ殺しましょう！」

　ササラキはひきつった笑えみを浮かべた。

（やっぱり僕ら、大魔王だよなあ）

　だが今さら引き返すわけにはいかない。ササラキは《マスタースクリーン》を操作して《ＮＰＣデータ変更》を起動した。《バルログ改レベル35ボス仕様ＨＰ10倍》にとある特技を追加する。それから脳内で念じる。可能な限り憎しみを買うような台詞せりふで──発動をよろしく。

『ワカッタ』

　ボスから気さくな返事が来た。

　本当にこれだけで通じたらしい。凄いが無駄な技術だ。

　ともあれ《バルログ改レベル35ボス仕様ＨＰ10倍》は、巨大な翼を大きく羽ばたかせて空中を飛んだ。ユタンガ達と距離を取ったところにドスンと着地。鋭するどいツメのある手を頭上に掲げて、叫ぶ。

『グヌハハハハ……貴様ラハ大キナアヤマチヲ犯シタ！』

　ササラキのイメージ通りの台詞。すごい演技力のある人工知能だ。

『過ちだとっ!?』

『我ハ魂ヲ食ラウ──ソノ神髄《地獄の怨念ヘル・プレイグ》！』

　悪魔が掲げたツメの先せん端たんから黒いオーラが放出される。やがてオーラは一カ所に集まって球になった。直径一メートルほどの、黒いオーラでできた球体。その中にはキラキラ輝くきらめきが見えた。

『オシエテヤロウ、コノ魔法ハ、ココデ死ンダプレイヤーノ数ノブン、威力ガ増ス！』

　やけに親切なボスの説明である。

『なんだとっ！　そんな奥の手を隠していたのかっ！』

　いや別に隠していない。だってさっき設定した能力だ。ササラキがさっきのティオリス達たちのことを思い出して設定した。ユタンガ達は他プレイヤー達の犠牲のうえでラスボス戦にたどり着いたのだが──それを逆さか手てに取ってみた。

　どうやら不自然には思われていないようだ。

『しまった。戦略が仇あだに──っ!?』

『クラエエエエエエエエエエエエエイ！』

　大爆発。広い部屋が黒い炎で焼き尽くされる。数秒後、そこに立っていたのはボスだけだった。その足下にはプレイヤーの死体が転がっていて、全員からキラキラと死亡エフェクトが立ちのぼっている。世界の処理が重くなっている。

　ササラキとアリスは部屋に降り立った。二人はゲームマスターの能力により《無敵》かつ《不可視》の状態なので《バルログ改レベル35ボス仕様ＨＰ10倍》のターゲットとはならない。

　周囲を見回して、アリスがにこりと笑った。

「ん、全滅みたいね。ミッションコンプリートよっ！」

「やったねアリス！」

　ぱちんとアリスとハイタッチした。

「って、全滅させて喜んでる僕らっていったい……」

　足下に転がるユタンガ達の死体を見ながらつぶやく。

　やはり実感する。ゲームマスターとは要するに極ごく悪あく人にんのことだ。

「大丈夫だってば。そのうち快感を受け入れられるようになるわ」

「だから言い方がおかしい……とりあえず、帰ろうか」

「うんっ」

　ササラキは《マスタースクリーン》を操作してテレポートの準備に入る。

　そのときだった。

『ぜーはー、や、やっと追いつい……ってササラキッ!?　なんで!?』

　背後から声がした。

　思わず振り返る。見知った顔の二人が通路に立っていた。

　オーラを放つ魔剣の二刀流の少女、そしてピンク色の髪の少女。

「え──アズラエルっ!?　リズナも!?　脱落したんじゃなかったの!?」

「そっちこそなんでここに──ササラキ！　後ろ危ないッ！」

　アズラエルが血相を変えてダッシュ。

　ボスの斬ざん撃げきがアズラエルを襲おそった。魔剣で受け止める。

「ちょ……僕とアリスは大丈夫だから、二人ともここから離れて！」

　今のササラキとアリスはボスのターゲットにならないよう設定されている。二人さえいなくなれば、ボスの攻撃は止やむはずである。しかし。

「んなっ！　ば、バカにしないでよっ!?」

　アズラエルが不満げに叫んだ。ちょっと目に涙が浮かんでる。

「え」

　ぐぐぐっと《魔剣グラム》でボスの剣を押し返しながら叫ぶ。

「アリスが大丈夫なら、私だって大丈夫だもん！」

　……ひょっとして、すねてるのだろうか？

「いやその、離れろってのはそういう意味じゃなくて」

「じゃあどんな意味があるっていうのよ!?」

　それをあっさり言えるなら最初から苦労していない。

「痴ち話わげんかはそこまでです、ササラキくん！」

　と、リズナも割り込んできた。巨大なメイスを横よこ薙なぎにしてボスを押し返す。

「いまは四人で力を合わせてボスを倒すときです！」

　いや倒されたら困るのだ。

「撤てつ退たいしようよ！　勝てっこないって！」

「ＨＰは一割以下です！　わたしたちならやれますっ！」

「えーと、あ、そ、そうだ！　こいつブレス持ってて危険で！」

「アリスさんがいます、ブレスを防ぐスキル持ちの！」

　しまったそんな設定だった！

　言い争う間にもリズナとアズラエルが二人でボスに攻撃を加えている。だが二人ではさすがに分ぶが悪いようで、そもそも攻撃が通っておらずボスのＨＰバーは動かない。レベルが足りないのだ。このままではすぐに撃滅されるだろう。

「ササラキ、どうする？」

　アリスが耳打ちしてきた。選択肢は二つある。助けるか、見殺しにするか。そしてどちらを選ぶことにも抵抗があった。二人がボスを倒せば第二層が開かれてしまう。かといって見殺しにすればたぶんアズラエルはササラキを絶対に許してくれない。

　だったら──。

　ササラキは今までにない速度で頭を巡らせ、叫ぶ。

「──てえいッ！」

　ササラキは地を蹴けり、ボスに気合の声と共に一撃を放つ。

「アズラエル！　正面から攻撃して！　僕とリズナとアリスで攻撃をしのぐから！」

「え──」

「こいつの弱点は腹部だから！　《魔剣グラム》なら装甲を貫けるはずだ！」

　アズラエルは一瞬固まり、すぐにパッと子どものような笑顔になった。

「ふ、ふふっ！　ササラキ、ようやくわかったみたいじゃない！」

　アズラエルが魔剣グラムを両手で天高くかかげた。

「グラムよ、我が呼び声に応えなさい！　《魔剣覚醒インヴオーク》！」

　紫色のオーラが刀身から噴出した。これでクリティカル率＋50パーセントだ。

「いくわよみんな！　あいつを倒すわっ！」

　ササラキはうなずいて先頭を走った。

　結末は既すでに決めている。ササラキ達たちは全員でボスに挑むが一歩及ばずに全滅する。ササラキも一緒に死ぬ。それは別に同情でも何でもなく、ゲームマスターであることを隠すためと──あと、そっちのほうが『楽しそう』だからだ。

　そのときアリスが叫ぶ。

「あ、ササラキ、ちょっと待って！」

「ごめんアリス！　ここは話を合わせて！」

「そうじゃなくて意い図とはわかるけどまず──」

　何かを言っているが聞いている暇はない。

「こっちだ！　《バルログ改レベル35ボス仕様ＨＰ10倍》！」

　攻撃行動を取ったのでササラキもターゲットになっていた。《バルログ改レベル35ボス仕様ＨＰ10倍》が剣を豪快に振り下ろす。受け止める。すさまじく重い。

『コオオオオオッ！』

　頭上から不気味な呼吸音がした。炎のブレスの準備動作だ。ユタンガ達高レベルプレイヤーですらＨＰを半減させる攻撃、自分など即死だろう。このブレスで自分たちは殺される──だがその前に。

「アズラエル！　いまだっ！」

　ブレスの際は大きく体を反らせるため、弱点の腹部がむき出しになる。

　アズラエルが攻撃する絶好のチャンスだった。

「わかってる──いっけええええっ！」

　気合の声が背後からとどろいた。

　よし。これでいい。ササラキが盾になってアズラエルがボスに一撃を入れる。それでもボスは倒れず──プレイヤーたちの魂を吸ってＨＰを回復する──けっきょく四人は全滅してしまう。それがササラキの立てたシナリオだった。

　その瞬間のことだった。

「え……な、なんだこれっ!?」

　アズラエルの動きがスローモーションになっている。

　なんだ。死ぬ前の予兆か？　いやこのゲームにそんな要素はない。だが──アズラエルの向こうで倒れたプレイヤーの死体群が、今まさに消滅のエフェクトを放っていた。とても綺き麗れいだった。綺麗すぎて、処理落ちしていた。

　そしてオブジェクトの位置ズレが発生していた。

　魔物に向かった魔剣グラムがスカッと外れてすぐそばのササラキに向かう。その頭に剣が達しようとした瞬間、カキン！　ササラキの周囲に黄金色のバリアが現れて、魔剣が弾はじかれてしまった。

「え──ちょ、ササラキッ!?」

　アズラエルの驚きの声。視線はバリアに浮かび上がった文字に向かっている。




『完全無敵存在イモータル・パーソン』




「「──は？」」

　アズラエルとリズナの驚きの声。

　ササラキが慌てて解除の言葉を叫ぼうとした瞬間、ボスの口が開いた。

　ゴオオオオオウ！　黒いブレスが放たれる。

　扇おうぎ状じように広がった黒い炎は、数秒でササラキ以外のすべてを焼き尽くした。あとに残っていたのはササラキだけだった。左を見るとリズナがぶっ倒れていた。右を見るとアズラエルがぶっ倒れて死亡エフェクトを放ちはじめていた。

　ササラキを残して全滅した。

　ボスがガンガンと剣を振るっている。

　そのたびにササラキの無敵バリアに弾かれる。

「だから、無敵設定を解除しないといけないのに」

　アリスがぽつりと言った。ササラキは何も言えなかった。

「ひょっとして僕……まずった？」

「すごくまずったわね」

　十秒ほど経たったあたりでシステム音声が届いた。

『プレイヤー・アズラエル＆リズナからメッセージが届いています』

　気が重い中、無言で再生ボタンを押した。




『ちょっとササラキ!?　無敵って一体どういうこと!?』

『アズラエルさん、私聞いたことがあります！』

『知っているのリズナ!?』

『はい、ゲームマスターがテストする時は無敵バリアを張るそうです！』

『ゲームマスターって──ちょ、待ちなさい！　どういうことよーっ!?』




「………………………………うわあ」

　思わず声が出た。

「ごめんね。忠告が遅かったわ」

　いやアリスのせいではない。無敵バリアを切り忘れていたのはササラキだ。

　沈ちん黙もくの中《バルログ改レベル35ボス仕様ＨＰ10倍》がガンガンと剣でササラキの無敵バリアを打ち付けていた。ササラキは無言で自分の《不可視》属性をオンにした。ボスの攻撃がぴたりと止やんだ。振り返るとボスと目が合った。

　瞳のない目が『オマエ、ドウスンノ？』と言ってるようだった。

　ほんとに──どうしようか？





　＊　＊　＊






　吹雪の中《はじまりのおわりの洞どう窟くつ》の入口、復活ポイントに四人は立っていた。

　ササラキの心もとてつもなく寒かった。というか視線が寒い。












　リズナはともかく、アズラエルの視線がとてつもなく冷たい。

「ええっとつまり」

　リズナがびしっとササラキを指差した。

「ササラキくんは、ゲームマスターさんだったと」

　うなずく。二人の追及で結局バレた。開発者が逃げたこと、サービス終了が予定されていること、アリスに誘われてゲームマスターになったこと──そして、今回ダンジョンでプレイヤーを皆殺しにした黒幕が自分だということ。

　ササラキは三人を見回した。アリスは腕組みして目をつむったままだ。さっき『どうするかはササラキに任せるわ』と言っていた。たぶんゲームマスターとして『自分で考える』ことをしてほしいのだろう。

　どうする──といってもやれることはひとつしかない。

　謝ろう。事情を説明すれば二人もきっとわかってくれるはずだ。

　決意した直後のことだった。

「ササラキくん、ごめんね」

「へ？」

　ササラキではなく、リズナが頭を下げていた。

「え……いや、なんで、リズナが謝るの？」

「だってわたし、ササラキくんのこと誤解してた」

「誤解って？」

「救いようもないロリコンさんの浮気者さんだと思ってた」

「そっちの誤解なの!?」

　リズナが真剣な表情でコクンとうなずいた。

「でも──違ったんだね。アリスさんはお師匠さんなだけで、やっぱり女の子の好み的にはアズラエルさん一筋なんだよね。やっぱり男の子はおっぱい大きい方が好きだし、わたしの作戦は間違ってなかったんだね！」

「作戦て一体なに!?　ていうか今はそういう問題じゃないよねっ!?」

「え、じゃあどういう問題なの？」

　きょとんと首をかしげるリズナである。

「アリスさん、何か問題ありましたっけ？」

「もちろん何の問題もないわ」

　腕組みしたままのアリスがにこりと笑った。

「いやいや！　僕、リズナ達たちを騙だまして殺したんだよ？」

「だから？」

「だからって……怒ってないの？」

　ＶＲＭＭＯにおいて、キャラクターといえば自分そのもの。そのキャラクターを無む残ざんに殺されればふつうは怒るはずだ。そう説明すると、リズナはあごに指をちょこんと当て、考え込むしぐさ。

「ん……なるほど……うーん、ササラキくんだなあ」

　ぽんっと手を叩たたいてリズナはにこりと笑った。

「じゃあササラキくん、さっきのバリア外してくれる？」

「なんで？」

「邪魔だから」

　なんだかよくわからないが、リズナはにこにこ笑っている。

　とりあえずササラキは《イモータル・ペンダント》を握りこんだ。

「イモータルバリア・オフ」

　つぶやいた直後、黄金色のバリアが一瞬ササラキの周囲に現れ、ブイインと機械的な音を立てながら空気に溶けていった。完全にバリアが消滅したその直後、リズナがメイスをぐおおっと振りかぶった。

「え」

「たあっ！」

　メイスが振り下ろされた。脳天割り。痛みはもちろんなかった。代わりにカエルが潰されるような『ぐしゃあああ』という音がした。目の前に『ダメージ２８５』と表示されて視界がぐるんと反転して世界が灰色になった。

　大きな文字で視界が埋め尽くされていた。




『あなたは死にました。死因：プレイヤー・リズナ（武器：デス・アベンジャー）』




　思考を停止させていると視界が切り替わった。

　ササラキは復活ポイント、つまりさっきと同じ場所に立っていた。すぐ近くにさっきと同じ三人がいた。リズナは満面の笑えみを浮かべていた。アリスが変わらずにこにこと笑っていた。

「これで、おあいこだねっ！」

　リズナがえへへっと照れくさそうに笑った。

　手のメイスからは血が滴したたって雪を赤く濡ぬらしている。

　プレイヤーキリングの証あかしだ。

「あとササラキくん、ひとつ誤解してると思うんだけど」

　ササラキが絶句したままでいるとリズナがくすくすと笑った。

「このゲーム、死ぬのが日常なんだから──殺されて怒る人なんかいないよ？」

　くったくなく笑うリズナである。

　いやそれはリズナが特殊過ぎるだけのような──。

「ほらアズラエルさんだって、そうだよ？」

「え──」

　アズラエルを振り返ると、アリスと何か話しているようだ。

「ステータスが見たいの？　今出すから」

　アリスがうなずいてパチンと指を鳴らすと、空中にプロフィールウインドウが浮かび上がる。名前はアリス。ジョブは《創世の女神ザ・クリエイター》。レベルの表示欄はなぜか『ＦＦＦＦＦＦＦＦ』と謎の記号が並んでいた。

「これは？」

「約四十三億あるから表示がバグってるのね」

「よんじゅうさんおくっ!?」

　ごくりとアズラエルがつばを飲み込んだ。

「すご……ホントにゲームマスター……世界創造主にして絶対支配者……っ！」

「いや、あの……アズラエル？」

　声をかけた瞬間、アズラエルがぐるんっと勢いよく振り向く。

「ササラキ！」

「わあっ！　ご、ごめん！」

「わ、私に何か、言うべきことがあるんじゃないの？」

　アズラエルは体を斜めにして腕組み。何かを訴える視線だ。

「えっと、あ、うん。本当にごめんね、騙だまして殺しちゃって」

「そっちじゃなくて！」

「へ？」

　じゃあどっちだ。

「ほら、他に言うべきことがあるでしょ！」

「えっと……ウソついてごめん？」

　ぬぐっと何かを飲み込むアズラエル。

「それもだけど……今、運営が全員が逃げてピンチの状況なのよね？」

「凄すごくピンチだよ」

「だったらその、ほらアレよ、人手が必要な状況なのよね？」

「必要だけど」

「特にβテスターでゲームに詳しいプレイヤーの助けとか！」

「あれば欲しいけど」

　また沈ちん黙もくの時間が流れた。

　ぐぬぬっと唇を嚙かみしめてササラキを睨にらむアズラエルである。

「ササラキくんは女心がわかってないです」

「まさに悪魔の所しよ業ぎようというべきね」

「リズナとアリスまで!?」

　ほんとに、なにがなんだかわからない。

「つまりこういうことだよ」

　リズナが一歩進み出て自分を指差し、にっこりと笑う。




「私たちにも──ゲームマスター、手伝わせてくれるよね？」













　　第二回　ソード＆マジック・オンライン　運営戦略会議




　　　　　　　　　座長　天才ゲームマスター　アリス






「さあて──会議を始めましょうかっ！」

　デバッグルーム中央、みかん箱に乗ったアリスが、躍やく動どう感かんにあふれる動きでホワイトボードをバンッと叩たたいた。ササラキはその正面に立ち、両脇にはアズラエルとリズナ。二人とも真剣な表情でホワイトボードを見つめている。




　──結局ササラキはリズナ達たちの要望を受け入れた。

　二人を巻き込むことへの抵抗感はまだあったが『私たち、仲間じゃなかったの……？』と目をうるませるリズナと『ずるい！　ササラキだけずるいっ！』と激げき昂こうするアズラエルの勢いに説得されてしまった。

　それぐらい、二人ともやりたがっていた。

　しかたなくアリスにお願いしてみると、即答された。

『もちろん大歓迎っ！』

　どうも深刻に悩んでいたのはササラキだけだったらしい。

　いま、アズラエルとリズナの首には《イモータル・ペンダント（偽）》が光っている。フュリーが複製したコピー品で《マスタースクリーン》の機能を限定的に使用できるようになるらしい。

「さて。私たちは依然として危機的状況にあるわ──フュリー、説明して」

「はいはーい☆　危機的状況のご説明です☆」

　アリスの後ろで羽ばたいていたフュリーがテレビ番組風のボードを取り出した。タイトルにファンシーな書体で『危機的状況とは!?』と書かれており、下に『その１』『その２』『その３』と並んでいる。

　表面がシールで隠されている。テレビ番組で見たみたいなシールだ。

「ササラキ、アレなんの意味があるの？」

　隣のアズラエルが、ちょっと引き気味の表情でひそひそ耳打ち。

「たぶんアリスの趣味じゃないかな……意味は、なんだろう」

「場を和なごませようとする策ですね！　さすがアリスさんです！」

　このリズナ最近わりと頭がおかしい。

「はじめるわよ。危機的状況、そのいち！」

　ぺりぺりとシールが剝はがされた。




『第二層なんてなかった』




「──は？」

　アズラエルがぽかんと口を開けた。

「え、ちょ、どういうことなの？」

「それはですねえっ☆」

　フュリーがうきうき動作でササラキにしたのと同じ説明を繰り返す。

　アズラエルはしばらく絶句していた。

「そんなアホなことが許されていいの!?　詐さ欺ぎじゃないの！」

「あはは、ＶＲＭＭＯなんて存在自体が詐欺みたいなもんじゃないですか☆」

「んな──っ！」

　フュリーのあまりの暴言に、アズラエルが絶句する。

「で、どうしますか☆　こんなからっぽ世界、見捨てちゃいますか☆」

　フュリーの言葉にアズラエルは言葉に詰まった様子だ。

　が、となりに立つリズナを見て──その向こうのササラキにも視線をやる。

「──や、やめるわけないでしょ……」

　ちょっとくやしそうに言うアズラエルだった。

「うーん」

　そのとなりではリズナがキョトンとしている。

「アズラエルさん、何がそんなにショックなのかな？」

「リズナは落ちついてるね？」

　ササラキが問いかけるとリズナは不思議そうに首をひねった。

「え、だってこの世界クソゲーだし、よくあることだよね？」

「いや、あんまりないと思うよ？」

「ないの？」

　やっぱり彼女はどこか感覚がズレている。

「わたし他のゲームとか遊ばないからかな……うーん、別にいいと思うけど」

　こつんとこめかみに指を当ててうなるリズナ。

「でもほかの人が失望しちゃうんなら、実装しないとまずいよね」

「かなりまずいわ」

　アリスが宣言した。

「第二層の実装って、どのぐらいかかるの？」

「少なく見積もって二週間ぐらいね」

　あと二週間。ということはアレ（攻略組ジェノサイド計画）をあと二回続けるのか……。

「というか、実装って二週間でなんとかなるものなの？」

　このゲームは第一層だけで山手線の内側ほども面積がある。フィールドはある程度自動生成できるみたいだが、中身はどうするのだ。チュートリアル用の簡素なダンジョンを作るだけで三時間もかかったというのに。

「大丈夫、手はあるわ。安心なさい」

　にっこりと笑うアリスである。本当だろうか？

「そのへんの解説はあとでね。はい次、危機的状況その２！」

　啞あ然ぜんとするササラキを置いてフュリーがシールを剝はがしていった。




『仕様と称した致命的なバグが多すぎる』




「えー☆　仕様ですよ、深い考えのある仕様☆」

　フュリーが笑顔で抗議する。

「きみにかかったら全部バグじゃなくて仕様じゃんか……」

「旧マスターの問題対処フローを忠実に守ってるだけですよ☆」

「どんなフローなの？」

「直せる問題がバグです☆　直せない問題が仕様です☆」

　ダメダメを通り越してもはや清すが々すがしくなる対処フローだ。

「なのでプログラマーがいない現状、問題はすべて仕様となります☆」

「最悪だ！」

「最悪ですね☆」

　えへへへーとなぜか照れるフュリーだった。

「早さつ急きゆうにプログラマーを確保する必要があるわね。で、ラストよ（ペリペリ）」




『サービス終了まで残り三週間』




「あれ？　四週間じゃなかったっけ？」

「キリネからメールが来たの」

　アリスがＡ４用紙をシュウンと手元に実体化させ、ササラキに差し出した。

　なぜ紙の形にするのか意味不明だがとにかくその文面を読む。




『ごめんなさい三週間でした。




　桐きり音ねです。

　ごめんなさい。ほんとにごめんなさい。

　サービス終了まで、正しくは四週間じゃなくて三週間です。

　計算に使ったプレイヤー数のデータが、古かったです。

　正しくは一○五六二人じゃなくて、一○四二○人です。

　私のケアレスミスです。

　ほんとにごめんなさい。

　死んで詫わびて当然ですが病院で死ぬとお医者さんに迷惑なので退院までは生きます。

　以上、とにかく報告します。あとやっぱり死んでいいですか？』




「死んじゃダメだよ!?」

「大丈夫、腕のいい精神科医を手配したから」

　まったく大丈夫ではなさそうだ！

「とにかくそんなわけで──リズナ、アズラエル」

　アリスが振り向いた。二人がコクンとうなずいた。

「プレイヤーが一万人を下回ったらサービス終了、なんですよね？」

　リズナが手を上げて言った。

「ええ。ネオ・バーチャルワールド振興機構からの資金提供が停止してサーバ停止しちゃうから」

「データのバックアップだけでも取れないんでしょうか？」

　リズナが聞く。思い出が消えてしまうのが嫌なようだ。

「もっともな提案だけど、ひとつ問題があるわ」

　アリスがぴんっと人差し指を立てた。

「プログラマーがいないからバックアップ用のソフトが作れない」

「僕らほんとに終わってるね……」

「どこかに凄すご腕うでプログラマーが転がってればいいんだけど」

「そんな都合のいい人がいるわけが──」

「いるよ？」

　リズナが口を挟んできた。全員の視線がリズナに集中する。

「──え、リズナ、プログラミングできるの？」

「ううん。わたしじゃなくて、アズラエルさん」

「へっ!?」

　振られた本人のアズラエルもきょとんとしている。

「ほら、前に言ってたじゃないですか。『クローズドβに呼ばれた理由？　ふふ、私は実は某所では有名な美少女中学生スーパーハッカーでね。運営から直じき々じきにテストプレイの手助けをしてくれって頼まれたのよ！』って」

　リズナの声まねに、アズラエルが頰ほおからたらりと汗を流した。

「あれ？　違いましたっけ？」

「………………も」

　アズラエルが頰に手を当てて、得意げに大きく胸を張った。

「も、もちろんリズナの言うとおりよ！　私に任せてっ！」

「いやいや」

　明らかにただのウソだこれ。

「ふうん。じゃあ頼んでいい？」

　にっこりと笑うアリスに慌てて駆け寄る。

「アリス、まずいよ、絶対ウソだよ」

「わかってるわ。そもそもβテストなんかやってないし」

「──は？」

　今なにを言ったのかこのアリス。

「βテストはやってないの。書類上はやったことになってるけど」

「いやいや！」

　ありえない。このゲームは史上初のＶＲＭＭＯのはずだろう。

　それがプレイヤーによるテストもなしにサービス開始されるなんて。

「それには三つの深い事情があるわ」

「事情って？」

「時間とお金と人が足りなかった」

　絶望的事情だった。

「あれ、じゃあアズラエルがβテスターって自称してたけど」

「追及してあげないのが優しさね」

「……うわあ」

　また一つ知ってはいけない事実を知ってしまった。

「でもプログラマーが欲しいのは事実なのよね。キリネに募集させてはいるけど、ゲームの開発経験がある人材なんて安値で雇やとえるわけないし──マニュアルを参考にやらせて適性があるかどうか見るのは、手かもしれないわ。ダメで元々よ」

「ほんと進退窮きわまってるね僕ら！」

　そして五分後。

　予想通りコンソール前で固まるアズラエルがいた。

　頰に脂汗が浮いている。

　彼女の視線はおそろしく細かい、積つみ木き細工のような図形に向かっている。これがプログラムの動作を決める設計図らしいのだが──

「どうですかアズラエルさん！　なんとかなりそうですか！」

　キラキラ視線で問いかけるリズナ。

　やがて十秒後、アズラエルがギギギと首だけで振り向いた。

「ちょ……ちょっとだけ……時間がかかるけど、いけるわっ！」

　見事なまでの強がりだと思った。

「さて、残りはリズナね」

　ソースコードと格闘しているアズラエルを横目に三人で話し合う。中央にはちゃぶ台、そして三人分の湯飲みとみかん。フュリーの旧マスターが趣味で用意させたオブジェクトらしい。味覚の再現はないので、触感を楽しむだけの嗜し好こう品ひんだ。

　このゲームは本当に無駄なところだけ凝こっている。

「私は何をすればいいでしょうか？」

「逆に聞くけど、やってみたいことはある？」

「えっ」

　リズナがぱちぱちとまばたきをした。

「現状できることといったら、初心者向けチュートリアル強化、デバッグ、ゴールド流通の正常化、ダンジョンテンプレートの追加、ゲームマスター主導型イベントの開催、第二層の開発……と、いろいろあるんだけど」

　ぽりぽりとポテチをかじりながらアリスが続ける。

「何もかもが不足してる状況だから、逆に何をしてもいいのよねえ」

「ほんとに危機的状況だね僕ら……」

　それでもアリスは、子供らしい仕草でみかんをむきむき。

「ゲームマスターたるもの、いかなる時も余裕であるべし」

　アリスがくすくすと笑った。

「ササラキも気楽にね。ゲームが終わっても、貴方あなたたちが死ぬわけじゃないし」

「……貴方たちが？」

　なんだか引っかかる言い方である。

「え、ゲームが終わったら誰か死ぬの？」

「ん」

　ぴたりとアリスの動きが止まった。

　数秒の間まがあった。

「──そうね」

　にっこりとさわやかな笑えみを浮かべてみせる。

「キリネは首を吊つるけど自じ業ごう自じ得とくだし問題ないわ」

「明らかに問題あるよね!?」

「ま、もしそうなったとしても、貴方あなたたちに責任はないわよ」

　アリスは『この話は終わりよ』と言わんばかりに手を叩たたいた。

　やばい。キリネさんのためにも頑張らないと（会ったことないけど）。

「で、リズナ、何かやりたいことはある？」

「えっと……」

　リズナが唇に手をやって『んー』と天井を見上げた。

　と、パッと明るい笑顔になる。

「だったら私、『ゲームマスター主導型イベント』をやってみたいです！」

「へえ、何か案でもあるの？」

「はい！　盛せい大だいな結婚式をあげるんです！」

　ゲーム内で培われた二人の愛の絆きずなをみんなに見せつけて、このゲームは素晴らしいんだとみんなにわかってもらうのだという。リズナが力説し終えると、アリスはぱちぱちと拍手をしてみせた。気に入ったらしい。

「いいアイデアね。で、新郎新婦の心当たりは？」

「もちろんあります！」

「……だいたい予想つくけど、誰のこと？」

「ササラキくんとアズラエルさん」

「だと思ったよ！」

「あなたたち、仲いいのねー」

　みかんの皮を剝むきながらほのぼのと笑うアリスだった。





　＊　＊　＊






　結婚式は（特にアズラエルが）全力で拒否したのでお流れ。

　なのでリズナの役割はダンジョンテンプレートの作成、ということになった。

　そもそもこの世界では、最終ダンジョン以外のダンジョンは毎日、自動的に生成される仕組みだ。中身の構造やトラップや宝箱は、誰かが攻略するたびに変化するため、無限の冒険を楽しむことができる──という触れ込みだがパターンが四種類しかない。

　無限のダンジョン（四種類）。

「ほんと腐ってるよねこの仕様」

「ササラキ、逆に考えるのよ」

「逆に？」

「四種類と言うことは──一種類増やしただけで、二十五パーセントも増える！」

　アリスの超ポジティブ思考にはときどき感動すら覚える。

　ともあれ、そんなわけでアリスがリズナにテンプレート作成方法をレクチャー。その間にササラキは第二層のフィールド設計に入った。アズラエルは『アリス・プログラミングマニュアル』という謎の参考書を手に頭から湯気を発していた。

　しばらく時間がかかりそうだ──とか思ってたら。

「できました！」

「早すぎるっ!?」

　三十分経たったあたりで、リズナが模も型けいダンジョンのキューブを完成させていた。

　ササラキが作ったときは、仕掛けを考えるのに三時間もかかったのに。

「うそっ!?」

　後ろをちらりと振り返ると、アズラエルも驚きの表情。

　黒い前髪がハラリと顔をなでている。

「ちゃ、ちゃんと作った？」

「あ、ササラキくん疑ってますね？」

　ふふふー、といたずらっぽく笑うリズナ。

　その横ではアリスが満足げに腕組みをしている。

「ウソじゃないですよ。さっそくテストプレイに行きましょう！」

　アリスに促うながされ、ササラキはマスタースクリーンで《ハジマル》の街から徒歩五分の草原に四人でテレポート。プレイヤー立ち入り禁止のテスト区画だ。立ち入り禁止と言っても『はいるなテスト中』という看板とロープで囲われただけの場所だが。

「誰かのイタズラだと思ってたよ……なんで独立マップにしないんだろ？」

「予算がなかったからですよ、マスター☆」

　このゲームはだいたいそんな感じだ。

「じゃあダンジョンを展開しますね、えいっ！」

　リズナがキューブを草原に投げた。ボウンッと奇妙な音がして、直後、白い煙が凄すさまじい勢いでバシュウウウウと草原を埋め尽くしていく。やがて煙が消えたとき、ササラキ達たちの前にはちょっとした砦とりでのようなダンジョンができていた。

　入口は腐りきった木の扉だ。

「おお……なんか、本格的なダンジョンだね」

「ふふふ。リズナさんの自信作ですよ、自信作！」

「リズナってこういう才能があったのね……」

　するとリズナはきょとんとした。

「アズラエルさんほどじゃないです！」

「えっ」

「プログラミングなんて、わたしぜんぜんさっぱりですし！」

「え──あ、う、うん、まあ、そうよねっ！　私の方が凄すごいわよね！」

　ひょっとしてリズナ、全部わかってて言ってないだろうか？

「ほらほら、早く入りましょうよ！」

　言いつつリズナはササラキの背中をぐいぐいと押してきた。

　振り返るとわくわく笑顔のリズナ。

　瞬間、ぞくりと嫌な予感を覚える。

　だってリズナの表情はこの前ササラキを撲ぼく殺さつしたときと同じ笑顔だ。

　このダンジョン、相当ヤバい気がする──。

「何やってるのよササラキ、先行くわよ？」

　アズラエルが言いながらダンジョンの入口のドアノブに手をかけた次の瞬間にボウウウンとドアが爆発してアズラエルの体が天高くぶっ飛んだ。見えない天井（世界の境目だ）にドゴンとぶつかって床に盛せい大だいに叩たたきつけられてダメージは２８５０。

　即死したアズラエルから、キラキラ死亡エフェクトが漂ただよっている。

　きっかり五秒後。

「なにいまの」

「楽しいトラップだよ！」

　楽しいトラップ（プレイヤーは死ぬ）。

　ササラキは三度ほど深呼吸をした。それから叫んだ。

「なんで入口のドアが爆発するのさ!?」

「え、特に意味はないけど」

「意味がないの!?」

「でも驚いてくれるよね？」

「そりゃ驚くよ！　驚くけどさ!?」

　復活してきたアズラエルも呆ぼう然ぜんとした顔でリズナを見つめている。

　ただ一人アリスだけは腕組みをしてじーっと何か考え事をしている。

「ね、アズラエルさん、どうでしたか？」

「……………………………死んだわ」

「死にましたか！　やりましたね！」

「……むしろ、やられたわ」

　なんだこの会話。

「まさか内部は、今みたいな即死トラップだらけ……？」

「あ、大丈夫だよ！　爆発は最初だけだから！」

「そ、そうなんだ？」

　アズラエルが笑顔を取り戻した。

「そ、そうね。今のはほんのジョークよね！」

　希望的観測を口にしながらアズラエルとうなずきあう。なるほど今のはリズナ流のジョークに違いない。もしくは『うかつな行動は死を招きますよ！』という警けい告こくだ。決して趣味ではないのだ。

　そんな希望を胸にササラキは残ざん骸がいと化したドアを踏み越えていく。

　ダンジョン通路に一歩踏み出した瞬間、ゴオオオオウ！

　通路の奥からの青い炎。ササラキ達たちの全身が覆おおわれた。




『あなたは死にました。死因：ヘルファイヤ・トラップ』




　目の前にそう表示された。

　呆ぼう然ぜんとしていると十五秒後に復活ポイントに戻っていた。

　右隣を見るとアズラエルもいた。彼女も巻き込まれたようだ。無表情だ。

　左隣を見るとアリスがいた。ほぼ無傷だ。そういえば彼女のＨＰは四十三億だ。

　正面にはリズナがいた。満面の笑みで問いかけてくる。

「どうでしたかっ!?」

　十数秒が経たった。

　やがてササラキは棒読みの声で答えた。

「……………………………死んだよ」

「死にましたか！　やりましたね！」

「やられたよ」

　なんだこの会話（三分ぶり二回目）。

「リズナ。爆発は最初だけって言ってなかった？」

「爆発『は』最初だけだよ。後のトラップは全部違う仕掛けだから」

　おそろしく重い沈ちん黙もくの空気。誰も彼もが無言だった。

　ササラキはアズラエルに視線をやった。『アズラエルから言ってよ親友でしょ僕より遙はるかに長い付き合いなんだから』というアイコンタクトを飛ばした。『し、親友にそんな心ないこと言えるわけないでしょ！』と返されてしまった。

「リズナ」

　そんな死闘を繰り広げていたら、アリスがにっこりと笑った。

「次から即死トラップ禁止ね」

「えええっ!?」





　＊　＊　＊






　青少年健全ログイン時間に達して二人がログアウトした後。

　リィンリィン。どこか懐かしい虫の鳴き声が、部屋に響ひびいている。アリスはちゃぶ台に画用紙を広げ、鉛筆で何かを書いている。その正面にササラキが座っていた。心地よい音を聞きながら──ササラキはふとつぶやく。

「なぜ仮想世界に虫の音ねが」

　明らかに設定がおかしい。

「コレは旧マスターの指示ですよ☆」

　フュリーが言った。

「『こんなタコ部屋さっさとおさらばして田舎いなかに帰りたい』と嘆なげくスタッフが多かったので、引き留めるために田舎の雰囲気だけでも再現したんです☆　効果は抜群で、何も言わずにゾンビになって仕事するようになりました☆」

「理由も効果もダメダメすぎるよ！」

　ササラキはちゃぶ台に突っ伏した。

　このゲームの運営なんてほんとに可能なんだろうか？

　正直何から手を付ければいいのか糸口すら見えない。

「ま、ゲームは一日にして成らずよ──っと」

　アリスが画用紙に書く作業を止めずに答えた。

「アリス、さっきからなに書いてるの？」

「第二層の地図」

「え」

「明日から実装してもらうつもり」

　アリスがにっこりと笑った。その間も手は止まらない。見ると確かに画用紙に書かれた模様は、地図のように見えた。マル印、バツ印はそれぞれ拠きよ点てんとイベントのようで、細かなコメントが書き込まれてる。

「今度はダンジョンじゃなくてフィールド。ふふふ、どうしよっかなー」

　アリスがくるりんっと鉛筆を回す。まだまだ元気そうだ。

　小さな体のどこから、こんなにエネルギーが溢あふれているのだろう。

「ところでアリス、ログイン制限時間はいいの？」

「大丈夫よ。私、日本の法律が適用されないから」

「まったく大丈夫じゃないように聞こえるんだけど」

　それ基本的人権がないってことじゃ？

　あるいは外国からログインしているのか？

「そんなことよりササラキ、フュリーから日報提出させて」

「日報？」

「ＧＭコール──プレイヤーからの苦情や要望の集計よ」

　言われたとおりフュリーにお願いする。こくんと頷うなずいた。

「本日のフュリーちゃん日報ですっ☆」

　はいっとバインダー付きの紙を差し出してきた。




『☆フュリーちゃんの完璧な報告書☆





　　今日は合計五八五件のＧＭコールがありました。内訳は以下の通りです☆







　一．バグ報告　　　　　　　　　　　　　　○件

　二．仕様に関するお問合せ☆　　　　　二三○件

　三．フュリーちゃんへの苦情　　　　　　　○件

　四．フュリーちゃんへのラブコール☆　三五五件







　つまり問題は何も発生してません、絶好調です☆　報告おわり。』






　ツッコミどころしかない報告書だった。

　つまりバグ報告が二三○件、運営への苦情が三五五件ということか。

「ややこしいから、バグの定義を変えたいんだけど」

「イヤです☆」

　即答された。

「えへへ、じっと見つめられると恥ずかしいですよう☆」

「……きみ、僕の命令に絶対服従じゃなかったっけ？」

　昨日、チュートリアルダンジョンの案内を初心者にするよう命令したときは『わかりました☆』とさわやかに返事をしてくれたのに。

「体は操られても、心までは服従しません☆」

「なにその理り屈くつ!?」

「イヤなものはイヤってことですー☆」

　フュリーはあごに両こぶしを当て『きゃるーん☆』と意味不明な効果音を発した。

「どうやら旧マスターの命令は上書きできないようね」

　アリスがふうっとため息をついた。

「ま、我慢しなさい。会話可能なほど高度な人工知能はこの子ぐらいだし──『仕様に関する問合せ』とかの中身は記録されてるみたいだから、分類をこちらでやれば、ユーザーの声を吸い上げるのに役立つもの」

「フュリーちゃんほど役に立つ妖精さんはどこにもいませんよ☆」

　えっへんと胸を張るフュリーだった。

「というわけで──この五八五件、ちょっと分類してくるわ」

「僕も手伝うよ」

「だめ。ササラキはもう寝なさい」

　バインダーを抱きかかえて立ち上がるアリス。

「あなたは普通の人間なんだから。無理はよくないわ」

「まるでアリスが人間じゃないみたいだ……」

「もちろん。私は天才ゲームマスターだもの」

「何の答えにもなってない！」

「ふふふ──ま、無理は本当にしないでね」

　アリスがにこりと笑った。

「ササラキがいないと、私、何もできないもの。とても感謝してるわ」

「え──ど、どうも」

　屈くつ託たくのない笑顔でそう言われると、なんだか照れてしまう。

「作業が落ちついたら、報酬をあげないとね」

「いいよそんなの、お金ないんでしょ？」

「もちろんないけど──ふむ。こういうときはアレね」

　アリスがくすりと笑った。

　そしてスカートのすそにゆっくりと手を伸ばす。すそを持ち上げる。

　ただでさえ白い太ももが、その付け根まであらわに──って待った!?

「ちょっ！　アリス、何やってんの!?」

「こういうときは『体で支払います』というのが王道かしら？」

「その王道、実装したら十八禁になるからねっ!?」

「あら。けっこう余裕あるのね──」

　アリスがスカートを離した。ササラキは胸をなで下ろした。

　三歳下とはいえ、女の子の肌を見ると、やっぱりどきどきしてしまう。

「でも感謝してるのは本当だから。何かしたいことがあったら言ってね？」

　そう言うとアリスはパチンと指を鳴らした。

　メインスクリーンがブウンと切り替わる。映し出されたのは白い霧きりが漂ただよう空間だ。細かな霧がキラキラと輝いている。あれは確か──最初にアリスと出会ったときに見た──っていうか、閉じ込められてた場所だ。

「第二五五層。あそこで作業してくるから」

「なんでそこで作業するの？」

「時間の流れる速さが違うから、作業に最適なのよ」

「──は？」

「ゲームによく、時の流れが違う部屋があるでしょ」

「確かにあるけど──ちょ、何かおかしくない!?」

「このゲームにおかしくない部分なんかあったかしら？」

　そう言われると黙だまるしかない。

　だが──そんな技術が本当に存在していいのか？

　作業効率が倍になるって、社会が変革するレベルのとんでもない発明のような気が──。

「気にしたら負けよ、ササラキ」

　ばいばい、と手を振ってアリスは片手を掲げた。

「じゃあまた明日ね──メインスキル《女神召還リターン》！」

　直後、ゴウウウウウウウンと光の柱がアリスの体を包んだ。

　数秒が経たったあと、光の柱は消えた。

「ほんとに……なんなんだろ、アリスって」

　消えたアリスの立っていた場所を見て、ササラキはぽつりとつぶやく。

　自称十二歳の、自称天才ゲームマスター。

　彼女はこのバグだらけのゲームと同じぐらい謎に満ちている。

　いったい何者なのだろうか──。

「バグに囲まれたプログラマーみたいな顔ですね、マスター☆」

　と、横から声。振り向くとフュリーがいつのまにかすぐそばにいた。

「まあ……正直アリスのこととか疑問だらけだけど」

「だったらフュリーちゃんがお答えしましょうか☆」

「えっ」

　フュリーと目が合う。確かにこの妖精ならいろいろ知識を持っているだろう。

　問題はまともに答えてくれるかどうかだが──。

「ただし条件があります☆」

「……やっぱりいい」

　どうせろくな条件じゃない。

「ひどいです☆　フュリーちゃんのささやかなお願い、せめて聞いてくださいよう☆」

　うるうるうる。メルヘン顔の妖精の懇こん願がんの視線。

「フュリーちゃん泣いちゃいますよ☆」

「いや泣かれても……まあ、聞くだけならいいけどさ」

「わお☆　さすがは新マスターですっ☆」

　フュリーのとびっきりの笑顔がさらに華やかになった気がした。

「私のかつてのマスター、つまり創造主はこの仮想世界のチーフプログラマーでした☆」

　自分の体を抱きしめてフュリーは続ける。

「マスターは私を愛していました☆」

「そうみたいだね」

「私のスリーサイズ、八・五・七センチを神聖三文字と崇あがめてました☆」

「ちょっとおかしくなった」

「私の写真を貼った抱き枕をアイテム化して毎日添い寝するほどでした☆」

「待った待った」

　ちょっとどころではなくおかしい。なぜ仮想世界で抱き枕。

「私が想像するにですね。仮想世界に理想の美少女フュリーちゃんを具現化してみせたはいいけど、生きつ粋すいのオタクで自己卑ひ下げの塊かたまりだったせいで、触れあう意い気く地じがなかったんですね。だから仕方なく抱き枕を抱いて寝てたんです☆」

「うわあ……」

　なんてシャイな変態だ。

「しかも私が他の男と触れ合うのもイヤだって、ゲーム内恋愛を禁止しちゃいました☆」

「そんな理由で恋愛が禁止されてたの!?」

　いまさら衝しよう撃げきの真実が判明してしまった。

「でもそんな変態マスターも、仮想世界を去ることになりまして☆」

「愛していたのに去ったんだ？」

「長年の廃人生活で持病が悪化して、入院することになったんです☆」

「夢も希望もない話だ！」

「そして最後の夜。マスターは私に一つだけ贈り物をしてくれました」

　フュリーは目をつむった。祈るように手を組んで話す。




『フュリー。心苦しいがぼくは限界だ、この世界を去らなければならない』

『さっさとリアル病院で点滴受けてこいデブ☆』

『最後にパッチを開発しておいた、君に引き継いでおく』

『そんなモンより『好きだ』って言ってギュってしてほしいんですが☆』

『………………解説に移ろう』

『わ☆　フュリーちゃんの一いつ世せ一いち代だいの告白をガン無視しましたこのクソマスター☆』

『コレはこの仮想世界を真の楽園にするパッチだ』

『解説になってませんよ☆　あと死ね☆』

『だがこれは諸もろ刃はの剣つるぎ。多大な副作用を伴ともなう。決意して使うんだ』

『会話しろ☆　最後ぐらい意い気く地じ見せろ☆』

『ぼくの愛いとしのフュリー。きみの幸福を願っているよ──』

『だから会話してよこのオナ……あ、ログアウトしちゃった、ぐすん☆』




「──という涙のお別れシーンがあったんですよ☆　泣けてきますね☆」

「違う意味で泣きたいよ！」

　確かに旧マスターへの愛は伝わってきたけどさ。

「で……お願いってひょっとして、その『真の楽園』パッチのこと？」

　フュリーはコクリとうなずいた。

「旧マスターが何を残してくれたのか。私、知りたいんです☆」

「僕は知りたくない……」

　なんだか背筋が寒くなる名前だ。しかも多大な犠牲を伴ともなうらしい。昔のＳＦ小説でよくあったアレ、ゲーム内での死が現実での死に繫つながる、いわゆる『デスゲーム』を想像してしまう。

「とりあえずアリスに相談してからで」

「だめです☆　アリスさんは旧マスターが大嫌いですから☆」

「そうなの？」

「はい。旧マスターはアリスさんがいない間にこの世界をクソゲー化しちゃった張本人なんです☆　絶対に知らせないでください☆　最悪、私までデリートされちゃうかもしれません☆」

「僕も君はデリートされるべきだと思い始めてきたよ……」

「まあまあ、そうおっしゃらずに☆」

　そう言ってフュリーはパタパタとササラキの横を通り過ぎていく。壁のあたりまで飛んでいくと、手を付けて『エイト・ファイブ・セブン！』と叫んだ。壁のタイルがズレて──直後、ドジャラアアアン！

「わっ！」

　壁の奥から大量のサイコロらしい物体があふれ出てきた。

　いやサイコロじゃない。《データキューブ》だ。

　アクリルみたいな材質の立方体に、色とりどりの記号が並んでいる。

「これが旧マスターが残してくれたパッチです☆　さっきのは秘密の合言葉です☆」

　言いながらフュリーが《データキューブ》の一つを持ち上げた。中にはどくどくと脈打つハートのような物体が浮かんでいる。それを見てにんまりと笑うと、またパタパタとササラキのそばに戻ってきた。

「コレが『真の楽園』のデータが入ったキューブです☆」

　そう言うと、中央コンソール画面の中にえいっと投げ込む。

　どぷんっと音がして溶けるようにキューブがディスプレイに消えた。

『データ展開中です』

　とディスプレイに表示された。

「展開が完了したらマスターが適用ボタンを押してください☆」

「もう嫌な予感しかしないんだけど──中断していい？」

「えー。マスターひどいです☆」

　フュリーが笑顔のまま頰ほおをふくらませる仕草を見せる。

「アリスさんのこと知りたくないんですか☆　内容だけでも確認しましょうよ☆」

「パッチ名が不吉すぎるし」

「マスター」

　ふいにフュリーから笑顔が消えた。

「旧マスターは救いようもないド変態でしたが──ゲームにだけは、真剣な人でした」

　まっすぐな視線でササラキを見つめて続ける。

「どうかお願いします。私、旧マスターが何を残したのか、知りたいんです」

　ぺこり。

「お願いします」

　小さな身体で頭を下げるフュリー。

　今まで見たこともない、しおらしい姿だった。

　確かに──自分の創造主が残したモノ。知りたくはあるだろう。

　ササラキは目をつむって考える。パッチの中身がアレと決まったわけではない。むしろ常識的に考えるとアレなはずはない。パッチのアイコンがハート形なのは、ハートフルで心温まる想おもいが詰まっているためかもしれない──。

『データ展開を完了しました』

　システム音声が響ひびいた。

　そうだ──アレのはずはない。

　希望を胸に目を開けるとディスプレイにダイアログが表示されていた。




『パッチ管理番号　　　：PTD-37564

　コードネーム　　　　：DEATH GAME





　　　　　　適用する　　／　　キャンセル』






　神速でキャンセルを押した。

　スクリーンがアイコンの並ぶ汎はん用よう画面に戻った。

　ササラキは死んだ魚の目でフュリーを見つめた。

　フュリーのくりくりとした大きな瞳に見つめ返された。

　十秒ほど、痛々しい沈ちん黙もくの時間が流れた。

　やがてフュリーがぽつりとつぶやいた。

「適用しないんですか？」

「しないよ!?」

　コードネームDEATH GAMEって！　そのまんまじゃないか！

「うーん、残念ですねえ──あ、ＧＭコール☆　失礼しまーす☆」

　くすくすと笑いながらフュリーがシュウンと消え去った。

「や、やばかった……っ！」

　直後、ブウンと背後からスクリーンが切り替わる音。

『こら、ササラキ。まだログアウトしてな──って何その《データキューブ》？』

　振り向くとメインスクリーン内にアリスが映っていた。

『おおかた、フュリーにからかわれてたんでしょ』

　大当たりである。苦笑いしているとアリスがディスプレイから出てきた。

「フュリーの旧マスターが残したパッチらしいんだけど」

「なんだか知らないけど、適用しちゃダメよ」

　アリスが《データキューブ》を拾い上げてつぶやく。

「解除キーが不明な《データキューブ》なんて解除できないじゃない」

「最悪だ！」

「一応、適用してから反映されるまでの間にログアウトしちゃえば解除されるけど」

「それでも危険だよ……」

　あやうく人殺しになるところだった。あの妖精やっぱり邪悪すぎる。

「ねえ。フュリーはやっぱり隔かく離りした方がよくないかな？」

「まあプログラムは触れないし」

「でも凄すごく賢かしこいし……機械の反乱とか起きないかな？」

「大丈夫よ。《イモータル・ペンダント》にプロテクトが仕込まれてるから」

「プロテクト？」

　首から下げたダイス形のペンダントを見つめるササラキ。無敵バリアのオンオフや、ソースコードの翻訳機の機能を持っている。リズナとアズラエルも同じモノを身につけているが、ゲームマスターの証あかしとアリスは言っていた。

「人工知能がそのペンダントを使うと、自動的にデータが抹消されるの」

「データが抹消……？」

「死ぬってこと」

　機械の反乱の防止、ということらしい。

　だったらまあ、こちらが誘惑に乗らない限り大丈夫だろうか。

「プログラムを変更できるのは人間だけ。だからアズラエルには期待してるわ」

「がんばってはいるみたいだけどね……」

　今日ログアウトするときも、頰ほおから汗をタラリと流していた。

　引っ込みがつかなくなったようにしか見えなかった。

　本当に大丈夫なのだろうか。

（というかそもそも──）

　素人しろうと三人がゲームマスターなんてやはり無理がある。リズナが作ったダンジョンテンプレートは趣味に走りすぎてデストラップだらけだし、ササラキだってアリスに教わりながら見よう見まねでダンジョンを実装しているだけだ。

　アズラエルもプログラムを（今のところ）変更できていない。

　こんなことで本当にこのクソゲーを改善できるのだろうか？

「ねえ──」

　アリスに聞こうとしたその瞬間だった。

　キコリリンとチャイムの音がメインスクリーンから響ひびいてきた。

「あ。ちょっと待って、キリネからメール」

「え」

　例の精神がとてつもなく心配になる社長か。

　アリスはあごに手を当て、ふむふむと頷うなずいている。

「ふーん。なるほど。これは面白いわ」

「面白い？」

「うん。なかなか笑えるお知らせよ。今そっちに転送するわ」

　アリスが指をスライドさせるとメインスクリーンにメールが表示された。

　メールのタイトルを見た瞬間、ササラキは大口を開けることになった。




『Fwd: 新ＶＲＭＭＯ『アルティメットワールド・オンライン』リリースのお知らせ




　アリス　どうしよう　私死にたい。』





　＊　＊　＊






　アルティメットＵワールドＷ・オンラインＯ。

　世界で二番目に発表された、ＶＲＭＭＯだ。

　究極のリアリティというコンセプトで発表され、《ソード＆マジック・オンライン》と共に注目を集めたゲームだが、しかし追加情報が皆無なため次第に忘れ去られていった。単なる情報集めの有う象ぞう無む象ぞうのひとつだろうとゲーマー達たちは馬鹿にしていた──

　昨日、報道発表がなされるまでは。




『極秘のクローズドβが完了しました。三日後にサービスを開始します！』




　価格はＶＲヘッドギア付きで九万八千円、プラス月額八千円。

　発表されたゲーム内容は、全五○○層のダンジョン攻略ＲＰＧ。更にふたつの特長が謳うたわれていた。魔法が本当に使えること、バグがないこと。明らかにソード＆マジック・オンラインのユーザを奪おうという狙いだった。

　衝しよう撃げきの発表を受けたデバッグルームの面々の反応は──




「あ、あ、あんなのどうってことないわよね！」

　めっちゃ動揺してた。

　主にアズラエルが。というかアズラエルだけが。

　今はリズナ作のダンジョンのテストプレイのために、いつもの黒マントに二刀流姿のアズラエルと二人きりだ。アリスはデバッグルームでユーザ要望の整理中、リズナはデバッグルームからこちらの様子を見ている。

「……心配するのはわかるけど、アリスは『むしろ好都合』って言ってたし」

　理由までは教えてくれず『自分で考えてみなさい』とニコリと笑うだけだったが。

　根拠のない笑えみでは、なかった。

「だからぜんぜん心配なんかしてないってば！」

　アズラエルは頰ほおから汗を垂らしながら笑顔を作っている。明らかなウソだった。超動揺してるその証拠に、さっきも見え見えの落とし穴トラップに引っかかって死んでいた。

　とか考えているとアズラエルがじーっとササラキを見つめる。

「ササラキも平気そうね……あっ！　私と同じで！」

「うん、まあね」

　好都合という根拠はわからないが。

　あの天才が大丈夫というなら、それは大丈夫なのだと思う。

「うう、なんで……………………あっ！」

　いきなりアズラエルがビクンと体をハネさせた。

「まさかっ！」

　いきなりアズラエルに胸ぐらをグイとつかまれた。

　アズラエルはなぜか顔がん面めん蒼そう白はくだ。

「ササラキ！　この裏切りものっ！」

「は？」

「一人だけあっちに行く気なのね！　私たちを置いて！」

　しばらく呆ぼう然ぜんとした後、ようやく、自分が責められていることに気付く。

「え……え、ちょ、何がどうしてそうなるの!?」

「だって一人だけ超余裕なんだもん！　おかしいわ！」

　なんだそのムチャクチャな理り屈くつ。

「だから僕は行かないって。リズナには恩があるし──」

　ログイン初日、ひとりぼっちでどうしていいかわからないササラキに声をかけ、ギルドに誘ってくれたのがリズナだ。そしてアズラエルも、自分を仲間だと認めて『女神のなみだ』を渡してくれた。二人が残るのに、自分だけが行けるわけがない。

　それに何より──




『世界が終わる日まで、私はログインしてると思うんだ』




　数日前のリズナの言葉を思い出す。

　彼女たちの思い出のある世界を──見捨てるわけにはいかない。

　たとえそれがどんなにクソゲーであったとしても、だ。

「だから僕は残るよ、最後まで」

「……う」

　アズラエルがそろそろと手を離した。

「で、でも……」

　震える指先でミニスカの布地をつまんで言葉を続ける。

「あなたが残っても……他プレイヤーが移れば、サービスは終わっちゃうんだし」

（やっぱり超心配してるんじゃないか）

「うう……私が、誇り高きβテスターの私が、何とかしないと……っ」

（βテスターもウソだよね）

　とは声には出せない。アズラエルはもはや泣きそうな表情だ。

　体をしゅんと縮こまらせ、視線を落としている。

「──よおしっ！」

　と、いきなりグルンと振り返る。

「ササラキ。私、デバッグ作業に戻るから！」

「え」

「少しでも進めておきたいの。テストは一人でお願い！」

　有無を言わせぬ強い口調だった。

「いや、それは別にいいけど」

「じゃあねっ！」

「あっ」

　そっちはさっき避よけた落とし穴──と言おうとしたが遅かった。アズラエルが一歩踏み出した瞬間、パカリと床が開いてアズラエルの姿が消えた。一秒後に『ドゴスウン』とアニメみたいな効果音が聞こえた。

　ササラキが絶句していると、床からキラキラの死亡エフェクトが漂ただよってきた。

　三十秒後にアズラエルが戻ってきた。

　涙目だった。それでも胸を張っていた。

「い、い、今のはワザとなんだからねっ!?」

　どう反応していいかわからず、とりあえずうなずくササラキだった。





　＊　＊　＊






　そんなわけでデバッグである。

「ううう……これ作った奴やつ、絶対アタマおかしいでしょっ！」

　デバッグルームにイラついた声が響ひびく。アズラエルは作業用コンソール前の椅子に座り頭を抱えているようだ。コンソールには数百行ものテキストが映し出されている。両脇の空中スクリーンには、アズラエルのメモが映し出されている。

　作業は難航しているらしい。

（……当然だよなあ）

　アズラエルはまちがいなくゲーム開発の素人しろうとだ。

　プロの人でも手こずるＶＲＭＭＯのプログラムを数日で解読できるわけがない。

　そう言っても本人は意固地になって『大丈夫！』と言い張るだけなので困る。

「だって手がかりはあるんだから！」

　手がかりとはデバッグルームで見つけたこんなメモだ。




『Ｘ月Ｘ日

　処理落ちバグの対処、四日目。原因がつかめてきた。オブジェクト移動時のマッピング処理に計算リソースを食い過ぎている。処理のどこかで無限ループが発生しているものと思われるが、修正の影響範囲が大きいので、バグではなく仕様ということにする。田た中なか』




　するな。

　とツッコんでも日記を書いた田た中なかさんは帰ってこない。

「……ねえアズラエル」

「何かわかったの!?」

　ぐるんっと振り返ってアズラエルが叫んだ。

　キラキラと目が輝いてる。すっごい嬉うれしそうだ。

「いやごめん……少し休憩しない、って言おうとしただけ」

「あ……そ、そうなの……」

　しゅんと顔を伏せてしまうアズラエル。とてもばつがわるそうだ。

「根を詰めてやるより、休んだ方がいいんじゃないかな」

　じろりとササラキをにらんでくる。ちょっと涙目だ。

「……いらないわよ、休憩なんか」

「なんで」

「アリスは休憩なしでずっと動いてるでしょ」

「いや、アリスを基準にしない方がいいと思う」

　彼女はちょっと──いやちょっとどころじゃなく異常だ。

　同じ人間と思わない方がいいとすら思う。

「私だって告死天使アズラエルよ！」

「それ何か関係あるの？」

「あるもん！」

　ムキになって言い張るアズラエル。

「と、とにかく休むなら勝手に休んでてよ！」

　そういうわけにもいかない。

　その後約三十分が経過したところで。

「あああっ！　見つけたっ！」

　ほらほら、とアズラエルが指差した。

　興奮気味にササラキに状況を説明する。物体の移動時に光源を再描びよう画がするかどうかの判定だ。本来は小さな物体については行わないはずが、条件分ぶん岐きのミスで全オブジェクトが毎回対象になっているという。正直解説されてもさっぱりわからないが。

　要するに画面描画の処理にバグがあった、ということらしい。

「でも……そんな簡単に直せるものなのかな？」

　素人しろうとのアズラエルが見つけられるようなバグなら、あのコメントを書いた田中さんとやらならすぐ直していそうな気がする。

「フフン。わかってないわねササラキ」

　急に元気を取り戻したアズラエルがびしっとササラキを指差した。

「それだけ私が天才ってことよ！」

「そうかなあ……」

　アズラエルがスクリーンに向かって『キューブ化オン！』と叫ぶ。

　ポンッ！

　軽い音がして、アズラエルの手元に《データキューブ》が落ちてきた。

　変更したプログラムが反映されているはずだ。

　それをアズラエルが振りかぶって《マスタースクリーン》に投げ込む。これで新しいプログラムが適用される仕組みなのだ。表示された『適用』ボタンを押すと、システム画面が表示された。

『パッチ適用開始。三分後にテスト区画、六十分後に一般区画で有効となります』

「ふふふ」

　得意げな顔で振り返るアズラエル。

　大きな胸を張って、腰に手を当ててえらそうだ。

「どうササラキ？　私のこと、見直したでしょ？」

「根性は凄すごいと思った」

「根性!?」

　などと言う間にピコーンと音がデバッグルームに響ひびいた。

　パッチが適用されたようだ。

「じゃあテストね。ほらササラキ、処理落ちラグテストしてみて」

「あ、うん」

　うなずいてメインスキル《未知の探求者アドベンチヤラー》を発動する。

　キラキラと光が輝いた。

「よおし──じゃあ始めるわよ！」

　アズラエルが床に置いていた《魔剣グラム》ともう一本の剣を引き抜いた。二本の剣でクロスを作ると、マントとミニスカートを翻ひるがえして、ブンブンと激しく振る。それでも処理落ちラグは発生しないようだった。

「たあっ！」

　気合の声とともに剣を振り下ろすアズラエル。

　瞬間、ササラキは息が止まりそうになった。

「ほら、処理落ち、直ってるわよね!?」

「──────────」

　返事はできなかった。

　視線はアズラエルの体に、特に胸部に集中していた。

　そこから絶対に視線と心が離れてくれなかった。

　しばらくそうしているとアズラエルが不思議そうに首をかしげた。

「ちょっと、何固まってるのよササラキ」

　一歩踏み出してくる。ぶるんと揺れた。何がってアズラエルの胸が。

　かあっと頰ほおが熱くなるのを感じる。やばい。これはやばい。

　知られたら死ぬ。というかアズラエルに殺される。

「ただいま戻りましたーっ！」

　そのとき後ろから声がした。リズナとアリスだ。

「──って、アズラエルさん!?　なんで裸なんですか!?」

「へ？」

　アズラエルが自分の体を見やった。裸だ。マントとかワンピースとか下着とかが、細かな四角いマトリクス状に分解されていた。つまり本来果たすべき裸体の保護がまったく果たされていないということで──ふくらんだ肌色が完璧に露ろ出しゆつしているのだ。

　アリスがぽつりとつぶやいた。

「ん──服の解像度が落ちてるわね。また新しいバグ？」

　どうやらそういう理り屈くつらしい。

　やがて十秒が経たったあたりでアズラエルが一声発する。

「や」

　一拍の間ま。

　そして床にぺたんとへたりこんだ。

「や、や、やああああああああああああっ!?」

　ササラキは朦もう朧ろうとする頭で思った。

　なんだこの──変態が作ったクソゲーは。





　＊　＊　＊






　アズラエルは体育座りで床にのの字を書いていた。

　他のメンバーはいない。リズナは相変わらずダンジョンのテスト。ササラキはアリスに教わりながら第二層の実装中らしい。二人とも（アズラエル目線では）順調に役割をこなしているように思えた。

　一方で、アズラエルは失敗ばかりである。

「ううううう……」

　アズラエルが発見した描びよう画が省略処理は、コメントをあさると『有効にすると服の解像度が落ちてしまい危険』とあった。自分の見落としだった。というかササラキの言うとおり素人しろうとが簡単にいじれるようなプログラムじゃなかったのだ。












　さらに別の箇所を変更したら今度はまた別のバグが発生した。

　人の当たり判定が視覚と十センチズレるという致命的バグだ。

　そのうえ処理落ちラグも直ってなかった。

「ぜ、ぜんぜんわかんないよお……」

　自分なんかにＶＲＭＭＯのデバッグなんて、無理があったのだろうか？

　いまさら二人に『ごめんムリ！』なんて言い出せない。

　でも、どうすればいいのか、ぜんぜんわからない。

「ううう……」

　膝の間に頭をはさみこむ。正直泣きたかった。

　ぜんぜん、ゲーム運営の役に立ててない。

　胸の《イモータル・ペンダント（偽）》をぎゅっと握りしめる。自分はサービス開始の初日から、ログイン制限時間いっぱいまでプレイしてるベテランなのだ。少しは役に立てると思っていたのに。

　このままでは──自分が無能なせいで、この世界は終わってしまう。

　腰に差した二本の剣の一振り《魔剣グラム》の鞘さやをさする。

　アズラエルの宝物だった。

　初めて三人で（リズナは死んでたが）ダンジョンを制せい覇はして、手に入れた剣だ。一度はバグでなくなったと思っていたけど、ササラキがものすごい幸運で手に入れて、アズラエルに譲ってくれた。

　めちゃくちゃ嬉うれしかった。

　ササラキには死んでも言えないが。

　子供のころからアニメや小説で夢見た、友達と一緒のファンタジーでの冒険。それが、この仮想世界の中なら可能だったのだ。リアル学校ではぼっちで、夏休みに一緒に遊ぶ友達すらいない自分でも魔剣を振るう、ホンモノの冒険者になれるのだ。

　その世界が──自分のせいで、終わるなんて。

　そのときだった。

「こんにちはっ☆」

「きゃ!?」

　慌てて振り向く。天使の笑みを浮かべた妖精が羽ばたいていた。

「フュリー!?　び、びっくりさせないでよ」

「お悩みのアズラエルさんに贈り物がありますっ☆」

「贈り物……へ？」

「さっきコレを見つけまして☆」

　フュリーが透明な《データキューブ》を取り出してきた。

　十センチズレているので、空中に浮いているように見える。

「コレ見ていただけませんか？」

「これは……パッチが入ってるの？」

　フュリーがうなずいてキューブをスクリーンにぽちゃんと投げた。

　パッチ展開中です、とスクリーンに大きく表示された。

「中身は何なの？」

　フュリーがくすくすと笑った。

「世界に究極のリアリティをもたらすパッチです☆」

「えっ」

「適用すればユーザを他のゲームになんて逃がしません☆」

「ええっ」

「アズラエルさんの作ったパッチだってことにすれば、見返せますよ☆」

「えええっ！」

　なんだかどきどきしてきた。

　リアリティ──それは確かにこのクソゲーに最も足りないものだ。

　数々の致命的バグの改善パッチなのか？　それとも新システムなのか？

　いずれにせよ、もしそれが本当なら、ササラキを見返すこともできるはずだ。

　期待に胸を膨らませて見守る。

　ピコリンと準備完了のチャイムが鳴った。

　スクリーンに浮かぶ文字。

「……………………」

　そのまま十秒が経たった。

　ようやくアズラエルはつぶやく。

「…………………………………………ねえ」

「なんです？」

「これ、DEATH GAMEって書いてあるんだけど」

「書いてますね☆」

　また固まるアズラエル。

　フュリーが顔を覗のぞきこんできた。にっこり笑顔だった。

「フュリーはお役に立てましたかっ☆」

「立つかあああああああああああああっ!?」

　くすくすとこぶしを口に当ててかわいく笑うフュリー。

「お楽しみいただけたようで何よりですっ☆　ではでは☆」

「ちょ、待ちなさいこら──っ」

　シュウンとフュリーはいつものように転移して消えた。

　ぜえはあと息をつくアズラエル。

「ううう、だ、だまされた……！」

　はああっと体を倒してため息をつく。

　そういえばササラキはあの妖精を邪悪だと言っていた。

　まともに話なんか聞くんじゃなかった。

「……それにしても」

　チラリとスクリーンを見る。

　ダイアログの『DEATH GAME』の文字がやけに輝いている。

「こ、こんなモンが本当に用意されてるのね……」

　確かにフィクションにおけるＶＲＭＭＯといえば、ログアウト不可能なデスゲームばかりだ。究極の異世界。リアルに縛られず、理想のファンタジー世界で暮らしていく、そんな夢を突き詰めた結果がデスゲームだ。

　ごくりと、反射的につばをのんでしまった。

　パッチの適用ボタンを押せば──異世界で、暮らしていけるのか？

「って何考えてるのよ!?　ありえないでしょ私いいいいいいっ!?」

　身をよじって叫んだ。

　ちょっとだけ魅力的に感じてしまった。

　だがしかし、ちょっとだけだ。本気じゃない。だってありえない。

　そもそもこのゲームで自分は何回死んだ。三ヶか月げつでたぶん四桁けたは超えている。いくら理想の世界でも死んだらどうにもならない。まあここ三日はあまり死んでないが──無敵バリアを張れば生きてられるから。

　あれ、じゃあ──

「って待った待った待った！」

　ぶんぶんと首を振った。危険な方向に行きかけてしまった。

　ほかの一般プレイヤーは普通に死ぬし、そしたら自分は人殺しだ。

「……や、やっぱりありえないわね！」

　言い切ってにやりと笑ってみた。

　するとなんだか楽しくなってきた。

　自分は多くの人間の命を救える立場にある。いわば世界を救う英雄だ。

　この危険なシステムを放棄することで──人知れずこっそり一人で世界を救う。

　まさに告死天使アズラエルにふさわしい英雄的行為だ。

「デスゲームなんて──」

　ぐいっと手をふりかぶってキャンセルに狙いを定める。

　そして──フッと笑って、押した。

「絶対に──ありえないのよっ！」

　ぽちっとキャンセルに指が届いた。

　直後。

　スクリーンに文字が躍った。




『パッチ適用開始。十分後にテスト区画、六十分後に一般区画で有効となります』




「────え」




　五秒ほど時が止まった。

　意味がわからなかった。

　指先を見ると確かにキャンセルの位置にあった。

　なんで？　どうして？　なにがあったの？　これは夢なの？

　そんな自問を百回繰り返したあたりでスクリーンの端はしの文字に気付いた。




『適用済みの開発中パッチ『処理落ちラグ改修 rev.4』の効果が切れました』




　アズラエルが開発したパッチだった。

「────────あ」

　処理落ち改修のために作って、結局直らず新たなバグが発生した。どんなバグかというと人物の描びよう画がが、十センチズレる。そしてキャンセルボタンと適用ボタンの間は、だいたい十センチぐらいだった。

「────あ」

　喉のどがカラカラになる。奥からイヤなものがあふれる感覚。

　両親に宿題をやっていないとバレた時の、何百倍も、苦い味。

「か──か、か、解除！」

　ろれつの回らない口で叫ぶ。

「そうよ！　す、すすすすぐ解除しないとっ！」

　とにかく落ち着け自分。

　一般区画への適用にはまだ余裕がある。

　キャンセル用のキーコードを入力すれば──しかし手が止まる。

　よく考えたら、自分はキーコードなんか知らない。

「……そ、そうだ！　ログアウトッ！」

　適用者がログアウトしてしまえばパッチは解除されるとアリスから聞いた。

　慌てるな自分。告死天使はいつでも冷静なのだ。まずメニューを開いて──

「──あ」

　開いたコマンドリストを見た瞬間、アズラエルは絶望に包まれた。




　ログアウトの文字が、あるべき場所になかった。



















　キラキラと輝く波が、眼下に広がっている。

「……海だね」

「海よ」

　隣に浮くアリスのローブが海風ではためいていた。

　どこまでも広がる海だった。

　作りかけの第二層《果てなき大おお海うな原ばらの果て》だ。今は海以外何もないが、アリスの設計図によればこの海には十七の島が浮かぶ予定で、プレイヤー達たちはその島と海中とを行き来して冒険するらしい。

「一応ツッコむけど、なんで塔の第二層が海なの？」

「水着のモンスターや水着装備を出しやすいでしょ？」

「だから？」

「男性プレイヤーを──色気で集客できる！」

「いっそ清すが々すがしいテコ入れ戦略だね……」

「あなたもアズラエルの水着姿、見たいでしょ？」

「なんでアズラエル限定なの!?」

「なんででしょうねえ」

　くすくすと子どもっぽく笑うアリスだった。

「次は島の設置──だけど、いったん戻って休憩する？」

「ん……いや、もう少し続けるよ」

　デバッグルームではアズラエルが一人でまだ処理落ちラグ改修中のはずだ。

「なんで？　今戻ればあの子の裸が見れるかもしれないのに」

「だからだよ!?」

　今度はテスト中に戻らないよう気をつけないといけない。アズラエルはただの友達で、恋愛的な関係ではいっさいないわけで──たとえ仮想世界といえど、裸は見ちゃダメだ。本人も泣いてイヤがってた。リズナは笑っていたが。

　あとちょっと名残惜しい気もしたが。

「いやいや！」

　それでも──絶対にダメなのだ。絶対に。

「ササラキはかわいいわね」

　くすくすと笑うアリスだった。絶対からかわれてる……。

「と、とりあえず続けるよ」

　ササラキは《マスタースクリーン》を起動して『天地創造モード』に──。

「あれ？」

　モードに入ろうとしたとき、コマンドが並ぶスクリーンに違和感を覚えた。

　大きな隙間がある。アイテム、スキルと並んでその下が空白だ。

「────え」

　ここに並んでたのって──確か『ログアウト』じゃなかったっけ？

「ササラキ、どうかしたの？」

「なんか……ログアウトボタンがないんだけど」

　どういうことだ？　またいつものバグだろうか。

　ササラキはベルを取り出してフュリーを呼んだ。

「ゲームの悩みごとは私にお任せ！　どうしました、マスター☆」

　すぐに現れ、いつもの笑顔で問いかけてくるフュリー。

「ええと、ログアウトボタンがないんだけど、なんで？」

　なんだかイヤな予感を覚えつつも聞いてみる。

「それはですねっ☆」

　フュリーが待ってましたとばかりの声を張り上げた。

「バグではありません、仕様です☆」

　だいたい予想通りの答えだ──と思った直後だ。

「なぜ仕様なのかというと☆」

　フュリーがいつもの調子で説明する。




「アズラエルさんが、例の『真の楽園』パッチを適用したからです☆」




　草原に乾いた風が吹き抜けた。

　ササラキは声が出せなかった。アリスも同じようだった。

　ただフュリーだけが変わらぬ笑顔でニコニコと笑い続けていた。

「フュリーはお役に立てましたか☆」

　もう一度風が吹き抜けてフュリーのドレスがヒラヒラ揺れた。

　揺れが止まったあたりで、ようやくササラキは叫んだ。

「なぜに────────────っ!?」

「アズラエルさんも、いろいろ難しいお年頃なんですよ☆」

「いやいやいやいや!?　年頃とかいう次元の話じゃないよ!?」

　デスゲームである。人が死ぬのである。

「思春期の女の子って、わりと殺したり死んだりしませんか☆」

「嫌だよそんな殺さつ伐ばつとした思春期!?」

　フュリーはくすくすと笑い続けている。

「とにかくパッチ適用は事実です。ログアウトボタンがないのも仕様です☆」

　ササラキの鼓こ動どうがどくんどくんと速まっていく。

　この死亡率三百パーセント（一日平均三回）のゲームで本当に死ぬだって？

　やばい。やばすぎる。こんなこと絶対にあってはならない！

「アリスっ！」

　振り返って叫んだ。アリスがジト目で見つめ返してきた。

「は、早くアズラエルを止めないとまずいよっ！」

「……何が？」

「え」

「正直、事情がさっぱりなんだけど」

　表情を変えずに聞き返してくるアリス。

　ササラキは初めてアリスにいらだちを覚えた。なぜこうも理解が遅いのだ。

「アリスだって聞いたでしょ！　デスゲームだよ！」

　アリスがぱちぱちとまばたきをした。腕組みをする。

「デスゲームってアレ？　死んだらリアルでも死ぬ？」

「そうだよ！　死んだら死ぬんだよ！」

「ふーん…」

　腕組みをしてタンタンと地面をブーツで小突くアリス。

「ササラキはそれがありうると思ったわけね？」

「だってログアウトボタンがないんだよ！」

「それは単なる仕様よ──ま、大体状況はわかったわ」

　アリスは『やれやれ』と呆あきれた声でつぶやいた。

「ところでササラキ、今デバッグモードはオンにしてる？」

「え、いやテストプレイがあったからオフに──って、すぐオンにするよ！」

　死んだら本当に死ぬ状況だ。無敵バリアを有効化しないと命が危ない。

《イモータル・ペンダント》を握って切り替えようとする。

　と、アリスが首を横に振った。

「そのままにしといて」

「へ？」

「証明してあげるわ。じっとしてなさい」

　アリスがにこりと笑った。何のつもりだろう。

　耳から十面体のダイスを外した。見覚えがあった。たしかバグで出現した《虹を食らいし古代の竜王》を倒した《女神のダイス》だ。アリスはダイスをぎゅっと右手に握りこむと、野球のピッチャーみたいに振りかぶって──投げた。

　こつん。

　ササラキの額に当たった直後、ゴオオオオオオオオウ！

「えっ」

　風かざ切きり音おんと共にササラキは吹っ飛んでいた。アリスの姿が瞬時に遠のいていく。やがてドゴスウと見えない壁──世界の境界に、張り付けにされた。痛みはなかった。かわりにダメージ表記が見えた。五億。

　直後、世界がモノクロ表示になった。

　でかでかと視界に明みん朝ちよう体たいの文字が見えた。




『あなたは死にました　死因：創世の女神アリス（武器：女神のダイス）』





　＊　＊　＊






　十秒後に視界が切り替わった。

　第二層のテスト用に設置したヤシの木のある島だった。

　目の前にはアリスが立っていて、腕組みをしてササラキをにらんでいた。

　さらに十秒が経たってから、ササラキはようやく事態を把握して、叫ぶ。

「なに──殺してくれてるのアリスッ!?」

「死んでないじゃない」

　ぴたり。

「……あれ？」

「だから言ったでしょ、さっぱりだって」

　女神のダイスをお手玉しながら無表情で言うアリス。

「仮想現実へのフルダイブ用の機器による脳の損傷──そんなフィクションで使い古されたリスクが解決されたからこそ、ゲームへの利用が可能になったの。十年前の初期型ならともかく、一般販売される機器で人殺しができるわけないでしょ」

　自信満々にアリスは言い切った。

　ササラキはぱくぱくと口を開けた。言葉は出なかった。

　デスゲームなんかありえない？　だったらあのパッチは一体──？

「フュリー、どういうことよ。だいたい察しはつくけど──」

「えへへへへへー☆」

　にへらーと笑うフュリー。

「ササラキさんたちは本当に素直でかわいいですねえ☆」

「素直って」

「コイツにからかわれてるだけだってこと」

　フュリーが胸の前で手を組んで、うるうるとした瞳でササラキを見つめた。

「うう、ひどいですよう。ウソなんかついてないですよっ☆」

「わざと説明を省いて誤解させるのは、ウソをつくより悪質よ」

「説明を省く？」

「フュリー。パッチの説明ドキュメント出しなさい。用意してあるでしょ？」

「もちろんありますよっ☆　聞かれなかったので出してませんでしたが☆」

　フュリーが小さなダイスを持って『ヘルプドキュメント呼び出し、PTD-37564』とつぶやいた。するとフュリーの前にボワッと白い煙が出た。煙のあとに、フュリーの身長ほどもある一枚のスクリーンが出てきた。

「どうぞ、マスター☆」

　そのスクリーンを腕のジェスチャーでくるんと回転させた。

　ササラキは中身を読み始めた。




『リリースノート：


　・バージョン32で封印された『恋愛システム』を復活させます。




　・これにより、プレイヤー間の恋愛がシステムでサポートされるようになり、結婚、子作り、浮気、慰謝料支払い、一家心中、葬式、遺産分配が可能となります。







補足１　コードネームについて




　・心中を可能とするパッチであるため『DEATH GAME』と呼称します。

　　これは『結婚とは人生における死』とのダブルミーニングです。




　・コードネームだけ読んで『デスゲームだって!?』と勘違いするバカをからかう意い図とは決して含まれていません。ご理解ください。







補足２　制約事項




　・パッチ適用中は、開発者のログアウトボタンが一時的になくなります。

　　適用が終わると復活します。理由は説明できませんが、仕様です。

　　決してパッチを適用したバカを驚かせる意図はありません。

　　ご理解ください。』






「理解できないよっ!?」

　全力で叫んだ。

「これ絶対、からかうためだけにコードネームと仕様決めたよねっ!?」

「いやですねササラキさん☆　もっと人を信じましょうよ☆」

「おなか抱えて涙流しながら言われても困るよっ!?」

「フュリー感激ですっ☆」

　くるりんっと両手を伸ばして踊るように飛ぶフュリー。

「マスターは最高の贈り物を残してくれました☆」

「むしろ最悪だよ!?」

　叫んでからぜえはあと息をつく。

「えー？　まさか本当に人が死ぬとでも思ってたんですかあ☆」

「そりゃ思うよ!?　だってデスゲームだよ!?　死のゲームだよ!?」

「言ったじゃないですか、マスターはド変態のド童貞のドヘタレだったって☆」

　フュリーがちょっとさみしげに笑った。

「人殺しの度胸なんか──あるわけないじゃないですかっ☆」

　猛もう烈れつな脱力感がササラキを襲おそった。

　草原にへたりこみたい気分だった。だめだ。完全に騙だまされた──。

「こら、休むのはまだ早いわよ」

「え？　なんで？」

　デスゲームじゃないなら放っておけばいい気もするのだが。

「だめよ、バージョン32の恋愛システムには致命的な欠陥があるわ」

「欠陥って？」

「プレイヤーが三秒、握手しただけで」

　アリスが左右の手を握手させた。真剣な視線をササラキに向ける。

「結婚するの」

　絶句した。

「そしてキスすると妊娠するの」

　ササラキは十秒ほど固まってから、ようやく叫んだ。

「なんでさ!?」

「マスターはとってもピュアな人でしたから☆」

「ピュアすぎるよ!?　夢の国の住人だよ!?」

「妖精に本気で恋しちゃう人でしたから☆」

　フュリーが『だから私に手も出せなかったんですよねえ☆』とくすくす笑った。

「今はまだテスト区画だけだからいいけど、一般区画にこんなアホシステムが適用されちゃったら、ただでさえ少ない女性プレイヤーが全員いなくなるわ。アズラエルが何を考えて適用したのかは知らないけど」

「そんなに恋愛がしたかったのかな……って、ちょっと待った」

　そもそもアズラエルはパッチの真実を知っているのだろうか？

　知らない気がする。彼女はササラキ以上に早とちりしがちだ。

　でも──デスゲームパッチだと信じたなら、なぜ適用した？

　何かがおかしい、そう思った瞬間。




『プレイヤー・アズラエルからメッセージが届いています』




　システム音声が響ひびいた。

　アズラエルも真実に気付いたのだろうか？　ササラキは再生ボタンを押した。

『告死天使アズラエルが告げる』

　真剣な声のアズラエル。一拍おいて声が響く。




『ここまで来なさいササラキ。ゲームと遊びの違い、あなたに教えてあげるわ！』




「…………………………なにこれ」

　自分に酔ってる感がひしひしと伝わってくる。とりあえず『ゲームと遊びの違いって、デスゲームのことかな？　それ、僕らの勘違いだったみたいだよ』と返信してみるが返事はなかった。

「……何か嫌な予感がするわ。ササラキ、さっさとキャンセルしましょう」

「どうやって？」

　フュリーのマスターが残したパッチだ。キーコードはわからない。

　ログアウトすれば解除されるらしいがボタンは無効化されている。

「アズラエルの《イモータル・ペンダント（偽）》を初期化すればオーケーよ。あなたの《マスタースクリーン》でゲームマスター権限の登録を解除するの。ただ実物が手元に必要だからデバッグルームに戻らないとね」

「あ、戻るなら広場のテレポーターからお願いします☆」

「なんで？」

「演出があるので☆」

「演出って」

　いったいなんの演出だ。

「アズラエルさん一いつ世せ一いち代だいの晴れ舞台です☆　お願いしますね☆」

　勝手なことを言い残して、フュリーはお空にパタパタと羽ばたいていった。

「アリス、どう思う？」

「わからないけど……ひとつだけ断言できるわ」

　アリスがふうっとため息をついた。

「デバッグルームで──何かロクでもないことが、起きてるみたいね」





　＊　＊　＊






　デバッグルームはギリシャ風の神殿になっていた。

「なぜに!?」

　中央のあたりに、白く磨かれた大理石のタイル。台座の四隅から天井にまでギリシャの神殿のような柱が延びている。中央には玉ぎよく座ざ。二メートルほどもあろうかという背もたれ付きだ。床からはモクモクと白い煙が出ている。

　よく見ると煙は置かれたバケツから出ていた。

　演出用のドライアイスのようだ。

「なんで仮想世界にそんなものが……」

「待ちかねたわ」

　玉座から聞き慣れた少女の声が響いた。

　ササラキは死んだ魚のような目で玉座を見上げた。そこにいたのはもちろんアズラエルだ。ただ、いつものマント姿ではなかった。背中から四枚の巨大な漆黒の翼が生えていた。玉座の背もたれをすり抜けて、二メートル以上に渡って広がる絵画の天使のごとき翼だった。

「審判の時は来たれり。さあササラキ、共に奏でましょう──」

　翼を優ゆう雅がにはためかせてアズラエルは立ち上がった。

　剣を鞘さやから抜き放ちササラキに剣先を向けて叫ぶ。

「私たちゲームマスターによる──最終戦争ラグナロクの協奏曲コンチエルトをッ！」

　五秒が経たった。

　ササラキはぼんやりと思った。




　──予想以上にめんどくさいことになってる。




「ササラキ、アレは彼女流のジョーク？　笑ってあげた方がいい？」

　アリスがひそひそ声で問う。

「いや……僕もさっぱりだけど、ジョークじゃないと思う」

　何かを極度にこじらせている。具体的には中二病を。

　フュリーにいったい何を吹き込まれたのだろう。

「フフフ、貴方あなたたちの言いたいことはわかっているわ」

　アズラエルがわかってなさそうな笑みを浮かべた。

「どうしてこんなバカなことを──と、そう聞きたいのね!?」

「……うん。ある意味では」

　なんだこの大仰な床と柱と玉ぎよく座ざと翼は。どうしてこうなった。

　演出のためだけにわざわざデータを漁あさってオブジェクト生成したのか。

「それよりまず聞いて、アズラエル。あのさ、デスゲームは──」

「私がパッチを適用した理由。今こそ教えてあげましょう」

　聞いちゃいない。

「それはこの世界に欠けた『リアリティある死闘』を実現するためよ」

　アズラエルは朗ろう々ろうと語り出した。

「ササラキ、あなたは疑問に感じなかった？　どうしてドラゴンの炎に焼かれた仲間が平然と生き返るの？　どうして死に戻り──デスルーラなんて戦法が当たり前に使われているの？　死が平然と覆くつがえされてしまうゲームでの戦闘に、意味はあるの？」

「ない気がするけど、そんなことより人の話を」

「だから私は──告死天使アズラエルは決心したッ！」

　とにかく聞いちゃいない。

「敗北は本当の意味での死。そんな完全な世界を具現化してみせるとッ！」












　ブウンッと漆黒の翼が大きくはためいた。

　突風が吹き荒れ、アズラエルの体が空中にフワリと浮いた。

　ぼーっと見ていると、アズラエルがどこか寂しげな笑えみを浮かべた。

「ササラキ……私は間違っているとでも言いたげね」

「かなり根本的に間違ってるよ！　だから話を」

「でも主張を曲げるつもりはないわっ！」

　話を聞かないアズラエルが悲壮な声で叫んだ。

「魔剣グラムよ、今一度その力を示せ──《魔剣覚醒インヴオーク》！」

　叫んだ瞬間、魔剣から禍まが々まがしい紫色のオーラが立ち上る。

　魔剣の効果、クリティカル率＋50％が発動したのだ。

「……あ」

　と、アズラエルはなぜかひるんだ様子を見せた。

　すとんと床に降り立ち、口をわずかにゆがめて、

「だ、大丈夫、大丈夫！　私は告死天使アズラエルっ！」

　何かを自分に言い聞かせている。

　ブンブンと首を振ってササラキをじっと睨にらむアズラエル。

「と……ところでササラキ、確認なんだけど……無敵バリアは有効よね？」

「は？」

「早く答えなさい！　いちばん大事なところでしょ！」

　何が大事なのかさっぱりだったがとりあえずうなずく。アリスに殺された後にバリアを張り直しておいた。死ぬと復活ポイントに戻ってしまうからだ。

「そ、それならオッケーね！」

　コホンと咳せき払ばらいをするとシリアス顔に戻る。

　禍々しいオーラを放つ魔剣グラムを、シャキン！　と構え直す。

「さあ勝負よササラキ！　私を止めたければ──力ずくで止めなさい！」

「何だか知らないけど、今無敵状態だから勝負にならな……うわっ!?」

　四枚の黒い翼がひときわ強くはためいた。突風が吹き荒れる。

「告死天使アズラエル！　参るッ！」

　アズラエルの体が天高く舞い上がった。《魔剣グラム》と《破神剣ラグナロク》を頭上で交差させて、限界まで体を反り返らせる。その体勢のまま強烈な勢いでデバッグルームの天井まで到達すると、ガツンと額が天井にぶつかった。

「きゃうっ!?」

　ビュオウと落下してドガンと玉ぎよく座ざそばに頭から墜落した。

　無敵バリアを切っているらしくＨＰが半分ぐらいにググンと減った。

　アリスは真顔で沈ちん黙もくしていた。ササラキも同じような顔で沈黙していた。

　やがて、むくり。アズラエルが起き上がった。

　涙目だった。手がぶるぶると震えていた。

「だ……だ、だ、だいじょうぶっ！」

　大きな胸に手を置いてまた深呼吸をする。

「わ、私は告死天使アズラエルだもん……死ぬのなんて、こ、怖くないもんッ！」

　すっくと立ち上がると、魔剣を拾い上げてササラキに向けた。

「ふふっ！　なかなかやるわねッ！」

　いや何もやっていない。

「これはやっぱり新種のジョークよね？」

　アリスが真顔でつぶやいた。

「いや、やっぱり、本人的には真剣なんだと思う」

　リアリティある死闘を望んだとか言ってるし。やはりデスゲームと認識してパッチを適用したのだろうか。そのわりに自殺行為が解げせないが──自殺行為に見えるだけで、本人的には真剣勝負のつもりだろうか？

　わけがわからないが──とりあえず止めないと。

「んー。望みどおり殺した方がいいのかしら？　ササラキ、これいる？」

　アリスがつぶやいて『女神のダイス』を手に取った。

「ひっっっっっっ!?」

　びくうん！

　アズラエルが驚いたハムスターみたいに飛び上がった。

「あ、うう……」

　全身を縮こまらせてぶるぶると震えながらアリスを見つめる。

　目尻には涙がじわりと滲にじんでいた。天敵に怯おびえる鳥のヒナのようだ。

　その様子を見て、アリスが『うっ』と表情をゆがめた。

「や、やりにくい……！」

「やっぱり死ぬと信じてるみたいだね」

　だったらなんで自殺的行動を取っているのだ？

　わからない。彼女は普段からわからないが今の行動は極めつきにわからない。

　ササラキが途方に暮れかけた、そのときだ。

　後ろからシュウンと転移音が響ひびく。続いて、

「ササラキさん、アリスさんっ！」

「リズナ!?」

　振り返ると、転移魔法陣の上に血相を変えたリズナ。

「は、話はフュリーさんから聞きましたっ！　死んじゃダメです！」

　そのルートから聞いてはいけない。

「ご無事ですか、みなさ──あっ!?」

　アズラエルに視線をやって、さっと顔色を変えた。

「ＨＰゲージが……!?　な、な、何をやってるんですかササラキさんっ!?」

　タタッと駆けてアズラエルとササラキの間に入り込む。

　そして両手をばっと広げて守る体勢を取ってしまった。

「戦わないでください！　ダメですっ！」

「いや最初から戦ってないよ!?　あと死んでも別に──」

「戦ってないならどうしてＨＰが減ってるんですかっ!?」

「それは勝手に自爆したから──」

「私が勝負を挑んだからよ、リズナ」

　ササラキの声を遮さえぎってアズラエルが不敵な声を発した。

　だめだ。この二人ぜんぜん話を聞かない！

「え──え、ウソですよねっ!?　今死んだら、ホントに死んじゃうんですよ!?」

「だからよ」

　二本の剣をブンッと振り下ろしてみせる。

「ずっと望んでいたもの──告死天使アズラエルに相応ふさわしい、命を賭けた死闘を！」

　数秒の沈ちん黙もく。

　アリスは呆ぼう然ぜんと経けい緯いを見守っているようだった。

　ササラキは何とか割り込みの台詞せりふを考えていたがその前にリズナが動いた。

「アズラエルさん……それは、ウソです」

　静かに断言して、一歩踏み出す。アズラエルが首を横に振った。

「本気よ。死ぬのなんて怖くない」

「噓うそです」

「ウソじゃないって言ってるでしょ！」

　また数秒の沈黙の時間があった。やがてリズナが奇妙な行動に出た。

　いやさっきからずっと奇妙だが、その中でも格別に奇妙な行動だった。

「だったら──わたしがこうしても、泣きませんか？」




　リズナが《イモータル・ペンダント（偽）》を握り『無敵バリア解除』とつぶやいた。

「え──ちょ!?」

　アズラエルの驚きの声。

　リズナが背中のメイスを引き抜く。ぎゅっと目をつむって唇をむすぶ。直後。

「えええいっ！」

　ガンッ！

　強烈な衝しよう撃げき音。自らの頭をメイスの先せん端たんで叩たたいた効果音だ。

　ＨＰゲージが頭上に表示されていた。八割ほどに減っていた。

「ちょ──!?　な、な、何やってるのよリズナ!?」

「あ、あ、アズラエルさんと同じことを、してるだけですっ」

　痛覚はシステムで緩和されているはずだがリズナの目尻には涙が溜たまっていた。

「同じことって、ただの自殺でしょ、それ!?」

「無敵バリアを切って戦いに挑むなんて、自殺と同じですっ!!」

　もう一度ガン！

　ＨＰが半分にまで減り、バーが瀕ひん死しを示す黄色に変化した。

　それ以上にアズラエルの顔色は、ゲージ以上に一気に青くなった。

「こ、こ、これでも平気なんですか、アズラエルさんはっ！」

「やめっ！」

「ちなみに、わ、わ、わたしはこわいです！　す、すごくこ、こ、こわいですっ！」

　言葉通り、リズナは泣きながら笑っていた。

「リズナ、やめて──！」

「やめません！　死ぬんです、ほんとうに！　二度とお話もできないし冒険もできないしゲームで遊ぶこともできないし、お葬式で親戚とお友達にお線香をもらわなきゃいけないんです！　お父さんもお母さんも、な、泣いちゃうんです！」

「リズ──ッ！」

「アズラエルさんはどうですか！　わ、わた、私が死んでも、泣きませんかっ！」

「や、やめ──！」

「と、と、友達が死ぬかもしれないのに──それでも笑えるんですかあっ！」

　リズナがもう一度大きくメイスを振りかぶった。

　そこが、限界だった。




「やめてええええええええええええええええええええっ！」




　叫んだアズラエルの両手から剣が転げ落ちた。

　カランカランと《魔剣グラム》と《破神剣ラグナロク》が転がっていく。

「やめて……！」

　がくんとヒザから崩れ落ちた。

「ウソだから……あ、あやまるから……お願い、それ以上は、やめてっ！」

　か細い涙声だった。

「死なないで……リズナ……っ！」

　ぺたんとへたりこんで、しくしくと泣くアズラエル。

　はあはあとメイスを下げて荒い息をつくリズナ。

　やがてアリスが呆ぼう然ぜんとつぶやく。

「ササラキ……コレ、どういうことなの？」

「僕に聞かれても困るよ!?」

　本当に。

　何がどうしてこうなった。





　＊　＊　＊






「最初は……じ、自殺しようとしてたの……」

　アズラエルがめそめそと泣きながら事情を説明していた。

　話をまとめると、こういうことらしい。

　間違ってデスゲームパッチを適用してしまった。解除コードもわからない。このままじゃみんな死んじゃう。泣きながら止める方法をフュリーに聞いたら『パッチの適用者がいなくなればいいんです☆』とのことだった。

　つまり──。

「わ……私が死ねば……パッチは止まるし……みんな死ななくて済むし」

　ササラキは何かを言おうとしたが何も言えなかった。

　ただ、あの妖精はやはり隔かく離りしておくべきだったと思った。

「で……でも……やっぱり怖くて」

　アズラエルがミニスカートをぎゅっとつかむ。

　ひざの近くに転がる《魔剣グラム》をチラリと見やる。

「腕が動かなくて……ど、どうしても死ねなくてっ」

「それで、ササラキさんに、殺してもらおうとしたと？」

「うん……ラスボスをロールプレイすれば、倒してくれると思って……」

　その理り屈くつはおかしい──と突っ込むことはできなかった。

　誤解だけで構成された論理だけど本人は真剣なのだ。

「でも……」

　こぶしを口のあたりにやる。その腕は震えていた。

「ごめん……り、リズナの言うとおり……です……」

　敬語でつぶやく。声は強くなっていた。

「無理なの……こわいの……震えが……と、止まらないの……」

　頰ほおに涙が伝っていた。

「ごめん、謝るから……ウソついたことあやまるから……だ、だから……っ」

　涙を隠すように両手で顔を覆おおって、アズラエルはつぶやいた。




「おねがい……誰か、たすけて……っ！」




　がしりと。

　心臓をわしづかみにされたような感覚があった。

　彼女の涙は本物なのだ。本当に怖くて泣いているのだ。

　それがたとえ勘違いと思い込みで突っ走った結果だとしても──。

「あ、あのさ、アズラエル！　大丈夫だよ！」

　たまらずササラキは叫んだ。アズラエルがぱちぱちとまばたきした。

「だって適用したのはデスゲームパッチじゃないんだから！」

「……え？」

　ぱちくりとまばたきをするアズラエル。

「何言ってるのよササラキ？　私は確かに」

「コードネームが狂ってるだけで本当は恋愛システムのパッチなんだ！」

「──────」

「結婚が手を握っただけで可能になるだけなんだ！　だから、大丈夫だよ！」

　一気に喋しやべり終えた。ぜえはあと息をつくササラキ。

　アズラエルはきょとんとしている。

　やがてくすりと小さな笑いを浮かべた。

「……ありがと、ササラキ。少し気が楽になった」

　直後に肩を落とす。

「でも……現実逃避は、よくないわよ？」

「わかってないっ!?」

　こうなったらいっぺん死んでみせるべきだろうか？　でも復活ポイントは遠いし、パッチ適用までもう時間がない。リズナやアズラエルを殺したら本当にショック死してしまいそうで怖いし、そうでなくとも後で恨まれそうだ。

「アズラエル、ササラキの言うことは本当よ」

　アリスが一歩進み出て優しい声で言った。

　アズラエルがアリスを見つめて──やがて首を横に振る。

「ごめんね。あなたにまで気を使わせて……でも事実なのよ」

「いや人の話を」

「このゲームでは本当に、人が死ぬのよ……っ！」

　顔を伏せてしまうアズラエル。目からじわりと涙があふれた。

　アリスが困った顔で振り返った。

「ササラキ。どうしてこの子は話を聞かないの？」

「僕に聞かれても困るよ!?」

　そのとき。

『一般区画へのパッチ適用完了まで、残り十分です』

　デバッグルームにシステム音声が響ひびいた。

　アリスがふうっとため息をついた。

「……しょうがないか。説得は後にして、パッチ解除を優先しましょう」

　アズラエルの方に向き直る。するとリズナが走ってきた。

　アリスとアズラエルの間に身体を割り込ませる。

「だめです！　殺しちゃだめですっ！」

「大丈夫だよ。パッチ解除のために死ぬ必要はないんだ」

　というか、そもそも死ぬことは不可能なのだけど。

　そのへんの説明をしている余裕も、なさそうだ。

　アズラエルがきょとんとした顔でササラキを見た。

「うそ……解除キーは、ササラキだって知らないでしょ……」

「そっちじゃなくて。ペンダントを出してくれる？」

「……なんで？」

「初期化すればパッチ解除されるらしいんだ」

「あなたの権限はペンダントと連動してるからね」

　リズナが「なるほど！　そんな手がっ！」と嬉うれしそうに言った。

　アズラエルはまだ動かなかった。

　ぺたんと床に手をついて、大口を開けてアリスの目を見つめている。

「だって……だ、だって、私のペンダントは」

「ペンダントは？」

　アズラエルがデバッグルームのすみっこを指差した。身長ほどもある巨大な機械がそこに設置されていた。フュリーが《世界鍵キー・オブ・ザ・ワールド》を破壊したという『電子シュレッダー』だ。

　あそこに突っ込まれたアイテムは完全に封印され二度と手に入らない。




　──ちょっと待った。




「え……まさか、アレの中!?」

　アズラエルに涙目で見つめ返されてしまった。

　その口は情けなく『へ』の字に曲がっていた。

　ササラキは自分の推測が正しかったことを悟った。

　つまり──アズラエルの《イモータル・ペンダント（偽）》は既すでに破壊されている。

『残り八分です』

　システム音声がデバッグルームに響ひびいた直後、アリスとササラキが叫んだ。

「「どうしてそんなバカなことをっ!?」」

「だ、だって！　初期化すればキャンセルできるなんて聞いてないしっ！」

　アズラエルがイヤイヤをしながら叫ぶ。

「あ、アレを見てたら、どうしても無敵バリアをオンにしたくなるし……っ！」

「退路を断つためだけにペンダントを破壊したの？」

「う」

　アズラエルが顔を両手で覆おおってしまった。

　ササラキはいままでで一番大口を開けていた。

　なんて自爆だ。

「私、やっぱりダメダメなんだ……！」

「いや確かにダメダメだったけど！　アリス、どうしよう!?」

　反応はなかった。流石さすがに面食らっていたようだ。

　数秒経たってから、やっとハッと気を取り直した様子で、

「ちょっと待ちなさい。権限複写して……いえダメね時間が……他の手は」

　腕組みをしてうなりはじめるアリス。すぐには答えは出そうもない。

　ササラキはごくりとつばを飲み込んだ。

　なんてことだ。このままでは世界は恐ろしい事態に陥おちいる。手を繫つないだだけで結婚する世界。それはつまり、みんなで手を繫いでマイムマイムとかのフォークダンスもできないということだ。あれ、別にどうでもいい気がする──。

「って、やっぱりまずい！」

　脳内音声をブルブルと頭を振って消しこんだ。

　そんなアホ仕様が現実になれば多くのプレイヤーは呆あきれて去ってしまう。そしてサービスが終了してしまう。それだけは避けなければならない。だから真剣になるのだ。アホな状況に脱力している場合ではないのだ。

『残り五分です』

「……ッ！」

　アズラエルの声。振り向くと魔剣をガシッと握っていた。

「やっぱり……わ、私、死ぬわ！」

「ダメですーッ！」

　がしいっと泣きながらその腕をつかむリズナ。

「離してリズナ！　このままじゃみんな死ぬの！　他に解決法なんてないの！」

　アズラエルの声も体も恐怖のためかガクガクと震えていた。それでもリズナを振り払って剣を喉のどに突きつけようとする。本気だ。本気で彼女は死のうとしている。別に自殺しても死なないし解決もしないのだが──とにかく、本気だ。

　助けてあげたい。

　何か方法はないか──そのときだ。

「ん──しょーがないか」

　アリスが振り返った。さわやかな笑えみを浮かべていた。

「ササラキ。《イモータル・ペンダント》貸してくれる？」

　何か手を思いついたのだろうか？

「パッチのプログラムを解析して解除キーを割り出す。デバッグ権限が必要なの」

「え──そんなことできるの？　もうあと三分ぐらいしかないよ？」

「私を誰だと思っているの？」

　にやりと笑うアリス。

「天才ゲームマスターのアリス様よ」

　腰に手を当てて胸を張り、自信満々のアリス。

　態度はとても頼もしいが──ちょっと待った。

「前はペンダントは自分には使えない、って言ってなかった？」

　以前アリスに渡そうとしたら、事情があって使えないと言っていた。

　アリスの頰ほおからたらりと汗が流れた。笑顔が硬くなる。

「……あれはウソよ」

「噓うそって」

「もしくは事情が変わったのよ」

「いつどんな事情で？」

　ぬぐっと言葉に詰まるアリス。正直、めちゃくちゃ怪しい。

　パッチのプログラム解析ができる、というのは事実だろう。そうでなければ今この緊急事態で言い出さない。怪しいのは『事情があって使えない』方だ。アリスがペンダントを使わない事情とはいったいなんだ？

　それはまさか──。

「……っ！」

　理由を想像した瞬間、悪お寒かんを覚えた。

「ちょっと、ササラキ！」

　もし想像が正しいなら──絶対にアリスにペンダントを渡せない。

（でも──どうする？）

　パッチ解除に必要なのは三桁けたの数字のキーだ。

　組み合わせの種類は一○○○通り。デタラメに試して当たる確率ではない。考えるんだ自分。アリスは『ゲームマスターは、まず自分で考えるものだ』と言っていた。いま考えなくていつ考えるのだ。

　まず──解除キーを設定したのはフュリーの旧マスターだ。

　彼についての情報はないだろうか？　フュリーを溺でき愛あいしていた。しかし手が出せず仮想世界で愛するあまり抱き枕まで作ったらしい。あとフュリーのスリーサイズ『８・５・７センチ』を神聖文字とあがめ奉たてまつっていたらしい。

　瞬間。

　何かいやなものが背筋を駆け上がった。

「……まさか」

　ひとつの可能性に思い当たっていた。確かに符合する。

　フュリーも以前──その三桁をパスワードとして設定してた。




『残り一分です』




　無機質なシステム音声が響ひびいた。

「ササラキ、何やってるの！　早く貸してっ！」

　アリスがせかしてダイスを投げつけてくるが無敵バリアに弾はじかれた。

「──うん、きっとこれだ」

「ササラキ、早く──」

　ササラキはどこか乾いた笑いを浮かべた。玉ぎよく座ざに向かって歩いていく。

　目の前にはウインドウが浮いていて、解除キーの入力を待っていた。

　たぶん──いや、まちがいなく、

　これが正解だ。

「大丈夫だよアリス」

　ササラキはずっと笑っていた。

　この世界はクソゲーだ。

　解除キーだってどうしようもなくくだらない。

　そんな世界で誰かが死ぬなんて──あってはならない。

　確信しつつササラキはその数字『８・５・７』を入力した。




『パッチ適用がキャンセルされました。キャンセル処理を開始します』




　システム音声がデバッグルームに響ひびいた。

　振り返るとみんなが『ぽかーん』と口を開けていた。

　みんな、何が起きたのか、さっぱり理解できていないようだった。

　いちばん最初に立ち直ったのはやはりアリスだった。

「ササラキ──どうやって？」

「フュリーのスリーサイズだよ」

「は？」

「ほら、ラストダンジョンでもパスワードだったでしょ」

　パッチを作った旧マスターにとって最も神聖な三文字だ。

　アリスに説明すると、額に手をやって深いため息をついた。

「くだらないわね……本当に」

「そうだね……」

　果てしなくくだらない世界だが。

　しかしまあ、そんな世界で自分たちは生きているのである。

「え……な、なに？　何が起きたの？」

　アズラエルがきょろきょろと部屋を見回している。

「聞いたでしょ。パッチ適用がキャンセルされたのよ」

　アズラエルの問いにアリスが答える。

「……それって」

　アズラエルが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「私……死ななくても……いいの？」

「いやそれは元からだけど──」

「助かったんですよ、アズラエルさんっ！」

　リズナが割り込んできた。ぐっと両こぶしをにぎって笑顔だ。

　その声を受けてようやくアズラエルは変化を見せた。

　体を上下に細かく震わせる。じわりと目尻に涙がたまる。

　次の瞬間。

「う……うえ……」

　ぎゅうっとスカートを強くつかんで、嗚咽おえつの声を漏らしはじめた。

「ふええええ……っ」

「アズラエルさん……」

「こわ……こわかった……よお……」

「大丈夫、もう大丈夫ですからっ」

「うえ……うええええん……」

　リズナがアズラエルのそばに座り込んで、背中を優しく撫なでる。ササラキは心にじんわりとしたものを感じた。自分は二人を死の恐怖から救い出すことができたのだ。彼女たちが怯おびえる必要は、もうないのだ。

　──最初からなかったけど。

（いやいや）

　ササラキは首を振ってツッコミ衝動を打ち消した。

　勘違いにせよ、彼女は本当に死ぬのを怖がっていたわけで。

　だからまあ、よかったのだ。すごくいいことを自分はしたのだ。たぶん。

　そう思いこむことにした。

　アズラエルを見る。まだひっくひっくと泣いている。

「ハンカチあげた方がいいかしら」

　アリスが言った。

「そんなのあるの？」

「抱き枕があるんだから、あるわよ」

　また無駄な手の込みようだった。

　アリスはポケットから白いハンカチを出してササラキに差し出した。

　ササラキから渡せと言うことらしい。とりあえず受け取る。

　それからアズラエルのそばに寄った。

「アズラエル、大丈夫？」

　ハンカチを差し出しながら問いかける。

「え──」

　アズラエルが頭をもたげてササラキの方を見つめた。

　ハンカチとササラキの顔の間で、視線を往復させる。

　また泣き出すのだろうか──そう思った瞬間だ。

　アズラエルがゆっくりと手を伸ばした。

　ぎゅっと。

　ハンカチではなく、ササラキの手自体を包みこんできた。

　じんわりとした女の子の熱が手の甲を通して伝わってきた。

「その……」

　視線をそらす。何かを言いたそうで、でも言えない、そんな仕草。震える声で涙をこぼしながら、懸命にといった様子。うるんだ瞳が間近でうかがえる。握られた手から、アズラエルの熱い想おもいがじかに伝わってくるかのようだ。

「あの…………」

　うつむいていたアズラエルが顔を上げた。そしてつぶやく。




「………………ありがとう」




　どくんと。

「う……わっ」

　あのアズラエルが、素直にお礼を言うなんて。

　ササラキの鼓こ動どうが速まる。アズラエルの目から視線が離せない。

　そして想う──これはまずい、と。

　何がまずいって、自分はそこまで感謝されるようなことはしてないのだ。アズラエルは命を救われたと思い込んでいるのだろうが、それは違うのだ。故意に騙だましたわけではないが今のこの状況は、騙して感謝させてるだけじゃないか。

　なんだか自分が極ごく悪あく人にんのように思えてきた。

「あ、アズラエル！　聞いてほしいことがあるんだけどっ！」

「え……？」

　ちょこんと首をかしげるアズラエル。

「な……な、なに？」

　聞き返す声は上ずっていた。

　涙の跡が残るほっぺたは赤く染まっていた。

　その顔に一瞬視線を奪われたが──すぐに首を横にぶんぶん振った。

　いますぐ誤解を解かないと。

「あのさ、何度も言うけどさっきのパッチは」

　そこでササラキはこほんと咳せき払ばらいをした。今度こそ伝えよう。

　落ち着いた今ならアズラエルもきっと話を聞いてくれるはずだ。

「デスゲームパッチじゃなくて──」

　直後。




『プレイヤー間の握手を確認しました。ご結婚おめでとうございます』




　リンゴーン。

　鐘の音ねがスピーカーから鳴り響ひびいた。

　アズラエルの頭上にポンッとハートマークのウインドウが出た。

　その中に一行だけ『結婚済み　夫：ササラキ』と書かれていた。




「「──────へ？」」




　ササラキとアズラエルの声が共鳴した。

　アズラエルが怪け訝げんそうにササラキを見ていたからだ。

「え──ど、どういうこと、これ？」

　答えられない。

　何を言っても墓ぼ穴けつを掘ることになる気がする。

　この状況はちょっとまずい。むしろちょっとどころではなくまずい。

「だから、恋愛システムのパッチだって言ったでしょ」

　逡しゆん巡じゆんを踏みにじるかのごとく、アリスが言った。

　直後、ボウン！　ササラキとアズラエルの左手を白い煙が覆おおった。

「わっ!?」

「きゃっ!?」

　煙はすぐに収まった。特に変化は──いや、ひとつだけ変化があった。左手の薬指にキラリと無地の銀色のリングがはまっていた。よく見ると細かい文字で『ササラキ＆アズラエル』と彫ほられている。












「結婚指輪みたいね」

　アリスが冷静な声でつぶやいた。

　アズラエルが左手のリングを呆ぼう然ぜんと見つめている。

「え、え、えっ……？」

　ササラキとアリスの間できょろきょろと視線を往復させる。

「だ、だって……私が適用したのはデスゲームパッチで」

「それは悪質な冗談。デスゲームなんてありえないわ」

　アリスがぴしゃりと答えた。

「もう一度言うわよ。適用したのは恋愛システムのパッチ。証拠はその結婚指輪」

「え、でも、でもっ！」

　アズラエルはまだ納得いかないようだ。

『パッチのキャンセル処理が完了しました。以後、新規の恋愛行為は禁止となります』

　システム音声が響ひびく。アズラエルの動きが完全に止まる。ようやく理解したらしい。

　しばらくの間まがあった。

　ササラキにとっては永えい劫ごうとも思える間だった。できればこの間に世界崩ほう壊かいが起こってほしいと思っていた。これから先に何が起こるか、想像することすら、こわい。しかしもちろん永遠なんてなかったので終わりは訪れた。

　ボウン。

「なっ！」

　アズラエルのほっぺが真っ赤に爆発した。

「なっ、なっ、なっ、なあああ──」

　ぷるぷるとアズラエルの腕が震え出した。

　限界いっぱいまで赤くなった頰ほお。ヘビみたいにのたうちまわる唇。

　明らかに動揺しているが、その原因は恐怖ではなく羞恥であると思われた。

　何を恥ずかしがってるのかというと──たぶん──致命的な勘違いを。

　ああ。

　やっと気付いてくれたのだ。

　でももう三十分だけ早く気付くべきだった。

　ササラキがそう思った、直後のことだった。

「何よソレはああああああああああああああああっ!?」

　虚むなしい叫びが、デバッグルームにこだました。



















　あの後。

　デバッグルームで、アズラエルが暴れた。

『なんで早く言わないのよおおおおおおっ!?』

　あまりに理不尽な言い分である。『恋愛パッチって話したけど聞かなかったんじゃん!?』と叫ぶササラキを《魔剣グラム》で袈け裟さ斬りにしようとして無敵バリアにカキーンと弾はじかれた刃が自分の腹に当たって自爆した。

　そして五分後に戻ってきた。

　次に結婚指輪を破壊すべく魔剣でガンガン叩たたいた。十五回ぐらい叩いたあたりで刃がすべって体に当たってまた自爆した。『面白そうですね！』と後を追ってリズナも死んだ。そして三分後に二人で戻ってきた。

『な、なんでこうなるのよう……！』

　とか言いながらめそめそ泣くアズラエルだった。

『とにかく離婚！　離婚よ！　はやく！』

『ごめん……離婚システムはないらしくて』

　フュリー曰いわく『離婚？　なんですかその単語☆　二人の愛は永遠です☆』とのことだ。例の変態マスターの辞書には離婚などという文字は存在しないらしい。結婚したら何があっても墓まで一緒だ。メルヒェン過ぎる結婚観。

『よかったじゃないですか！　おめでたいことです！』

『ぜ、ぜんぜんめでたくないわよっ!?』

『とにかく死なずに済んだんですから！』

『最初から死ななかったんでしょ!?』

　とか言い争ううちに二人のログイン制限時間がやってきた。




　そして今に至る。

　二人を送り届け、デバッグルームに戻ったササラキを見てアリスが微笑ほほえんだ。

「おかえり、ササラキ」

　ちゃぶ台の前でぽりぽりとポテチをかじっている。表情はいたずらっぽい。彼女もこの状況を楽しんでいるようだ。軽く会釈をして、ササラキはその正面に座った。ポテチの袋から一枚取り出してかじる。なんの味もしないが気分は落ち着いた感じがした。

「今日は大変だったわね。おつかれさま」

　アリスがくすりと笑った。

「アズラエルはどうだった？」

「めちゃくちゃ暴れてた」

「でしょうね」

　申し訳なさげにため息をつくアリス。

「でも、許してあげてね。彼女は彼女で真剣だったんだから」

「うん、わかってる」

「後で二人で謝りましょう──あとフュリーにもね」

　アリスがデバッグルームの壁際を見た。アズラエルが座っていた玉ぎよく座ざが置かれていた。あの椅子に座って、アズラエルは、本当に死ぬ覚悟をしていたのだ。自己犠牲で皆を救おうとしたのだ。

　空回りだったけど。あと最後に結局ヘタレたけど。

　少なくともその決意だけは本物だった。

　死を怖がる彼女の言葉を思い出すと、胸がまたずきんと痛んだ。

「……そんな覚悟は、させちゃいけなかったんだけどね」

　アリスがぽつりとつぶやいた。

「命がけのゲームなんて、実際にプレイして楽しめるのは──」

　アリスがまたポテチを一枚かじった。

「──頭のおかしなヤツだけよ」

　独り言のように続ける。

「このゲームで人が死ぬなんて──絶対にあってはならないのよ」

　数秒の沈ちん黙もくが流れた。

　確かにアリスの言うとおりなのだろう。

　ただ──アリスの言い方には引っかかるものがあった。

「ん？　どうかしたの、ササラキ」

　アリスがにこりと笑った。

　やたらと態度のでかい銀髪の少女。ジョブは《創世の女神ザ・クリエイター》。見た目は小学生なのにゲームのことにとにかく詳しくて、いつログインしてもゲーム内に存在している。起きているところ以外は見たことがない。明らかに普通じゃない。

　というか、今までの情報を総合すると彼女はきっと──。

「あのさ、アリス。誰も死なないっていうのは噓うそだよね」

「噓？　そうね、キリネは首を吊つるかも──」

「そうじゃなくて……アリスはさっき、死のうとしてたよね？」

　数秒の沈黙があった。

　やがてアリスはにやりと笑う。

「さっきって、いつのこと？」

「アリスが《イモータル・ペンダント》を使おうとしたときだよ」

　あのとき彼女はパッチを止めるためのペンダント使用を躊ちゆう躇ちよしていた。

　そして人工知能がペンダントを使うと消滅する。つまりアリスは──。

「人工知能、なんだよね？」

　アリスは返事をしなかった。

　両ひじをちゃぶ台について、ササラキを見つめている。

　それでササラキは確信した。

　アリスは人間じゃない。ゲームの世界に生きる女神だ。そしてこの世界を救うために、さっき、死を決意してしまっていたのだ。何がアリスにそうさせるのか──きっと、彼女はこの世界を愛していて──。

「ぶっぶー」

　アリスが腕で大きくバッテンを作った。

「……え？」

「はずれよササラキ。あなたも中々のロマンチストなのね」

　くすくすと笑いはじめる。

「なかなか楽しい想像じゃない。うん、今度クエストとして組み込ましょうか」

「え、いや、想像じゃないよ。僕は本気で言ってるよ」

　そのときだった。

「ふふふふふ」

　アリスの目がぎらりと銀色に光った。

　ぞくり。背筋に悪お寒かんを覚える。なんだこの──すごい楽しそうな笑えみは。

「ササラキ。あなたは大事なことを忘れてるわ」

　すたっとちゃぶ台の上に飛び乗るアリス。

「この世界はクソゲーなのよ？」

「いやそれは覚えてるけど」

「女神様が自己犠牲で世界を救う──そんな夢みたいなこと、あるはずないでしょ」

　アリスがパチンと指を鳴らした。

　とたん、ブウンと音を立ててメインスクリーンが切り替わった。

「え……」

「見なさい。イーストエンド・ゲームズの会議室のカメラ映像よ」

　デバッグルームのメインスクリーンに映像が映し出された。リノリウムの床にホワイトボードにベッド。どうやら会議室のようだ。ベッドには誰かが寝ている。見るとＶＲギアをかぶる銀髪の少女だった。

　ていうかアリス。

「……………………あれ」

　なんでＶＲギアをかぶってるんだ？

「それで、誰が人工知能ですって？」

　アリスがにやりと笑いかけてきた。

「え、いやええと、あ、替え玉を用意したとか……」

「キリネが退院したら会社でオフ会しましょうか？」

「えええええ」

　なんだこれ。画面の中にいるのは確かにアリスに見える。

「ササラキも甘いわねー」

　アリスはくすくすと笑い続けている。

「この世界は、あなたが思うよりも、ずっとくだらなくて──」

　ササラキの額をこつんと小突いて、アリスは笑った。

「──ずっと楽しく、できているものなの」

　ウソを言っているとは思えない、さわやかな笑えみだった。

「わかった？　私は女神なんかじゃなくて、ただの天才ゲームマスターよ」

「で、でも《イモータル・ペンダント》は……？」

　使うのを躊ちゆう躇ちよしていたのは確かなはずだ。

「それは自分で考えてみなさい」

　ふふふとアリスが笑った。ササラキは深くため息をついた。

　なんだかわからないが──とにかく自分は勘違いをしていたらしい。

（まあ……よく考えたら、いろいろおかしいか）

　そもそもアリスは人工知能にしては賢かしこすぎるし。

　キリネさんとやらはアリスをずいぶん信頼してたし。

　きっと本当に存在する女の子なのだ、アリスは。

　思った瞬間、アリスがぱんぱんと手を叩たたいた。

「そんなことより、さっさと第二層の実装を再開しましょ」

「ああ……うん、そうだったね」

　アズラエル空回り事件のせいで忘れていたが、第二層《果てなき大おお海うな原ばらの果て》を実装していたところだったのだ。女神様なんてこの世にいないから、自分で、このくだらない世界を改善しなければならないのだ。

　一万人のアクティブユーザーがいるのだ。

　そのために、まずは第二層の作成をがんばるとしよう。

「競合会社にも負けないようにしないとね」

「競合会社？」

　アリスがなぜかぱちぱちとまばたきをした。

　やがてポンと手を打つ。いま思い出したとでも言わんばかりだ。

「ああ、アルティメットなんちゃらのこと。アレなら気にする必要ないわよ」

「え──なんで？」

「言ったでしょ」

　アリスがパチンと指を鳴らした。

　スクリーンにアルティメットワールド・オンラインの広告が映し出された。

　究極のリアリティ、最高のゲーム、そんな文字が躍っていた。

「とても夢のある広告よね」

「まあそうだけど」

「だから」

　アリスがにやりと笑って断言した。

「絶対に──くだらない裏があるわ」





　＊　＊　＊






　翌日のこと。

　デバッグルームのメインスクリーンに、ネット掲示板が映し出されている。

　ササラキはアズラエルとリズナと三人でその書き込み群を見つめていた。




『超ヤバい。色がヤバイ。色調反転してホラー世界！』

『四し六ろく時じ中ちゆうジャリを嚙かんでるみたいな感覚がした！　なにこれ!?』

『それログイン場所が同じだから他人の武器が刺さって死んでる』

『HELP：街を出たら地面を突き抜けてブラックホールにいます』

『誰だよこんなクソゲーのリリース認めたの!?』




　アルティメットワールド・オンラインのレビューである。いつも見るユーザーからのクレームよりも、百倍ひどい。どうやらリリースされたゲームは、史上まれに見るクソゲーだったらしい。

「──なんというか」

　隣を見るとアズラエルとリズナがぽかーんと口を開けている。

　どうやらササラキと同じ心境のようだった。

「このゲームって……」

　アズラエルがぽつりとつぶやいた。

「だ……だいぶ、マシな方だったのね……」

「ありがと、アズラエル」

　にこりとアリスが微笑ほほえんで応えた。

「アリス、どうしてあっちもクソゲーだってわかったの？」

「単純な話よ」

　ぴんと指を立てた。

「オープンβも行わずにリリースされるＭＭＯが、まともなはずがないでしょ」

「…………………………ああ」

　それは身をもって思い知らされている。

「だったらリリースしなきゃいいのに」

「リリースしないと、お金が入らないでしょ」

　アリスが指でお金のサインを作ってみせた。

「リアリティある世界なんて本気で作り込もうと思ったら、それこそ何百億、何千億とかかっちゃうのよ。あっちも最初は予算を確保してたんでしょうけど──あまりに完成が見えないのに耐えかねてリリースさせたとかじゃない？」

「ほんとに夢のない話だね……」

「現実だもの」

　アリスが『ふふふ』と小さく笑った。

「夢も希望もない世界で、夢を見せるのがゲームマスターの仕事よ？」

「そういうものなんだ？」

「そういうものよ──ほら、見てご覧なさい」

　アリスがパチンと指を鳴らす。

　メインスクリーンにひとりの少女が映し出された。黒髪ショートカットで、細剣を持つ少女。見覚えがある。たしかラストダンジョンでササラキが全滅させたうちの一人、ティオリスというプレイヤーだ。

　どうやら街の広場で、プレイヤー達たちを相手に演説をしているようだ。

『《はじまりのおわりの洞どう窟くつ》への挑戦は失敗しました。しかしこれは、終わりではありません。むしろ挑戦の始まりなのです！　いま私たちは試されています！　邪悪なる運営のワナに負けず──第二層を、絶対に、探り当てましょう！』

　ウオオオオオオウと歓声がティオリスの周囲で上がっている。

　ティオリスが『ありがとう！　ありがとうみんな！』と感動の涙を流している。

　とても楽しそうだ。

「ほら、私たちの努力も無駄じゃなかったでしょ？」

「あのジェノサイド計画を努力と言っていいのかな？」

「いいのよ。それに、彼女だけじゃないわ」

　アリスがまたパチンと指を鳴らし、スクリーンがまた切り替わった。ササラキが作ったチュートリアルダンジョンだった。宝箱のある部屋で、三人の少女がなにごとか相談しているようだ。三人ともどこかで見たことがある。二人はラストダンジョンで。

　もう一人は──初心者の、たしかリゲルという子だ。




『どうしよう！　あの宝箱は罠わなっぽいよセシリコちゃん！』

『落ちついてくださいサラピ。私に名案があります』

『ぞくりとしたけど何かなセシリコちゃん！』

『器用なサラピが罠を調べて、貧弱な私は遠くに隠れて様子を見る』

『なるほど名案だね……って騙だまされるかああああ！』

『あの、そもそも罠とわかってるなら、放置すればいいのでは？』

　リゲルが呆あきれた様子でつぶやくと二人が『おおーっ！』と声を上げた。

『その考えはなかったよ！　新入りさんは頭がいいね！』

『私より頭いい。まずい。アイデンティティ崩ほう壊かいの危機が私を襲おそう』

『そ、そう？　こんな当たり前のことで驚かれても……』

　照れつつもまんざらではない様子のリゲルだった。

「……楽しそうだね」

　別にチュートリアルそのものが役に立ったわけじゃないが。

　ゲームが終わってしまえば、あの子もきっと失望してしまうだろう。

　だったら──自分が投げ出すわけにはいかない。

　彼女たちは相変わらずこの世界を楽しんでいる。リズナやアズラエルがそうであったように、この世界で思い出を築いてきている。だったら──世界を終わらせるわけにはいかないのだ。たとえそれが、どれほどのクソゲーであったとしても。

　ササラキはメインスクリーンを見つめて、こくんと頷うなずいた。

「──もっと、楽しませないとね」

　アリスがにこりと笑った。

「オッケー、いい返事よ！」

　言うとアリスはぴょんっとみかん箱の上に飛び乗った。くるりんと踊るようにステップを踏んで、パチンと指を鳴らす。メインスクリーンが海の光景に切り替わった。第二層《果てなき大おお海うな原ばらの果て》だった。

「すべてはプレイヤーを楽しませるため──第二層の作成、再開しましょうか！」

　ソード＆マジック・オンライン。

　サービス終了予定まで、残り二週間のことだった。






あとがき






　みなさまこんにちは。つちせ八や十そ八はちと申します。前作の『ざるそば（かわいい）』あとがきと同じく、自己紹介はさておいて、タイトルがひどい本小説を書いたきっかけを解説したいと思います。




　ＶＲＭＭＯがもし現実に存在したら──というのが、この小説のコンセプトです。人生を送れるほど現実に近いファンタジー世界をまるごと一つ作る。まさしく神業で、およそ人類には不可能とすら思えます。不可能への挑戦です。

　なので、最初のうちは、挑戦に失敗してクソゲーになります。

　この小説のように、ひどいことになります。

　ではそんな黎明期のＶＲＭＭＯ（ひどい）に何の価値もないかというと、そんなことはなく、ゲームとして楽しむことはできるはずです。この小説ではそれをお伝えするためにＶＲＭＭＯのプレイヤーとゲームマスター達たちの物語を描きました。

　この小説でＶＲＭＭＯに希望を持っていただければ、嬉うれしいです。

　たとえクソゲーであっても、楽しいものは、楽しいのです。




　それから謝辞を。今回も、たくさんの方にお世話になりました。

　イラストのにろ先生。アリスとアズラエルとリズナとフュリーとササラキつまり全員がスーパーかわいいです。特にピンク髪のリズナのあっかるさは、本小説を書いてて挫けそうになったときに勇気づけられました。

　キャラデザ・挿絵そしてコミカライズをご担当いただいた、東雲しののめ太た郎ろう先生。なぜこのようなご縁を頂けたのかいまだにまったくさっぱりわからないのですが、涙目のアズラエルがウルトラかわいいです。実家の神棚に飾ります。

　担当編集のＮ様・Ｏ様にはたくさんのご迷惑をおかけしました。いろいろすみません。今後もたくさんご迷惑おかけしますというか現在進行形で迷惑かけてますが見捨てず見守っていただけるとすごく嬉しいです。がんばります。はい。

　そして本小説を手にとっていただいた読者様。ほんとうにありがとうございます。少しでも笑えたとか、面白かったとか、かわいかったとか思っていただければ、とても嬉しいです。嬉しいことばかりです。

　以上、謝辞でした。次巻または次作にてお会いできれば幸いです。それではまた！





二○一六年六月　つちせ八十八































特別付録　書き下ろし短編







『リズナの《ぐつぐつドリンク》』




　ササラキ達の足下で、溶岩がぐつぐつと音を立てていた。ここはダンジョン《ほのおのはしるどうくつ》である。通路を数メートルの幅のマグマの川が塞いでいて、そこに石造りの橋がかかっている。

　その橋のたもとでピンク髪の少女がしゃがみこんでいた。

「おおおー」

　流れるマグマをじーっと見つめる少女の名前はリズナ。

　ジョブは癒し手。ササラキのギルドメンバーだ。

「ササラキくんっ！　真っ赤な溶岩だよ！　ぐつぐつマグマだよ！」

　マグマを見て目を輝かせながら叫ぶリズナ。

「確かにマグマだね」

「すっごく熱そうだよね！」

「マグマだからね」

「入ったら絶対死ぬよね！」

「間違いなく死ぬだろうね」

「…………」

　くるん。リズナがササラキに振り向いた。

　ちょっと頰をピンクに染めて、何かを訴える視線。

「あ、あのね、ササラキくん」

「既に嫌な予感がするけどなに」

　巨大なメイスでマグマを指して、笑顔を浮かべる。

「コレ、わたしと一緒に、入ってみない？」

「…………一緒に死ねと？」

「うん」

　心中のお誘いである。ぜんぜん嬉しくない。

　確かにこの仮想世界において人はあっけなく死ぬ。

　しかし進んで死にたがるほどササラキは常識を捨ててはいない。

「だってわたし、リアルでマグマに入った経験ないもん」

「確かに人類のほとんどはそんな経験ないだろうね……」

「ね、お願い、足の先っぽだけでいいから！」

「先っぽだけでも死ぬよ！　あのさ、リズナ」

　ササラキはコホンと咳払いをした。

「今死んで復活ポイントに戻ったら、誰かに攻略の先を越されちゃうよ？」

「うっ」

「ひさしぶりに見つけたまともなダンジョンなのに」

「ううっ」

　まともなダンジョンとは、クリアが可能なダンジョンのことだ。そしてこのゲームにおいて大多数のダンジョンは《まとも》ではない。入口が土砂崩れで埋まってたり、通路が途中で切れて進めなかったり、敵のレベルがこっちの百倍だったりする。

　まともに攻略できるダンジョンは本当に希少なのである。

　そして希少なぶん、他のギルドとの攻略競争も激しい。

「だから攻略するまでは、我慢しようよ」

「うううう……」

　名残惜しそうに溶岩をチラチラと見るリズナ。

　やがてふるふるっと首をふり、何かを払う仕草。

「……わかった、今は我慢する」

「いや、わかってくれればいいよ」

　じゃあ先に進もうか──と言いかけたときだった。

「んしょっと」

　リズナがポケットから小さなガラス瓶を取り出した。

　瓶にロープをくくりつけて、マグマ流に落とす。

「この《魔法のビン》ならマグマにも耐えられるよね……っと」

　リズナがロープを引っ張った。マグマ入りの《魔法のビン》が手元に収まった。

「それどうするの？」

「《ぐつぐつドリンク》に加工するんだよ。あとで一緒に飲もうね！」

「へえ。そんなアイテムがあるんだ。どんな効果？」

「あのね、マグマみたいに体がぐつぐつ熱くなって」

「火属性の耐性が付くとか？」

「ううん。３００ダメージ受けるの」

　数秒の間。

「それ死ぬじゃん！」

「死ぬよ？」

　リズナがにっこりと笑って《魔法のビン》を大事そうに胸に抱いた。

「だってダンジョン攻略したら──死ぬの、我慢しなくていいんだよね？」

　絶句するしかないササラキだった。

　癒し手リズナ。死ぬの大好き少女である。
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